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プロローグ



　……ちょっと待て。

　朝、目が覚めた瞬間、オレは見事に凍り付いた。

　瞼まぶたを開くとそこには、すやすやと安らかに眠るお姉さん。

　輝く金色の長い髪。透き通った白い肌。長いまつ毛。

　服をぬいでしまっているのだろうか、綺き麗れいな鎖さ骨こつのラインが魅力的だ。

　鎖骨からさらに視線を落としていくと、ぷるん、とした柔らかそうな大きな胸が目に飛び込んでくる。

　お姉さんは横向けで眠っているため、見事な胸の谷間がつくられており、その下は、布団という名の全年齢向けガードに阻まれて見ることはできない。

　わずかに開いた薄桃色の唇からお姉さんが微かすかに吐息をもらすたび、豊かな双胸が小さく震えている。お姉さんが「んぅっ」と身み動じろぎをすると、ふにゅんと胸が揺れる。

　とても素晴らしい光景が眼前に広がっているわけだが……これは夢だよな？

　確かめるために上体を起こし、自分の顔を殴ってみたが、とても痛かった。

　つまり、夢ではない。

　どうやら目が覚めたら、隣で見知らぬ金髪さん（巨乳）が眠っていたというこの状況は夢ではないらしい。

　困惑しながらも、昨晩の記憶を必死で呼び起こしてみたが、真ま面じ目めに宿題をやって眠ったこと以外の記憶はない。全くない。皆無である。

　しかしながら、現にこうして金髪さんはオレの隣にいるわけで……。夢でもないわけで……。現実なわけで……。

「ど、どういうこと？」

　つぅーと、頬ほおから冷や汗が流れ落ちていった。



    

  
    
      


第一章　マッドドッグと金髪美女



　そいつのキャッチコピーは、『そそり勃たつ美お味いしさ』。

　トマトケチャップとマスタードで色付けされたウインナー。それを優しく包む小麦色のパンと、緑色の瑞みず々みずしいレタス。

　――ホットドッグ、１９８円。

　道場からの帰り道。小こ腹ばらがすいていたオレは、立ち寄ったコンビニで威風堂々と鎮座しているホットドッグに心惹ひかれ、迷わずそれを注文。

　店員のお姉さんは何な故ぜか頬を赤らめ、「そ、そそり勃つ美味しさ入りましたぁ」とか言いながらホットドッグを袋に入れてくれた。

　背中に「ありがとうございました」の声を聞きながら店を出る。ホットドッグが入った袋を自転車の前カゴに入れ、さあ、家に帰ろうとしたところで、オレははたと気がついた。

　このままこのホットドッグを家に持ち帰ったら、妹のなずなが黙っていないと。

　オレは、リビングのテレビを占領し、猫たちが熱いバトルを繰り広げるゲームに熱中していたなずなを思い出す。

　なんでも今日は部活が休みだとかで、『今日は猫なの。にゃあ』と、ご機嫌な様子だった。今日に限らず、お前はたいてい猫じゃないかとも思ったが、まあそれは置いておこう。

　問題はホットドッグを手にしたオレが家に帰ったとき、なずながどういった反応をするかである。

　なずなは絶対にホットドッグを欲しがるだろう。

　あいつのことだ。分けてやらなかったら、きっと、『レタスの一枚くらい分けてくれてもいいのにぃ～』とか言って、寂しげに、にゃあにゃあ泣くに違いない。

「……マジで泣くからな、あいつは」

　ため息混じりに呟つぶやくと、オレは自転車の前カゴに購入したホットドッグを置いたまま、踵きびすを返してコンビニへと舞い戻り、なずなの分のホットドッグを購入した。

　こんな小さなお土産みやげでも、なずなはきっと喜んでくれるだろう。『わ～い』と、両手をあげて笑うなずなの顔を想像しながら、オレは自転車の前まで戻って来たわけなんだが、

「はぐはぐはぐ」

　これは一体どういうことだ？

　なにやらオレの自転車の前でホットドッグを咥くわえているヤツがいる。

　自転車の前カゴに視線をやると、ホットドッグは忽こつ然ぜんと消え去り、申し訳なさそうに薄っぺらいコンビニのビニール袋がちょこんと座っていた。

　オレの『そそり勃たつ美お味いしさ』は何処いずこへ？

　愕がく然ぜんとしながらも、オレは自転車へと近づき、もぐもぐとホットドッグを食べ続けている変なヤツを改めて見る。

　外国人だろうか。艶つややかな長い銀髪を二つに括くくったツインテール。雪のように白い肌。ルビーのような紅あかい大きな瞳ひとみ。どこか西洋人形を思わせる端正な顔立ちと細く華きや奢しやな体つき。身につけている黄色のパーカーはサイズが合っていないのか、ぶかぶかだ。歳としの頃ころはオレより二つか一つ下だろうか。十五、六歳のように見える。

　銀の髪に紅い瞳の少女。ふと、アルビノという単語が頭に浮かんだ。

「おいしいなあ～」

　そのアルビノ少女は、にこにこと、可愛かわいらしい笑顔を浮かべながらホットドッグを頬ほお張ばっている。その様子はどこか小動物を思わせて微笑ほほえましい――と普段のオレならそう思ったことだろう。しかし。

「ごちそうさまでした」

　オレのホットドッグを完食した少女は、まだ物足りないといった顔をして手を合わせる。

　……さて。オレは笑みを浮かべながら少女に話しかけた。

「よお、美少女。ホットドッグの後は飲み物でもどうだ？」

「ん？　ああ、気が利くな。ありがと――」

　顔をあげた少女は、オレの笑顔を見て凍りつく。

「さあ、たっぷり飲むといい。いまから真っ赤なトマトジュースを作ってやるからな」

「い、いまから？　ど、どうやって……？」

　少女はじりじりと後ろに下がろうとするが、オレはそれを許さない。

　むんずと、少女の腕を掴つかむ。

「おいおい、材料がどこに行くんだよ？」

「ざ、ざざざ材料？」

　オレは「フフフ」と邪悪に嗤わらいながら、不安げにふるふる震える少女の服の袖そでを捲まくった。すると、真っ白な肌が目に飛び込んできた。思わず目を奪われるほど綺き麗れいな肌。細く柔らかい腕。温かな体温を掌てのひらに感じたが、そんなことではオレは止まらない。

　ふん、と気合いを入れると、少女の腕を濡ぬれ雑ぞう巾きんに見立てて軽く絞りあげてやった。

　途端、「うわぁ～！」と少女の口から悲鳴があがる。

「い、いたい。いたいいたいぃ～！　出ないから！　そんなにしても出ないから！」

「諦あきらめんな！　諦めんなよ、お前！　どうしてそこでやめるんだ、そこで！　もう少し頑張ってみろって！　できるよできるよ！　絶対やってみろって！」

「そ、そうか。よし、きた！　ぬるっはぁああ！」

　熱血を演じながら応援してやると、少女は気合いを入れて叫んだ。

　……変化などあろうはずもなかった。

「気合いが足りんな」

　無む慈じ悲ひに言い放つと、オレは再び少女の腕を絞る。

「いや、無理だから！　気合いとかそういう問題じゃないからぁああ、おぅうぁああ、いたいいたい！　ごめんなさい許してください、汝なんじ隣人を愛せよ世界平和より目の前の君！」

　よくわからんが、面白いことを言い出したので許してやろう。

「ふん。己おのれが美少女であることに感謝するんだな。本来なら貴様のような輩やからは、この自転車の後ろに括くくり付けて、市中引き回しの刑に処してやるところだ」

「び、美少女……？　お、おい、やめろよ。照れるじゃないか」

　頬ほおを赤く染めて、照れはじめる少女。

「……ところで、なんでわたしはこんな目に？　腕がひどく痛むぞ？」

　少女は「見てくれ」と右腕を肩の高さまで持ちあげる。なるほど確かに、白い肌が真っ赤になっている。だが、

「お前、あんまりふざけてると、今度は白い尻しりを真っ赤にすんぞ？」

「い、いきなりのセクハラ発言！　いくら温厚なわたしでも謂いわれのない非難には怒るぞ！」

　ぷんぷん、と頬を膨らませる少女。どうやらこのバカは本当にわかっていないらしい。今度は左腕でも絞ってやろうかとも思ったが、涙目だったのでやめた。

　まったく仕方のないヤツだ。一から説明してわからせる他ほかないだろう。

「お前さあ、そこにあったホットドッグ食っただろ？」

　自転車の前カゴを指差しながら訊たずねると、

「おいしかった！」

　元気一杯の返事が返ってきた。

「あれはオレが買ったものな」

「おかわり！」

　元気一杯、笑顔溌はつ剌らつ、天てん真しん爛らん漫まんに手を差し出してくる少女。思わず目を奪われるほど愛らしい笑顔だった。だが、それがどうした。

「ざけんな！」

　問答無用で、オレは少女の頭上にチョップを叩たたき落す。

「い、いたい！　だが、まんざらでもないこの刺激！」

「うわっ、気持ち悪いヤツ」

　思わず一歩後ろに下がってしまったが、「コホン」と咳せき払ばらいしてオレは続けた。

「と、とにかく、オレのホットドッグを奪ったお前は、とても罪深い存在なのだ」

「え？　そんなに罪深いのか？」

「ああ、マリアナ海かい溝こうぐらい深いな」

「それは鎖さ骨こつ萌もえぐらい奥深いのか？」

　深さの基準はよくわからなかったが、とりあえず頷うなずいておいた。すると、少女は「うむ」と腕を組むと言った。

「ならばその罪、わたしが許そう」

　なんという傲ごう慢まん。

「ならばその罪、オレ様が裁こう」

「ならば汝なんじに問う。空腹は罪なりや？」

「罰！」

　人差し指と中指を伸ばし、ぺちんと少女の右腕にしっぺを叩き込んでやると、

「う、うわぁ～！　ヒリヒリするぅ～！」

　未いまだ赤い右腕にヒットした指がとても刺激的だったらしく、少女は腕を押さえてぴょんぴょん飛び跳ねた。

「な、なんてことをするんだ！　癖になったらどうしてくれるんだ！」

「……どうしようもないな、そりゃ」

　正直どうでもよかったので適当に答えると、少女はすぅーとオレへと近寄ってきて、

「むう、癖になったら、責任とってもらうからな？」

　照れたような顔をしながら、「嫌いじゃないかも」と、人の胸に『の』の字なんぞを描き出す。細く長い指が胸をなぞるたび、指先の温かさにオレは少しドキリとした。

　しかし、胸の次に人の頬ほっぺたをつんつん突っついてきた少女を見てオレは確信した。

　こいつは全然、懲こりていない。

　どうやらもう一度お仕置きが必要のようだ。オレが二度目のしっぺを叩たたき込むべく、少女の右腕に狙ねらいを定め、手を振り上げたそのとき。

　――クゥ～と、なんとも間の抜けた音が少女の腹から聞こえてきた。

　瞬間、少女はへにゃんへにゃんと力なく崩れ落ち、その場に座り込んでしまう。

「お前、屁へーこくなよ」

　座り込んだ少女を見下ろし、呆あきれながら注意してやると、少女は勢いよく顔をあげ、きっとオレを睨にらんだ。

「女の子に向かってなんてことを言うんだ！　怒るぞ！　お腹なかへったぞ！」

「餓死しろ」

　再び無む慈じ悲ひに言い放つと、オレは左腕にぶら下げていたビニール袋からなずなのために買ったホットドッグを取り出し、これ見よがしに少女に見せつける。

「欲しいか？　もちろん、やらん」

「おっぱい一回触ることでどうにかならんか？　二回でもいい……いや、三回！」

「……お前、どれだけ切実なんだよ」

　真剣な眼まな差ざしで懇こん願がんしてくる少女を眺めているうちに、オレの怒りは空気の抜けた風船のように萎しぼんでいった。

　小さく嘆息すると、オレはそっと少女にホットドッグを差し出してやった。

「い、いいのか？」

　瞳ひとみを輝かせてホットドッグを見つめている少女に、「ああ」と頷うなずいて答えてやると、

「ありがとう！」

　少女の顔に笑顔という名の花が咲いた。

　よかったな。お前がもし男だったら、鮮血という名の花が狂い咲くところだったぞ。

　はぐはぐ、と勢いよくホットドッグにかぶりつく少女を眺めながらオレは再び嘆息する。

　ああ、これじゃあ、また母さんあたりから、お人ひと好よしなんて言われてしまう。

　なんだか悔しくなってきたので、オレは少女の頭へと手を伸ばし、

「お～、よ～し、よ～し、よ～し」

　犬を撫なでるみたいに頭を撫で回してみた。少女の銀の髪は、細くさらさらしていた。

　少女は食べることに夢中なようで、特に抵抗はしない。さらさらヘアーを撫でながら、この娘こったら、どこのシャンプー使っているのかしらん、などと考えていると、

「ありがとう。おいしかった！」

　食べ終わって、少女はにっこりと微笑ほほえむものの――クゥ～と再び腹を鳴らした。

「……いえ、違うんです」

　なんとも言えない微妙な空気が流れ出す中、少女は真剣な顔をして、とりなすように手を振る。

「なにが違うのかはよくわからんが、お前どれだけ空腹なんだよ？　朝ごはんは毎日ちゃんと食べているか？」

　頭をぐりぐり撫なでながら訊たずねると、

「……この前、食べたのは三日前だったかな？　普段は霞かすみを食べて生きているんだ」

　ひどく悲愴感漂う声が返ってきた。

「……飯、食いに行くか？」

　哀れに思ったので、そう提案してみたのだが、

「ん？　それはナンパかい？　構わんのだよ、ボクは？」

「さようなら」

　もうなにも言うことはない。オレは背を向けて自転車へと向かう。

「ま、待って！　お願い待って！　あんた、わたしを捨てないでぇ～！」

　がしっと、背中から抱きついてくる少女。小さくはあるが、なんとも言えない柔らかい二つの物体がオレの背中に襲いかかってくる。

　おのれ、卑ひ怯きようなヤツめ。
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　近くのファミレスにつくと、少女はよほど空腹だったのだろう。三つも料理を注文し、満面の笑みを浮かべながら、運ばれてきた料理を頬ほお張ばっている。

　対してオレは水一杯。財布と相談した結果、こういうことになってしまった。

　オレはなにをやっているのだろうか。お人好しが過ぎると、ため息も吐きたくはなるが、

「ん？　欲しいのか？　あ～ん、だ」

　嬉うれしそうにハンバーグを食べる少女を眺めていると、損したという気分も薄れていく。

　フォークに突き刺したハンバーグを差し出してくる少女に、オレは呆あきれながら言った。

「頬ほっぺたにご飯粒ついてるぞ？」

「気にするな」

「いや、気になるわい」

「それより、ほら、あ～ん、だ」

「はいはい」

　差し出してくるハンバーグを貰もらいながら、オレは少女の頬っぺたに付いたご飯粒を取ってやる。子供みたいなヤツだな、まったく。

「あむ」

　……あむ？　不意に指先に温かい感触。視線を指先に落とすと……ご飯粒を取るためだろうか。少女がオレの指を小さな口で咥くわえていた。

「ばっちいな」

「そんらことわなひ」

「人の指を咥えたまま喋しやべるな」

　柔らかく温かな唇がオレの指を包み、ぺろりと、舌がオレの指を舐なめあげてくる。

　なんかエロい、とか思いつつもオレは少女の口から指を引き離す。

　ご飯粒を舐め取った少女は「うまい！」と笑顔で言ったあと、テーブルに乗ったポテトやらスパゲティやらに手を伸ばしはじめた。

　苦笑しながら、オレは改めて少女に目をやる。

　間近で見ると、睫まつ毛げは長く、顔立ちは整っており、本当に可愛かわいらしい少女である。

　これで喋らなかったら最高なんだろうが……まあ、嬉うれしげにご飯を食べている姿も魅力的ではある。オレは飽あきることなく少女を見つめていた。そして、

「ごちそうさま！」

　満足げに少女が手を合わせたところで、オレは切り出した。

「罠わなにかかったな。ここでの食事代を支払って欲しくば、オレの言うことを聞け……いや、冗談だ。そんなに青い顔をするな。奢おごってやるから」



    

  
    
      



    

  
    
      「そ、そうか。びっくりしたぁ。びっくりして心臓が動き出すところだった！」

「ふ～ん。それでお前、名前は？」

「スルー？　わたしのギャグはスルー？　ちょっと高度過ぎたかな？　いまのはな、普通なら動いている心臓がな――」

「いや、変な解説はいい。話が進まなくなる」

　少女の言葉を遮さえぎり、オレは口を開く。

「ちなみに、オレの名前は南なん条じよう忍しのぶだ。色っぽく、『しのぶぅ～』、と呼ばれるのが夢だ」

「ねえ、しのぶぅ～。周りから見たらいまのわたしたちって、どんな風に見えているのかしら？」

「で、お前の名前は？」

「スルー？　またスルー？　せっかく、のったというのに……」

　不満げにぶつくさ呟つぶやいたあと、少女は胸を張って答えた。

「まあいい。わたしは神だ！」

「……救急車呼んでやろうか？」

　ああ、なんて可か哀わい想そうなヤツなんだろうか。

「そ、そんな可哀想な人を見る目でわたしを見るなぁ！　本当なんだぞ！」

「はいはい。それじゃあ神では呼びにくいから、お前のことはバカと呼ぶな」

「失礼だぞ！」

「じゃあ、ホットドッグ泥棒。長いからドッグと省略するか」

「ガルルゥ！」

　イヤだったのか、少女は両手を伸ばし、威嚇してきた。とんだ狂犬もいたもんである。

「じゃあ、なんて呼べばいいんだ？」

「そうだな……」

　腕を組んで考えた後、ドッグは言った。

「エルニーニョだ。長いからエルニでいいぞ」

「わかった、ドッグ」

「そう、俺おれはマッドドッグ。狂犬と呼ばれた男。飼い主に噛かみ付く危険な――って、違う！　誰がマッドドッグだ！　誰が男だ！　このおっぱいが見えないのか！」

　自分で言っておきながら怒り出すドッグ。

　どうでもいいが、突き出してきた小ぶりの胸をオレにどうして欲しいのだろうか？

　突っついてもいいと言うのなら、オレは決して迷わない！

「まったく、失礼だな。ドッグだなんて――わんわん！」

　ドッグはわんわん言って怒っていた。

「すまんドッグ。だが、エルニーニョって、確か、スペイン語で『神の子』って意味だろう？　お前、神にでもなったつもりかよ？」

　エルニーニョ現象は、学校の授業で習ったことがある。

「だから、神だって言ってるじゃないか！」

　ぶんぶん、と手を振り回すドッグ。本当に子供みたいなヤツだ。

「まあ、信じろという方が無理だ。お前はオレの購入したホットドッグを奪い、オレのお情けで飯を奢おごって貰もらっている、ちょっと可か哀わい想そうな小娘でしかない」

「そこは誇張でもいいから、美少女と表現してはくれまいか？」

「お前はオレの購入したホットドッグを奪い、オレのお情けで飯を奢って貰っている、ちょっと可哀想な犬コロでしかない」

「い、犬コロだと！　なんだ可愛かわいいじゃないか！　そ、そんなこと言われてわたしが喜ぶとでも思っているのか！　……ちょっと嬉うれしかったじゃないか！」

　……嬉しかったのかよ。

「だが勘違いするな。わたしがいつまでも犬に甘んじていると思うなよ？　飼い犬だって、イヤがることを飼い主がすると、怒って噛かみついたりするんだぞ？」

「なにおう。犬コロの癖に生意気な。貴様は、どこの出身だ？」

「日本生まれ、ヒップホップ育ち」

「頭悪そうなヤツは大体友達ってか？」

　エルニは笑顔でオレを指差し言った。

「友達！」

　ぶっ飛ばしてやろうか、こいつ。

　にこにこ笑いながら、人の手を掴つかんで握手なんてしやがってからに。

　柔らかく小さい手がオレの手を包みこみ、上下にぶんぶん振り回す。

「……それで話を戻すと、神とか言ってたけど、お前はなんの神なんだ？」

「すごい神だ！」

　ああ、予想以上に頭悪い答えが返ってきてしまった。堂々と胸を張っているあたり救いようがない。まだ『食欲の神だ』とか言ってくれたら、笑い飛ばすこともできたのに。

　思わずオレは視線を落とし、「あっ、そう」と曖あい昧まいに頷うなずいた。

「ど、どうして、そこで目を逸そらすんだ？　な、なんだ、その曖昧な笑顔は！　信じてないな！　信じてないだろ！」

　素直に「ああ」と頷くと、ドッグはぷんぷん怒りながら言った。

「もう怒ったぞ！　そこまで言うのなら証拠を見せてやる！」

　証拠か。目の前の少女は、バカな上にドッグだから、きっとなにか残念なことを仕出かすに違いないだろう。可哀想なので、からかうのはもう止やめてやろう。

「別にいいよ、エルニ」

「エルニではない！　マッドドッグと呼べ！」

　気に入ったんだろうか、それ。

「まあ、落ち着けよ。ほら、プリン食べろ、プリン」

「わ～い、プリン食べゆ～、じゃない！　忍しのぶは信じていないだろ？」

「――誰が呼び捨てにしていいと言った？」

「あ、ごめんなさい――って、いいじゃないか！　忍だって、わたしのことをエルニって呼んだじゃないか。名前で呼び合うことで、ふたりの仲は急接近なんだぞ？」

「急接近はどうでもいいとして、お前証拠とか言って、いきなり雨あま乞ごいとかはじめるなよ？　周りの人の迷惑になるからな」

「そんなことはしない。雨が降ったら、傘かさを持っていない忍が濡ぬれて帰ることになるじゃないか。わたしはご飯をくれた忍に感謝しているんだ。忍にはイイコトをしてやろう」

　む？　イイコトとな。

「……なんかエロいな」

「ん？　エッチなことがお望みか？　わたしのダイナマイツバデェにもうメロメロか？」

「それはない」

　モデルさんみたいなポーズを取ってウインクするエルニに短く笑顔で断言してやる。

　確かにこいつはスレンダーでスタイルもいいのだが、どうしてか間抜けに見えてしまう。

　エルニは目に見えてしょんぼりしだしたが、気にせずオレは口を開く。

「まあ冗談はともかく……それで、なにをしてくれるんだ？」

　落ち込んでいたエルニだったが、オレの言葉に「う、うむ」と頷うなずき、パーカーの前ポケットからなにかを取り出した。

　でかい看板である。一体、どうやって収納しているんだ？　ヤツのポケットは四次元とでも繋つながっているというのだろうか。甚はなはだ疑問である。

「見ろ！」

　エルニが突き出してきた看板に目をやると、

「なになに」

　看板には太字で『しゅごれい、つけます』と書いてあった。

「守しゆ護ご霊れいくらい漢字で書こうぜ？　インチキ霊れい媒ばい師し」

「い、いきなりのダメ出し？　しかも、インチキ呼ばわり！　わたしは怒ったぞ！　でも、寛容だから許しちゃうぞ！　そして忍はわたしにご飯をくれたので、本来なら千円からスタートなのだが、特別ご奉仕価格だ！　半額だ！　五百円だ！　大安売りだ！」

　大サービスをしてくれているらしいエルニに、オレは祈るように手を組んで答えた。

「ああ、神様。どうかお許し下さい。どっかのマッドドッグが遠慮なしに、人の金で好き放題に飯を喰くったので、会計後は百円しか残りません」

「……あ、あなたは、と、とても澄んだ心の持ち主なので、神、とても感動した。そう、感動したぁ！　だから、今回はタダでいいぞ、うん、タダでつけちゃうぞ」

　罪悪感を覚えたのだろう。エルニは目を逸そらし、ダラダラと脂汗を流しはじめる。

「おお、タダか。でも、お前だとなんか不安だからいいや」

「ふ、不安だと！」

　エルニはショックを受けたのか、「むむぅ～」と唸うなった後、

「忍しのぶぅ！　バカにするのもそこまでだぞ！　わたしとて神の端くれ！　恩には恩で返す！　目め茶ちや苦く茶ちやハッピーあげちゃうってばよ！」

　がたん、と突然椅い子すから立ちあがり、「はっ！　ふっ！　とおっ！　変身！」と、わけのわからん奇妙なポーズを取りはじめた。

　当然ながら、店内の視線は独占である。

　エルニは一通り怪しげなポーズを取り終えると、右手をオレにかざし、

「ぶらぁああああああああああああ！」

　叫んだ。そして、

「すみません、お客様。他ほかのお客様のご迷惑になりますので」

　とうとう、ウェイトレスのお姉さんに注意された。

「ぶ、ぶらぁあ……」

　エルニは悲しげに「ぶらぁあ」と鳴いた。

「すみません。こいつ昔ファミレスでイヤな思い出があって、たまに発作が起きるんです」

　いたたまれない様子のエルニが見ていられなくて、オレは適当だが一応フォローをする。

　すると、ウェイトレスのお姉さんはオレのウソを信じたのか、悲しそうな顔になった。

「……そうだったんですか。お嬢ちゃん、メロンソーダ飲む？」

「うん、飲むぅ」

　しゅん、とした様子でエルニは椅子に座る。

　ちなみに、ウェイトレスのお姉さんは、「私からのサービスです」と言って、オレとエルニにメロンソーダをくれた。いい人だ。次もこの店に来よう。

「さて、忍」

　メロンソーダを美お味いしく頂いていると、エルニが話しかけてきた。

　エルニはもう飲んだようで、コップは空だ。

「お前はいま、わたしのことを痛いヤツだとか思っているだろう？」

　なにを当たり前のことを訊きいてくるんだろうか、こいつは。

「その認識は、数日後には完全に、完膚なきまでに消えているだろう。いいか……」

「いや、楽しげに喋しやべっているところ悪いが、頬ほっぺたにクリームがついているぞ？」

「とってくれ」

　ぐいっ、と顔を近づけてくるエルニ。色々と言いたいことはあったが、身内にも同じようなことを言うヤツがいるので、オレは無言でクリームをとってやることにした。

　しかし意地汚いことに、エルニは先ほどのご飯粒同様、オレの指を咥くわえてクリームを舐なめはじめた。全く、お前と同じことを言った妹のなずなもここまで意地汚くはなかったぞ。

「それでら、しのふに渡ひたいものがあるのら」

「だから、指を舐めながら喋しやべるなよ。なにを言っているのか、よくわからん」

　上下の唇でしっかり指をホールドしやがって。

　ちゅっちゅっ、と舌と唇が動く度、なんだかくすぐったい気持ちになる。

　エルニはオレの指についたクリームをしっかりと舐め終えると、またごそごそと、パーカーの前ポケットをさぐる。

「……おっ、あった。ほら」

　エルニがポケットからなにかを取り出し、ぐいっとオレに突きつけてくる。

　それは銀と蒼あおに彩られた指輪だった。

「ほら、受け取るといい」

　エルニはオレの左手を取ると、そっと薬指に指輪をはめてきた。

　どうして薬指にはめるんだ、とも思ったが……オレは指輪に視線を落とす。

　素人目だが、銀と蒼に光輝く指輪はとても高価なものに見えた。

「……いいのか？　これ結構高いんじゃないのか？　さすがに飯を奢おごっただけで、こんなものを貰もらうのは気が引ける」

「気にするな。それは、ボランティアで街のゴミ拾いをしていたときに集めた空き缶で、わたしが造ったものだ。それを身につけていれば、すぐに守しゆ護ご霊れいが憑つくぞ。波長があえば、すごい守護霊が憑く可能性もある。さっき、忍しのぶにしてやったおまじないも効果的だぞ」

　エルニは、「これで忍は、ウルトラハッピーライフをエンジョイできるぞ！」と笑顔で言ってくれたが……オレはもう一度、指輪を見る。

　とても空き缶で造ったものには見えなかった。

「本当にいいのか？」

「もちろんだ。わたしは神だからな。太っ腹なんだ！」

「神ってすごいんだな。ちょっと空でも飛んでみてくれよ」

「よしきた。ぬるっはぁああ！」

　ぴょんぴょんと、その場で飛び跳ねるエルニ。

　跳ねているだけで、ちっとも飛べていない。

「……神、食べ過ぎて動けない」

　元気よく跳とんでいたエルニだったが、突然、気分悪そうに口元を押さえだした。

　可か哀わい想そうな人を見る目がエルニに集中する。

「やめてあげて！　見ないで！　この娘こ、見ないであげて！」

　口元を押さえて呻うめくエルニの背中をさすりながら、オレは叫んだ。

　それから、しばらくファミレスで休んだあと、オレはエルニと別れた。

　気が向いたらまた飯でも奢おごってやるよと言うと、エルニは喜び、「携帯電話の番号を教えてくれ」と目を輝かせるので、教えてやった。エルニ自身は携帯電話を持っていなかったので、空腹で困ったときには連絡するとのことだった。

「……それにしても、守しゆ護ご霊れいか」

　帰り道、自転車に乗りながらオレはエルニに貰もらった指輪に目を落とす。

　エルニの話を真に受けるほどおめでたい性格ではないが、なにかいいことがあるといいなあ、と思いながら家に帰った。
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　突然だが、イイコトってなんかエロいなあ、などと昨日オレはファミレスでそんなことを思っていたわけだが……これは一体どういうことだ。確かに、なにかいいことがあればとは思ったが、これはいささか予想外じゃないだろうか。

　状況を整理しよう。

　目覚まし時計よりも早く起きた爽さわやかな朝。

　目を開けると――隣で見知らぬ金髪のお姉さんが眠っていた。

「ど、どういうこと？」

　何な故ぜ、オレのベッドで金髪さんが眠っているのだ？　この人は誰なんだ？　というか、オレは一体なにをしてしまったのだ？

　……わからない。昨晩の記憶を必死で呼び起こしてみるものの、お利口さんに学校の宿題をやって眠ったこと以外覚えていない。

　い、いや待て。

　まさか記憶がないだけで、オレは真夜中に街へと繰り出し、本能の赴くままに女性をかっさらってきてしまったのだろうか。金髪であるあたり、個人的趣味が丸分かりである。

　なんてこった、と自分自身に恐れ慄おののいていたオレに――さらなる悲劇が襲いかかる。

「お兄ちゃん、朝だＹＯ！　ＹＯ！」

　コンコン、と突然のノック音の後、妹のなずなの声が聞こえてきたのだ。

　ヤツは「ＹＯ！　ＹＯ！　チェケラ！」と、ひどく楽しげである。

　だが、そんなことはどうでもいい。問題はいまのオレの状況である。右を見れば金髪お姉さん。視線を下にやれば、たゆんとした柔らかな果実。

　どう考えても誤解される状況下にオレはいる。

「お兄ちゃん～、朝だよ～、本当だよ～、ウソじゃないよ～。インディアン、ウソつかないんだよ～」

　そう、ウソをつくのはいつも白人なのさ、などと相あい槌づちを打つ余裕などない。誰かあいつを止めてくれ。なにが嬉うれしいのか、楽しげに十六ビートでリズムを刻みながら扉をノックしてくるなずな。

「お兄ちゃん、開けるよ～？」

　それやばいよ。ダメよ、やめてよ、バカン、イヤン、らめぇん、と制止の声をあげようとするものの、オレの口は金魚みたいにパクパクと開閉するだけで声が出てこない。

　どうすればいい？　どうしたらいい？

　オレは意味もなくキョロキョロと上下左右を見渡し――そして気がついた。

「おっ、そうだ。この人を隠してしまえばいい」

　バサッと頭から布団をかぶせておけば、見事に金髪さんを隠すことができるだろう。

　こいつは名案だ。

　ぽん、と掌てのひらを叩たたいたあと、布団で金髪さんを隠そうと手を伸ばしたその瞬間、

「んんぅ」

　悩ましい声が金髪さんの口から漏れ、閉じられていた瞳ひとみが開かれた。

　それは吸い込まれそうな、エメラルドグリーンの透き通った瞳。

　一瞬、オレは呼吸さえも忘れた。ただ、魅入られたようにその瞳を見つめ続けていた。

　すると、金髪さんはオレの視線に気がついたのだろう。翠みどりの双そう眸ぼうがオレを捉とらえると、その瞳は嬉しげに細められ、口元にふわりと笑みが浮かぶ。

「おはようございます」

　綺き麗れいな日本語。それも鈴を転がすような美声。

　金髪さんは布団で胸元を押さえながらゆっくりと身体からだを起こすと、オレを見つめたまま、にこにこと微笑ほほえんでいる。

　やっぱりこれは夢じゃないだろうか。

　真まっ直すぐに伸びた輝く金の長い髪。優しげな瞳。形の良い艶つややかな薄桃色の唇。

　――綺麗だと思った。朝日を浴びて微笑むその姿はまるで女神みたいだった。誇張なんかじゃない。恥ずかしいことにオレは真剣にそんなことを思ってしまっていた。

　思わず、オレは自分の置かれている状況を忘れて、金髪さんに見み惚とれていた。

　でも、それがよくなかった。

「お兄ちゃん、起きてる？　朝だよ？」

　返事がないことを不審に思ったのだろうか。ガチャッとドアノブが開く音が響き、後ろで束ねた長い髪を揺らしながら、中学校の制服を着た可愛かわいらしい容姿の少女が顔を覗のぞかせた。大きな瞳に、幼い顔立ち。どこか、子猫のような愛らしさをもった少女。

　こいつは妹のなずなである。愛らしい顔立ちはオレとそっくりだ――と思うのだが、人からは『悪人面のお前とは似ても似つかん』などとよく言われる。

　そんななずなは、にこにこ笑いながらオレに視線をやり、

「あっ、お兄ちゃん起きてたんだ。今日の朝ご飯は……ね……」

『ご飯』のあたりで金髪さんに気づいたのだろう。陽気な顔から一転、ピキンと、表情を凍らせ硬直した。まるで石化したようである。

　なんとも言えない重い沈黙の後、

「う、うわぁあ！　お、お兄ちゃん、そ、その人、その人、誰ぇええ？」

　ひどく驚き、ふるふると震える指で金髪さんを指差すなずな。

　うむ、なずなよ。お前の混乱はわかる。しかし、安心せよ。この状況を打破する方法をいましがた思いついた。オレは親指を立てると、爽さわやかな笑顔を浮かべながら言った。

「南なん条じよう忍しのぶ、彼女ができました！」

「ウソだぁ！」

　ソッコウで否定されてしまった。

「し、失礼な人だね、君は。何な故ぜ、ウソだと思うのかね？」

「だって、お兄ちゃん……モテないもん」

「そうだな、それは認めよう――と言うとでも思ったか？」

「いま、認めたよ？」

「否！　断じて否！　そもそも、お前はどうしてこのオレがモテないなどと断言できるのだ？　ほら、お兄ちゃんを仰ぎ見てみなさい。格好かつこいいだろう？　この寝癖のあたりとか」

　オレの自画自賛発言を受け、『じ～』とオレを見つめてくるなずな。

　ちょこんと正座して、言いつけ通りに下からオレを仰ぎ見ているところが、こいつの可か愛わいらしいところだ。決してアホというわけではないと思う。

　それにしても、なずなだけではなく、何故か金髪さんもオレを『じ～』と凝ぎよう視ししているのは如何いかがなものか。いまなら『ごめんなさい』と頭を下げれば許して貰もらえるだろうか。

「……確かに、お兄ちゃんは格好いい」

「はい、格好いいです」

　なずなと金髪さんからまさかの肯定の言葉。そ、そんなバカな！　……いや、なに言ってんだよ。オレは格好いいよ。多分。髭ひげのそり残しとかもワイルドだと思う。

「でもその人、本当にお兄ちゃんの彼女さんなの？　お兄ちゃん、変に世話好きで優しいところがあるから、困っていた外国の人を連れてきちゃったとかじゃないの？　お母さん言ってたよ。『忍はわけのわからないツンデレだから絶対に彼女なんてできない』って」

「……まさか、お前も母さんの意見に賛成ってか？」

　訊たずねると、なずなは「うん」と素直に頷うなずいた。よし、この逞たくましい両の拳こぶしでなずなの頭をぐりぐりしてやろう。ぐりぐりの刑だ。オレは拳こぶしをグーにして立ちあがろうとするものの、

「こら、アンタたち、朝からなにを騒いでいるのよ。早く朝ごはんを食べ……」

　突然、第三者の声が割って入ってきたので、オレはぴたりと動きを止めて、視線を扉に向ける。視線の先には呆あきれた様子で部屋に入って来た女がいた。

　この女の名は南なん条じよう巴ともえ。一応、オレの母親である。

　ヤツは今年で四十を迎えるはずなのだが、『月光浴で、女性ホルモンを出し続けているのよ』と豪語しているだけあってか、ひどく若く見える。

　その若い母さんは、ベッドにいるオレと金髪さんを見て、なずな同様凍りつき、天を仰いで大きく嘆息した。

「……いつかヤルとは思っていたけど、案外早かったわね」

　ちょっと待て。『いつかヤルとは思っていた』とはどういう意味だ。

「母さんよ。言っておくがオレはなにもしてないぞ？」

「はいはい、好きなだけウソ言ってなさいよ。いま、警察呼ぶから」

　ズボンのポケットから携帯電話を取り出し操作する母さん。なずなは母さんの手元を覗のぞき込み、「わぁ～、１１０だ。はじめて見たよ～」とかのん気なことを言っていたが、

「――って、うわわわ！　お、お母さん、ダメだよ。落ち着いて」

　慌てた様子で、母さんの手から携帯電話を奪い取った。

　おお、よくやったぞ、なずな。

「お母さんダメだよ。あのね、信じられないかも知れないけどね、お兄ちゃんが言うにはね、この綺き麗れいなお姉さんは、お兄ちゃんの彼女さんなんだって」

「……忍しのぶ。現実と妄想の境界が揺らいでしまったのね」

　何な故ぜ、可か哀わい想そうな人を見るような目でオレを見るんだ母さん。

「お母さん、疑う気持ちはわかるよ」

　わかってしまうのかなずな。でも、オレだってわかるよ。だって、ウソなんだもん。

「だからね、この人に訊きいてみればいいんだよ」

　金髪さんに目を向けるなずな。

　やめろぉい！　いつもアホな癖に、どうしてこんな時だけ冷静なんだ。口先で誤ご魔ま化かそうと思っていたオレが困るではないか。

「あ、あの、お姉さんは、本当にお兄ちゃんの彼女さんなんですか？」

　おずおずと金髪さんに訊たずねるなずな。『ウソですよね？』と言いたげな顔がムカつく。

　しかし困ったな。どうすればいい。ここで変に誤魔化しても疑いが増すだけだ。『助けて、金髪さん。ウソでもいいから、頷うなずいてみせて』と、オレは熱い視線を送るが、

「ごめんなさい。私は、忍さんの彼女さんではないんです」

　ああ、無情レ・ミゼラブル。

　金髪さんは、あっさりと否定。それはそうだろう。状況はよくわからんが、彼女も望んでここにいるわけではなさそうだ。ただ、この状況を金髪さんから聞き出すことはできるかも知れない。オレは腹を決めて、金髪さんに向き直る。

「じゃあ、あんたはなんなんだ？」

　一体どうしてここにいる、と訊ききたかったのだが、何な故ぜか金髪さんは頬ほおを赤く染めつつ、嬉うれしそうな笑顔を浮かべて、オレの問いに答えた。

「……私は忍しのぶさんの奴ど隷れいです」

　ドレイ？　なにやら、聞き慣れない単語が飛び出してきましたよ。

「……いま、なんと？」

　なにかの間違いだと思い聞き直してみるものの、金髪さんは「私は忍さんの奴隷です」と、赤い頬のまま繰り返す。

　つぅー、と額から脂汗が流れ落ちた。

　重い重い沈黙が支配するオレの部屋。

　空気を読めずに間の抜けた電子音を響かせはじめた目覚まし時計。

　笑顔の金髪さんと、怖いぐらい無表情な母さんとなずな。

　とりあえず、オレは目覚まし時計を止め、

「……ボク、そろばんの時間なので失礼します」

　三十六計逃げるに如しかず。オレはそっと立ちあがり華麗に逃走を図るものの、

「忍っ！」

「お兄ちゃん！」

　無論、そんなことは許されるはずもなかった。
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　南なん条じよう家では、早朝緊急家族会議が開かれていた。リビングのテーブルには母さんとなずな、そして金髪さんが座り、オレは床に正座させられていた。ちなみに、父さんはどっかの国に出張に行っている。おまけに飼い猫も父さんについていったのでいない。

　それ故、この場で頼りになる味方はいない。なずなは基本的にオレの味方だが、アホなので力にはならない。心配げにオレに猫のぬいぐるみを差し出してきたが、これをどうしろというのだろうか。とりあえず、頭に乗せてみる。

「合体・しのむんキャット！　強い！　にゃあ！」

　現実逃避でもするかのように、「にゃあにゃあ！」叫んでみたものの、

「……なにやってんのよ、アンタ？」

　冷ややかな母さんの視線を受け、オレは慌てて頭に乗せた猫を降ろした。

　怖い。次になにか変なことをやったら、絶対にぶっ飛ばされる。

「――こほん！」

　母さんはわざとらしく咳せき払ばらいなどすると、すまなそうな顔をして金髪さんに目をやる。

　金髪さんは緊迫した空気を感じとってか、真剣そうな表情を浮かべていた。

　だが、その服装には緊張感の欠片かけらもなかった。

　だぼだぼの白いＴシャツを身につけてはいるが、長い袖そでは手を半ば隠し、Ｔシャツの裾すその下から覗のぞく白い太ももやスラッと伸びた長い脚が目に毒である。

　金髪さんはいま、ズボンやスカートも穿かず、オレのＴシャツを着ているだけなのだが、これには理由がある。

　どうやら、金髪さんは下着姿でベッドにいたらしいのだ。

　もっとも、オレは即座に部屋から叩たたき出されたので、金髪さんの下着姿は見てはいない。誠に遺憾ながら見てはいないわけだが……まあ、下着姿でベッドにいて、その上、服がみつからないときたら……これはもうダメな想像しかできないね。

　母さんが申し訳なさそうな顔をしているのも頷うなずける。

「あなた……えっと」

「ルナジェナです。ルナとお呼びください」

　柔らかく微笑ほほえんで母さんに答える金髪さん――いや、ルナさん。それにしても見ている人を癒いやすような笑顔である。母さんも僅わずかに頬ほおを緩めた。

「ルナちゃんね。あたしは巴ともえ。南なん条じよう巴。それで、こっちが娘のなずなと、後、バカ」

　どうしてオレを指差してバカとか言うんだろうか。

「それでルナちゃん、あなたさっき、そこのバカの奴ど隷れいだなんて言ったけど、どういうこと？　言っておくけど、そこのバカはバカよ？　バカな上に……やっぱりバカなのよ？」

「し、忍しのぶさんは、バカなんかじゃありませんよ。忍さんは優しい人です」

　バカらしいオレを庇ってくれるルナさん。

「忍さん、言ってくれました。こんな私でも『欲しい』って……」

　すげえな忍さん。忍さんもびっくりだ。母さんもなずなもびっくりだ。二人とも、口に含んでいたお茶を同時に吹き出して驚いている。

「それで、忍さん、『オレが幸せにしてやるから、傍そばにいろ』って言ってくれて、私、すごく嬉うれしかったんです」

　けほんけほん、とむせている母さんとなずなを置いて、熱っぽく語るルナさん。

「だから、私、忍さんのお世話がしたくて――」

「ちょ、ちょっと待って」

　ルナさんに掌てのひらを向けてストップをかけると、母さんは、ぎろりとオレを睨にらみつけた。

「忍……本当なの？」

「しのむん、知らんぷい！」

　再び、猫のぬいぐるみを頭に乗せて、可愛かわいらしくそっぽを向いてみた。

　オレの愛らしさで素敵に誤ご魔ま化かせないかと思ったが、全然ダメだった。

　母さんは無言でテーブルにあった箸はしを一本逆手に持つと、大きく振りかぶってそれをオレへと投とう擲てき。

「うわっ、危ねえ！」

　咄とつ嗟さに猫のぬいぐるみを突き出し、半回転しながら物もの凄すごいスピードで飛んで来た箸から身を守ったものの、危なかった。しのむんキャットになっていなければやられるところだった。眉み間けんに箸が突き刺さった猫のぬいぐるみを見て、オレは戦せん慄りつした。

「真ま面じ目めに答えなさい。そして、避けるな」

「いや避けるなって、無む茶ちや言うなよ。それに大体覚えてないんだよ。記憶にないんだよ」

　オレがそう言うと、

「あ、あの、忍しのぶさん……忘れちゃったんですか？」

　潤んだ瞳ひとみでオレを見つめてくるルナさん。予想以上に真剣みを帯びたエメラルドグリーンの瞳。直視することができず、オレは思わず目を逸そらし、言った。

「し、しのむん、知らんぷい！」

　ああ、最低なオレ。

「そう……ですか」

　しょんぼり、と肩を落とすルナさん。

「アンタ最悪ね」

　氷のように冷たい母さんの声音。

「お兄ちゃんひどいよ」

　非難するような眼まな差ざしを向けてくるなずな。

「まったく、忍くんは最低ですな」

　他人事のように猫のぬいぐるみに話しかけるオレ。

　……当然ながら母さんに殴られた。ちょっとした冗談だったのに。

「あ、あの、忍さんを……いじめないであげてください」

　殴られたオレを心配げに見つめたあと、ルナさんは母さんの服の袖そでをちょこんと掴つかんで、弱々しく懇こん願がんする。

「へえ。このバカ庇かばうんだ」

　意外そうな顔をしてルナさんを見る母さん。ルナさんは真剣な顔で母さんを見つめ返す。

「変な娘こね、あなた。こんなバカを庇って」

　母さんは小さくため息を吐いたあと、おかしそうに笑って言った。

「いいわ。好きにしなさい。ルナちゃんに、このバカはあげるわ。百円でどう？」

　なんということだ。人身売買が今まさに目の前で行なわれている。

「し、忍しのぶさんは百円なんかじゃ買えません。そもそもお金なんかじゃ買えないです」

　ちょっと怒った顔をするルナさん。

「ふ～ん、お金じゃ買えないか。よし、気に入ったわ。ただでいいわ」

　母さんは鷹おう揚ように頷うなずき、そして続けた。

「……ところで、ルナちゃんは外国の人みたいだけど、住むあてはあるの？」

「あ、あの、お恥ずかしい話なんですけど、あてはなくて……」

　言葉を濁すルナさん。

「それならうちに住んじゃいなさい。空き部屋はあるし、好きに使うといいわ。うちのバカが迷惑かけたみたいだしね。真ま面じ目めな話、あなたに警察に行かれたら、息子は終わるわ」

　そこで母さんはオレに目を向けながら言った。

「というわけで、あんたはルナちゃんのものだからね」

「……たとえ、愛情という名の免めん罪ざい符ふを用いたとしても、人を道具のように扱うことは決して許されない――人身売買反対」

「うるさい」

　クールなポーズを決めながら格好かつこいいことを言ったのに、問答無用で殴ってくる母さん。

　正直、ひど過ぎじゃねえ？　膝ひざを抱えて理不尽さに震えていると、

「あ、あの、本当にいいんですか？　私みたいなのが住まわせていただいて？」

　信じられないといった様子でルナさんが母さんを見る。母さんは軽いノリで「いいわよ、このバカが犯罪に走らないように見張ってて」とオレを見て答える。

「あ、ありがとうございます。私、頑張ります。なんでもします」

　ルナさんは嬉うれしそうな笑顔を浮かべると、立ちあがり頭を下げる。どうでもいいが、『なんでもします』って、ちょっとエロいね。うふふ、ダメなオレ。

　しかし、ダメなのは、オレだけじゃなかった。

「……可愛かわいい」

　いつの間にか母さんはルナさんを抱きしめ、頭を撫なでていた。確かに抱きしめたくなるような愛らしい笑顔だったが、いきなりハグはないだろう。そして母さんよ、何な故ぜ、右手をルナさんのお尻しりに伸ばして、撫ではじめるのだ？

　べ、別に、羨うらやましくなんかないんだからね、とか思いつつも凝ぎよう視ししていると、

「なによ。なに見てるのよ、忍。アンタは学校なりどこへなりと、さっさと行きなさいよ」

「つ、冷たい人だね君は。オレはまだ飯を食べてないんだぞ？」

「遅刻するから諦あきらめなさい。まったく、なずなはちゃんと食べたのに、アンタはなにやってたのよ？」

「どこぞの鬼に正座させられてた上に、何度も殴られていた」

「ひどい鬼もいたもんね。ほら、ルナちゃんのことはあたしに任せて、アンタは早く着替えて学校に行きなさい」

　色々と言いたいことはあったが、時間がない。このままでは本当に遅刻してしまう。

　ため息を吐いて立ちあがると、ふと、ルナさんと目があった。

　ルナさんは、「よろしくお願いします」と頭を下げるが、オレは答えない。別に恥ずかしかったからではない。どうにも変だ。昨晩のことを、オレは本当に覚えていない。覚えていないから……なんだか変に引っかかる。

　唸うなりながらオレは学校に向かう準備をした。
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　学校へと続く通学路。家の門戸を出てからすぐに、隣を歩くなずなが頬ほおを緩ませながら言った。

「ルナさん綺き麗れいだったね」

「そうな」

「いってらっしゃい、って頭撫なでてくれたよ～」

「よかったな」

　適当に相あい槌づちを打っていると、なずながオレの顔を覗のぞき込みながら、

「……お兄ちゃん、なにか怒ってる？」

　そんなことを訊きいてきた。

「別に怒っているわけじゃない。悩んでいるんだ」

「哲学だね」

　オレを真ま似ねてか、ムツカシそうな顔をするなずな。

　アホはいいなあ、とオレはため息を吐く。

　……それにしても、いきなり見ず知らずの外国人を家に泊めることになるなんて。学校に行く間際、母さんは大人特有の余裕の笑みを浮かべて、『大丈夫よ』とだけオレに言ったが、根拠のない言葉だと思う。

　そもそも、オレは本当に、『がははっ！　オレ様はお前が欲しい！』などとトチ狂ったことを叫んで、ルナさんを家に連れ帰ったのだろうか？　全く記憶にないぞ。

「ところで、なずにゃんよ」

「にゃあ」

　なずにゃんは、元気一杯に返事をすると、オレの腕にしがみついてくる。こいつの抱きつき癖はいい加減なおした方がよさそうだが、まあいまは置いておこう。

「なずにゃん、今日はお前何時に起きた？」

「六時～。わたしが新聞とったの～」

「新聞とりはなずにゃんの仕事だからな。……で、新聞をとるときだが、玄関の鍵かぎはどうだった？　開いてたり、壊れたりはしてなかったか？　靴の位置は？」

「う～ん？　いつも通りだったと思うよ？」

　幸せそうな顔をして、オレの腕に頬ほおずりするなずな。うむ、ウソはついていないだろう。

　しかしそうなると、ルナさんが美少年であるこのオレに夜よ這ばいをしかけたという線は消えてしまうな。それどころか、オレがルナさんを部屋に連れ込んだというのが一番、辻つじ褄つまが合う。玄関の鍵も、部屋の窓の鍵も閉まっていた。密室です、先生。

「……あれ？　お兄ちゃん、指輪してる」

　考えごとをしていると、不意に、腕に頬ずりしていたなずなが驚いたような声をあげた。

　そして興味津々といった顔をして、オレの左手を取り、薬指にはまった指輪を見つめはじめる。

「どうしたのこれ？」

「変なヤツに貰もらった」

　昨日、出会ったアルビノ少女、エルニのことを思い出しながら答えると、

「……お兄ちゃん、お爺じいちゃんの道場行ったの？」



    

  
    
      



    

  
    
      　なずなは見当違いなことを言い出した。しかし気持ちはわかる。家から三駅先の爺ちゃんの道場には変なヤツがたくさんいる。なんせ、師範代がアフロだ。その上、うちの助すけ平べ爺じいちゃんが館長だ。

　しかし、一部の人たちから『生きた伝説』と称されている爺ちゃんが鍛えているだけあってか、道場にいる連中は異様に強い。

　幼い頃ころから爺ちゃんの道場で武術を学んでいるオレだが、未いまだに勝てない相手もいる。

　昨日もアフロの師範代と組くみ手てをしていたら、『実はこのアフロ、カツラなんだＺＥ』とか言われ、驚き油断して負けた。もう少しで勝てたというのに。

「でもよかったね、お兄ちゃん」

「……ん？　なにがだよ？」

　昨日はアフロに負けるし、今日は朝からトラブル続きだし、いいことなんて全然ない。

　エルニから貰もらった指輪を左の薬指から外し、右の薬指なら効果があるんじゃないかと移動させていると、なずなは覗のぞき込むようにしてオレを見て、ふにゃっと笑った。

「だって、お兄ちゃん、彼女さんができたんだよ？」

　どうやらなずなの中では、ルナさんはもうオレの彼女さんらしい。

「でも、お兄ちゃん。彼女さんができたからって、調子に乗ったらイヤだよ？」

　彼女ができたという実感が皆かい無むなので曖あい昧まいに頷うなずくと、なずなは、ぐいぐいとオレの腕を引っ張りながら言った。

「わたしとも遊んでよ？　かまってくれないとグレちゃうからね」

「おいおい、そいつは穏やかじゃねえな。ちなみに、グレたらどうなるの、お前？」

「う～ん、好き嫌いとかする。かぼちゃとか食べないの。あと、週休三日ぐらいでお兄ちゃんに噛かみつくんだ。がぶってするよ？」

「怖っ。怖いよ、なずにゃん。とんでもない悪わるだよお前。ＢＡＤなずにゃんだよ」

「フーズ・バッド！」

　ばっと、両手を広げて威嚇しだすなずな。これならグレても問題ないなあ、と思いながらオレはなずなと共に通学路を歩く……。

「それじゃね、お兄ちゃん」

「ああ。授業中は寝るなよ」

　分かれ道で立ち止まったなずなに軽く手を振ってやると、ヤツは「にゃあ」と敬礼した。

　元気一杯で駆けて行ったなずなを見送った後、再び通学路を歩いていると、

「おっ」

　ちょうど鉢合わせるようにして、一人の少女と出会った。

　長いストレートの黒髪。意志の強そうな瞳ひとみ。凛りんとした睫まつ毛げ。美人ではあるが、雰囲気的に格好かつこいい、と称するのが一番ぴったりとくる。しかし、服の上からでもわかる豊かな双胸、引き締まったウエスト、すらっとした長い脚は世の男性を惹ひきつけてやまないだろう。

　彼女は五ご行ぎよう聖ひじりさん。クラスメイトだ。美人なので、男子生徒からの人気も高いが、それ以上に女子生徒に人気がある。しっかりと伸びた背せ筋すじに、涼しげな目元。通った鼻筋。

　剣道部ということで、五行さんの手には竹刀袋が標準装備されており、それがまた彼女の格好かつこ良さを引き立てている。

「おはよう、南なん条じよう君」

　オレを認めると、五行さんは爽さわやかに朝の挨あい拶さつ。

「ああ、おはよう」

　オレも爽やかに挨拶を返す。この後、『昨日はクソッタレな夢を見たぜ。ファック！』とか言って中指を突き立てつつ会話するほど、オレは五行さんとは仲が良いわけではない。

　だから、てっきり挨拶だけで、すぐにオレの脇わきをすり抜けるとばかり思っていたのだが、意外なことに五行さんは近づいて来て、オレの顔を見て一言。

「……臭におうな」

　なにやら険しい顔の五行さん。一応言っておくが、オレは深く深く傷付いている。

「家……帰るわ。風ふ呂ろ入ってくるわ。ママンの香水つけて出直してくるわ」

「あっ、ち、違う。そうじゃない。そっちの匂においじゃなくて、なんというか、その、よくない感じの臭いが……」

「首吊つるわ。遺書には『五行さんにクサイから死ねと言われて悲しかったです。クラスの議題にしてください』と、書き残しておくわ」

「ち、違うぞ！　臭くないから、そうじゃないから！」

　焦った様子でフォローしてくれる五行さん。

　だが、やめてくれ。慰めはいらない。人は自分の匂いに鈍感なのだ。昨日の記憶がひどく曖あい昧まいなオレは、五行さんが気に食わない匂いを発していたに違いないのだ。きっと臭いのだ。でも、もっと婉えん曲きよくに言って欲しかったのだ。オレは傷ついたのだ。

「いじめ格好わるい」

　悲しげに呟つぶやき、オレはだっと駆け出した。

「なっ。ち、違う。そ、そんなつもりじゃ――あっ、待ってくれ南条君」

　五行さんは慌てた様子でオレの隣に並び、「臭くない」と言ってくれる。オレが走る速度をあげると、五行さんも速度をあげ、「臭くないから平気だ」と、笑顔を見せてくれた。

　いい人だな。五行さん。人気があるのもわかる。

　走るたびにぷるんと揺れる大きな胸をチラ見していたオレは少し反省した。
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　四時間目の終わりを告げるチャイムが鳴り響いた瞬間、オレは弁当箱を取り出し、蓋ふたを開け、箸はしを掴つかみ、目を丸くする先生を尻しり目めにおかずの唐揚げくんを口の中に放ほうり込んだ。

　朝飯を抜いて空腹だったせいか、妙に美う味まい。唾だ液えきの量も増えるというものだ。

「うわっ、もう食ってる。おいおい、授業終わったばっかりだぞ？　先生まだいるぞ？　そして物欲しそうな顔でお前の唐揚げを見つめているぞ？」

　呆あきれたような声が聞こえてきたので、顔をあげると、目の前には見事なブサイクが立っていた。このブサイクの名は浅あさ田だ耕こう太た。不思議なことに女生徒たちからは『顔だけはいい』と評されている男だが、こんなヤツはブサイクで十分である。そして、このブサイク・浅田の性格だが、バカの一言に尽きる。

　そう、浅田耕太の半分はバカでできている。残り半分はシスコンでできている。その表面はスケベでコーティングされている。

「一緒に食おうぜ」

　浅田とは高校一年のときから一緒に飯を食っている仲だ。浅田はいつものようにオレの机に弁当箱を置き、蓋をあける。弁当箱を覗のぞき込み、「今日はエビフリャー！」と喝かつ采さいを叫ぶ浅田を眺めつつ、オレは訊たずねた。

「――で、浅田。お前、最近調子どうよ？」

「ん？　そうだなあ……」

「まあ、お前の調子なんぞどうでもいい」

　浅田の言葉を遮さえぎって言うと、「じゃあ訊きくなよ！」ともっともな反論を浅田から受けたが軽く無視だ。誰も男の情報なんぞ求めていないから仕方がないのだ。

「それよりも浅田、オレ様の話を聞け」

「え、偉そうな奴だなあ……」

　ぶつくさ言いながらも、「で、何の話？」と促してきた浅田にオレは答えた。

「あのな、五ご行ぎようさんなんだがな――」

「珍しいな」

「あ？」

　このオレ様の言葉を遮って浅田が驚いたような顔をする。

「お前が女の子の話をするなんて珍しいじゃないか」

「そうか？」

「そうだよ。お前って全然女の子の話しないじゃん」

　浅田は何な故ぜか真ま面じ目めな顔になりながら続けた。

「そんな普段女の子の話をしないお前が、突然、五行さんの名前を出した。そこでこのダンディー・浅田は気づいてしまった」

　ダンディーの欠片かけらもないダンディー・浅田はびしっ、とオレを指差し言った。

「お前、五行さんに惚ほれたな！」

「いや、全然」

　玉子焼きをもぐもぐ食べながら答えると、どうしてか浅あさ田だは、がくっと肩を落とした。

「なんだ違うのかよ。お前の琴きん線せんをふるわせる女の子は未いまだ現れずか……。やっと女の子の話で盛りあがれると思ったのに」

　シスコンの癖に女の子が大好きな浅田は残念そうな顔をした。

「お前、本当に女の子に興味ないのな」

「ん？　女によ体たいにはただならぬ関心を抱いているが？」

「そうじゃなくて、付き合いたいとかそういうのないのか？」

　……付き合いたいか。確かに彼女が欲しいとか思わなくもないが、異性を好きになる機会が全然ないのだから仕方がない。

　どうしてか、小学校高学年くらいから誰かを好きになったことがないのだ。

　綺き麗れいだなあ、可愛かわいいなあ、スカート短いなあ、おっぱい大きいなあ、みたいなことは度々思ったりはするものの、好きだと叫ぶほどではない。

　昔はこうじゃなかった。好きな人もいた……と思うのだが、よく覚えていない。

　おそらく、あまりいい思い出ではないのだろう。きっと、思い出したくもない記憶に違いない。どうせフラれたとか、そんなんだろう。

「……おい、お前いま、五ご行ぎようさんのこと考えてるだろう？」

　考えごとをしていると、浅田がなにを勘違いしたのか、「付き合うなら五行さんとか思ったな？　ふふ、お前の顔を見ればわかる。本当は五行さんのことが好きなんだろう？」と、しつこく迫ってきた。うるさいので、両の目を指で突っついて黙らせてやった。

　すると、浅田は「目がぁあ！　目がぁあ！」と両目を押さえながら唸うなったあと、

「そ、それで、なんで五行さんなんだよ。五行さんになにか用なのか？　お前みたいな乱暴者は五行さんに退治されるといいんだ」

　棘とげのある口調で失礼なことを言い出した。

「……なにを失礼なこと言い出すんだ、お前は。五行さんにオレがやられると思うか？」

「なんだよその自信は。ちょっと格闘技やってて強いからっていい気になるなよ？」

「なにおう。心しん月げつ体たい水すい南なん条じよう流りゆうを舐なめるなよ？」

「よくわからんが強そうだ。だが、五行さんもすごいんだぜ？　ほら、五行さん、いつも竹刀袋持っているだろう？」

「ああ、辻つじ斬ぎり用だろ」

「違ちげえよ。剣道部だからだよ。すげえ強いらしいぜ。なんでも全国レベルだとか」

　そういえば、剣道部で活躍している、なんていう話を小耳に挟んだことがあるな。

　浅田の話によれば、剣道だけではなく、街でしつこくナンパされていた女の子を助けたなどといった武勇伝も、五行さんには数多くあるらしい。

「あまり狼ろう藉ぜきを働くようなら、五ご行ぎようさんに言って退治して貰もらうからな」

「うるせー、この野郎」

「きゃああ、助けて五行さん～！」

　オレが手を伸ばすと、浅あさ田だが乙女のような悲鳴をあげて五行さんに助けを求めた。

　名前を呼ばれた五行さんはご飯を食べている最中だったのに、オレたちの様子を見ると、箸はしを置き、すっと立ちあがり、凛りんとした佇たたずまいでもって近づいて来る。

　歩くだけで華がある人っていうのも珍しいなあ、とオレは思った。

「ふたりとも喧けん嘩かはよくないぞ？」

　オレたちの机の前に立った五行さんは注意するように言った。

「すまん。浅田のヤツが『五行さんのおっぱいを触りたい！　こねくり回すように触りたい！』とか言ってうるさいから、つい……」

　瞬時にウソをつくオレ。驚く浅田。慌てて両手で胸を隠す五行さん。

「……あ、浅田君、冗談でもそういうのはやめて欲しい」

「い、いや、いやいやいや！　違うよ、そうじゃないよ。俺おれそんなこと言ってないよ。全部、南なん条じようのウソだよ。信じちゃダメだよ」

　わずかに頬ほおを赤くした五行さんに、浅田は必死で言い訳をする。

「見苦しいぞ、浅田」



    

  
    
      



    

  
    
      「フォ、フォローなし？　お前、それはいくらなんでもひど過ぎるぞ？　大体、お前が五ご行ぎようさんの話をしだしたんじゃないかよう！　五行さんになにか用なのかよう！」

　浅あさ田だに話を振られて、オレは「うむ」と頷うなずき言った。

「実は今朝、登校時に五行さんに『臭におう』とか言われたんだ。それで少し気になってな。なあ、浅田。オレってそんなに臭うか？　隣の席の加か藤とうは何も言わなかったぞ？」

「知らねえよそんな話！　全然臭わねえよ！　ただ単にお前が五行さんに嫌われているだけだ！」

　な、なんてひどいことを言い出すんだ、こいつは。

「うるせえ！　嫌われてねえよ！　むしろ、お前の方が嫌われているわ！　見ろ、五行さんがすごく困った顔をしているじゃねえか！」

　五行さんを指差し叫ぶと、

「いいや、違うね！　五行さんはそんなこと思わないね。俺おれ、臭うなんて言われたことないもんね！　や～い、嫌われたぁ～！」

　子供みたいなことを言う浅田。すげえムカつく。

「うるせえぞ、このシスコン！」

「姉ちゃんが好きでなにが悪い！」

　立ちあがり胸倉を掴つかみあって、怒鳴り合うオレと浅田。

「ふ、ふたりとも喧けん嘩かしないでくれ。落ち着いて欲しい」

　五行さんは慌てた様子でオレたちの間に割って入り、仲裁するように右手でオレの胸元を、左手で浅田の胸元を押さえた。柔らかく温かい右手の感触が胸元で広がり、五行さんからはいい匂においがした。

　ふと浅田を見ると、にへへとだらしなく顔を緩めていた。

　なんという見事な反面教師。オレは咳せき払ばらい一つすると、クールに席に座った。

「……で、真ま面じ目めな話、本当にオレは臭わないのか？」

「臭わないから安心してくれ。すまない、私の言い方が悪かったな」

　小さく頭を下げると、五行さんは続けた。

「匂いというよりも、その……気配と言ったらいいのかな？　よくない気配を南なん条じよう君から感じて……」

　よくない気配？　なんだよそれ。このオレが浅田のように全身からエロの波動でも出しているというのか？　甚はなはだ遺憾である、とオレが口を開こうとしたら、

「そういえば、五行さんって霊感強かったよな」

　浅田が思い出したように言った。

「気をつけろよ、南条。五行さんの言うこと結構あたるらしいぜ？　お前、なにか悪いことでもしたんじゃないのか？」

「なにをバカな。紳士であるこのオレが悪行に走ると思うか？」

「そんなこと言って、真夜中に奇声をあげながら悪魔召喚でもしたんだろ？」

「バレたか」

「うわっ！　こいつ本物だ！　悪魔みたいな顔をしているのもそれが理由だ！」

「誰が悪魔だ。冗談に決まっているだろうが」

　ウソを信じた浅あさ田だに呆あきれながら言うと、浅田は「わかってた、俺おれわかってた」と見え透いたウソをついた。

　……それにしても、悪魔召喚か。

「そういえば、子供の頃ころの話だけど、オレ、悪魔召喚したことあったなあ……」

「え？　お前も？」

　何な故ぜか浅田が嬉うれしそうな顔をして驚く。

「お前もってことは、浅田、お前もやったことがあるのか？」

「ああ。悪魔の姉ちゃんってセクシーだろ。俺、あのセクシーさに憧あこがれて小学校の時、悪魔の召喚儀式をしたことがあるんだ。漫画で見た魔法陣を描いた後『綺き麗れいな姉ちゃん、綺麗な姉ちゃん、綺麗な姉ちゃん』って、頑張って呪じゆ文もんを唱えたんだけど返事はなかったよ」

　それで返事をする悪魔がいたら、浅田といい友達になれそうだな。

「あのなあ、浅田。本気で悪魔を呼ぶつもりなら、オレのように古本屋で怪しげな黒魔術の本を買って、きちんと己おのれの血でもって魔法陣を描いた上に、正式な呪文を唱える必要があるんだぞ？」

「……なにお前、黒魔術に興味津々？」

　何故か、期待したような目をする浅田。その瞳ひとみの中にはセクシーな姉ちゃんがいた。

「変な期待をするな。さっきも言っただろ？　小学校の頃の話だよ」

「そうか残念だ。……しかし、どれだけ暗い小学生だったんだよ、お前。悪魔を召喚して、世界を征服しようとか企たくらんだのか？」

「いや、そうじゃない」

「それじゃあ、俺のようにセクシーな姉ちゃん？」

「それもない」

「じゃあ、なんでだよ？」

「……なんでだろう？」

　首をひねって考えていると、浅田は呆れたような顔をしてオレを見て、なにか言いたげに口を開けたので、再び目に指を突っ込んで黙らせておく。

「う～む」

　悪魔を召喚しようと思った理由。それが全く思い出せない。その部分だけが、ぽっかりと抜け落ちてしまったように空白だ。思い出そうと唸うなっていると、

「――っ！」

　不意に、頭痛が走った。

　おいおい、なんだよコレ。突然の頭痛になにか引っかかりを覚えていると、

「大丈夫か、南なん条じよう君？」

　目の前に心配げな顔をした五ご行ぎようさんがいた。

「……なんでもない」

　突然額を押さえたオレを心配してか、浅あさ田だまで「大丈夫か？」と不安げな顔をする。

　オレは「なんでもない」と繰り返すと、とりなすように咳せき払ばらいひとつ。

「よし、浅田の弁当のおかずを奪おう」

「何が、『よし』だ。まったく、心配して損した」

　ため息を吐く浅田に、「悪い悪い」と、おかずの玉子焼きをわけてやる。浅田はそれで機嫌を直してにっこり笑顔。ついでだから、五行さんにも玉子焼きをおすそわけする。

　すると、五行さんは「貰もらうだけなのは悪いから」と、タコさんウインナーをオレにくれた。さすが五行さん。浅田という名のバカとは違い、自然とおかずの交換が成立した。

　その上、悪魔儀式は行なう側にリスクが大きいからしてはいけないなどと、悪魔儀式の危険性をオレと浅田に説いてくれた。

　本当に心配してくれているのだろう。五行さんは真剣な顔だった。

　やっぱり、いい人だな、五行さん。

　五行さんの胸元に視線を固定している浅田の耳を引っ張りながらオレはそう思った。
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　人はオレを帰宅部のエースと呼ぶ。

　帰りのＨＲが終わった瞬間、オレは誰よりも早く教室を飛び出し、家へと急いだ。

　オレはふと気づいてしまったのだ。

　ルナさんは結婚詐さ欺ぎ師しに違いないと。

　おそらく、ルナさんはあのエロティックバディで、純情な少年であるオレをたぶらかすつもりなのだろう。そして、謙虚な態度で家族に取り入り、まんまと金を手に入れる魂胆なのだ。まったく、けしからん女だ。オレは断固として許さない。

「騙だまされねえぞ」

　家の前まで来たオレは、音もなく玄関の扉を開けると、気配を殺して家の様子を窺うかがう。

　詐欺師ルナさんが家のタンスを漁あさっている場面に遭遇するかと思ったが、そんなことはなかった。リビングには誰もいない。では、ルナさんはどこへ？

　首を傾かしげていると、リビングの奥、ダイニングキッチンあたりから物音が聞こえてきた。

「……あそこか」

　小さく呟つぶやくとオレはそっと鞄かばんを置き、リビング奥へと移動。両開きのアコーディオンカーテンの隙すき間まからダイニングの中を覗のぞくと、台所に立っているルナさんと母さんの背中が見えた。そこでオレは身を屈かがめ、匍ほ匐ふく前進しつつ二人に近づき、テーブルの下に隠れた。

　そして顔をあげて二人の様子を隠れ見るものの……お尻しりしか見えなかった。

　むしろ、お尻しか見ていなかった。ぴっちりとしたサイズのズボンを穿いているせいだろう。ルナさんのお尻の形が服の上からでもはっきりとわかった。

　プリッと上を向いた張りのある丸いお尻は、まさに桃尻。頭の中で桃が浮かびあがる。この素敵な状況を作り出しているあのズボンは母さんの物だろう。

　うん、いいズボンだ。素敵だ。絶景だ。仰ぎ見れば尊し。鼻の下を伸ばしながら、弾力のありそうな形の良い丸いお尻を眺めていると、

「きゃっ」

　突然、可愛かわいらしい悲鳴があがり、素敵なお尻がぷるっと震えた。

　こ、こいつ、動くぞ、とオレが目を見開いていると、

「ちょ、ちょっと、ルナちゃんなにやってるのよ。大丈夫？　確かに、スイッチ押してとは言ったけど、そんなところに手を置いてたら、火傷するじゃない」

「ごめんなさい、ごめんなさい」

　一歩後ろにさがって、ぺこぺこ頭を下げるルナさん。身体からだを大きく動かすもんだから、突き出された桃尻がぷるぷる震えた。

「ほら、いいから早く手を冷やす。代わるから」

「こ、これくらい、平気です」

「いいから、冷やす」

　母さんの言葉を受けて、しゅんとなるルナさん。

　さすがのオレも、いい加減お尻から目を離し、ルナさんの様子を窺うかがっていた。ルナさんは肩を落として母さんに場所を譲ると、流し台に立ち、レバー式の蛇口水栓を見つめ、おそるおそるレバーを押す。

　すると、吐水口が回転していたのだろう。シャワーのような水が流れ出た。

　それを見たルナさんは、

「わわっ、こ、壊しちゃいました！」

　と、ひどく焦った声をもらしていた。

　それを見た母さんは目を丸くしていたが、ぷっと吹き出すと、笑いながら吐水口を回転させて、元の状態に戻す。ルナさんの頬ほおにかあーっと、赤みがさす。

「ルナちゃんは、面白いわね」

　母さんはそう言って、料理を続ける。しばらく、オレはルナさんを観察していたのだが、なかなか面白かった。包丁捌さばき等は手て馴なれている感じで、素人のそれじゃないとわかったが、何な故ぜかガスコンロに驚いたり、冷蔵庫を怖がったりしていた。

　ひょっとしたら、ルナさんはどこかのお嬢様だったのかも、とオレは思ったが――いやそうじゃない、と首を振った。あれは演技なのだ。母さんに取り入るための演技に違いないのだ。騙だまされてはいけないのだ。

「……でも、なんか一生懸命だな」

　頑張る人の横顔は素敵である。母さんの横顔は邪悪である。

　揺れるおっぱいが素敵である。母さんの笑顔は邪悪である。

　しばらく台所に立つルナさんを眺めていたオレだったが、このままでは騙されてしまうと思い、そそくさと自室へと戻り、ベッドに寝転がった。

「……あれは演技なんだよなあ？」

　眉まゆを寄せて真剣な表情をしていたルナさんが頭に浮かんだ。同時に、ぷるんと揺れたおっぱいと、ぷるっとしたお尻しりも頭に浮かんだ。

　オレはしばし、むんむん唸うなった。しのむん、むんむん唸った。

　どうにもなにか引っかかる。胸がもやもやする。なにか思い出せそうで、思い出せない。喉のどに小骨が引っかかったような感覚。そして、また頭痛。おまけに、わけのわからない焦燥感までふつふつとわきあがってきたものだから、もう意味がわからない。

　この焦燥はオレの本能の警告だろうか。ルナさんは危険だと、オレの本能が告げているのだろうか。人間の第六感というものはなかなかどうして侮れない。

　だから、オレはオレを信じることにした。

　誰も信じてはくれないだろうから、オレだけは信じてやるのだ。

　やっぱり、ルナさんは結婚詐さ欺ぎ師しなのだ。

　そうだ。騙されてはいけない。あの綺き麗れいな顔と素敵な胸と美尻に騙されてはいけない。

　オレはむん、と立ちあがると、意味もなく腕立て伏せなんてしつつ、心に誓った。

　ルナさんの正体を暴いてやると。

　そして、聞き出すのだ。何故、オレのところに来たのか。オレの身体からだが目当てなのか。それとも、家の金が目当てなのか。後者の場合は決して許さない。前者の場合は……。

　ふわわ～ん、といけない妄想が広がっていった。

「いかんいかん」

　妄想を振り払うように、オレは腕立て伏せに集中した。

　――ちなみに、晩飯には、オレが好きな麻マー婆ボー豆腐が出た。

　ルナさんが作ってくれたらしい。

　美お味いしかった。あやうく騙されるところだった。



    

  
    
      


第二章　おかえりお月様



　その笑顔がイヤだった。

　ほんの一瞬うつむき、唇を噛かみ締しめ、拳こぶしを強く握り締めたあと、無む理り矢や理りに顔をあげて、少女は笑う。なにかを堪えるような瞳ひとみ。きつく結ばれた口元。震える両の拳。

　――今にも泣きそうな顔をして、少女は笑うんだ。

　幾度、その笑みを浮かべてきたのだろうか。

　幾度、涙を堪えて、笑い続けたのだろうか。

　幾度、ひとりで泣いたのだろうか。

　少女は人前では決して泣かなかった。泣くときはいつもひとりだった。

　少女は知っていたんだ。泣いても誰も助けてくれないことを……。

　泣きながら、少女は唄うたう。

　ねえ、神さま。あなたはどこにいらっしゃるのですか？

　ねえ、神さま。あなたは私を見てくれていますか？

　ねえ、神さま。あなたは私を……愛してくれていますか？

　唄声に応こたえる者はいない。それでも少女は祈り続ける。信じ続ける。唄い続ける。

　神さま、私はあなたを信じています。あなたが見守ってくれていると、信じています。

　――だから、もう泣きません。

　そう言って少女は笑う。哀かなしい笑顔をはりつけたまま無理矢理に笑う。

　ああ、どうして誰も少女を見ない。

　少女はずっとひとりで泣いていた。永い間、ずっとひとりで泣いていた。

　守りたいと思った。あんな哀しい笑顔はもう見たくなかった。

　だからオレは手を伸ばした。少女を救うために、少女を守るために。

　――それは夢。目覚めた瞬間、儚はかなく霧む散さんしてしまうような淡い夢。身体からだを起こし、固く握り締めた両の拳を解いた頃ころには忘れてしまっているような夢。

　頭痛を伴って目覚めた朝。何な故ぜ自分の頬ほおが濡ぬれているのか、その理由はもうわからない。
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　美う味まい。食欲をそそられる香り。さっぱりとした味付けながら、飽あきがこずしっかりと味覚に残る旨うまみ。

　一口、もう一口とそのスープを啜すすっていると、気がつけば器が空になっていた。

「……あの、忍しのぶさん、お味の方はどうですか？」

　声に視線をやると、おずおずといった様子でルナさんがオレの言葉を待っていた。

　素直に美う味まいと叫びたいところだが、それはできない。ルナさんは詐さ欺ぎ師し。詐欺師には騙だまされない。騙されないのだ！

「スープおかわり！」

　ぐいっと、空になった器をルナさんに突きつけてやった。

　するとルナさんは、「はい」と声をはずませ、両手で器を受け取り台所へと向かう。そして、『褒ほめられました～』とでも言いたげな様子で頬ほおを緩めながら台所に立ち、おたまを手に鍋なべからスープをすくっているのだが……しまった。喜ばせてしまったか。

　失敗したなあと頭をかきながら、オレはテーブルに目をやる。

　テーブルにはルナさんお手製の料理が並んでいた。色とりどりのサンドイッチにサラダにスープ。

　――今日は土曜日。お昼は家で食べる日だ。

　オレが『サンドイッチが食べたいなあ』とか言ったら、ルナさんが作ってくれた。

　しかし、予想外だ。ちょっと前まで、ガスコンロと不仲で冷蔵庫や電子レンジに話しかけていたルナさんだったのに、よくここまで進歩したものである。

　そういえば、毎日母さんと一緒に台所に立って頑張っていたなあとか思っていると、

「アンタ、せっかく作ってくれたんだから、美お味いしいぐらい言ってあげなさいよ」

　右斜めに座っていた母さんが呆あきれたような顔をしながら注意してきた。

　ちなみに、隣に座っているなずなは幸せそうな顔をしてサンドイッチを頬ほお張ばっている。

「ルナちゃん、頑張って作ってくれたんだから」

「そうか。じゃあ、オレも頑張っていっぱい食べることにしよう」

　サンドイッチを手に取りながら答えると、母さんはため息をひとつもらす。

「……忍しのぶ、ちょっと」

　母さんが身を乗り出して、こいこいと手招きをする。なんだろうと、オレも身を乗り出すと、母さんはそっと顔を近づけて小声で言った。

「ルナちゃんね、なんでもないって顔をしてるけど、料理を作る時、何度か火傷したのよ？」

「……そうなのか？」

「ええ。誰かさんが『食べたいなあ。サンドイッチが食べたいなあ。貪むさぼるようにスープも飲みたいなあ』とか言うから、ルナちゃんはりきっちゃったのよね……」

「……そ、そうか」

「そうよ。だから、褒めてあげてもいいと思うわよ……誰かさん」

　オレの額に軽くデコピンひとつすると、母さんは後ろにさがり椅い子すに座りなおす。

「内緒のお話ですか？」

　オレと母さんの様子を見ていたのだろう。おかわりのスープを持って来たルナさんが首を傾かしげながら訊きいてきた。オレは曖あい昧まいに頷うなずきながら、ちらりと、ルナさんの手元を見る。

　母さんの言う通り火傷をしたのだろう。細く長い指先には絆ばん創そう膏こうが巻かれていた。

　どうやらルナさんはまだガスコンロとは仲良くなれていないらしい。

　でも、それでも頑張って作ってくれたんだよなあ……。

「忍しのぶさん、どうぞ」

　笑顔を浮かべながらスープが入った器を手渡してくれるルナさん。

「……ありがとう。う、美う味まいなこのスープ」

　そっぽを向きながら小さく呟つぶやくと、

「本当ですか？　ありがとうございます」

　嬉うれしげな声があがった。気になって視線を戻すと、ルナさんはわずかに頬ほおを赤らめ、満面の笑みを浮かべていた。その笑顔に一瞬見み惚とれたオレは、慌てて目をそらした。

「……なに？　もしかしてアンタ照れてるの？」

　再び身を乗り出してきた母さんが、にやにやと人の顔を面白そうに眺めたあと、からかうように頬ほっぺたを突っついてきた。

「や、やめんか。高貴で気高いこのオレ様の頬っぺたを軽々しく触るではないわ」

「あら、生意気ね。そんなんだから、アンタ友達少ないのよ」

　うっ、なんか今ぐさっと、胸に突き刺さるような痛みが。

「……と、突然、なにを言い出すのかね、母さんよ。根拠のない中傷はやめてもらおうか」

「根拠のないって……アンタ現に友達少ないじゃない」

　オレの心にナイフを突き刺しながら、母さんは呆あきれたように続ける。

「小学校の時だったっけ？　アンタ、突然『強くなるんや』とか言い出して、お義と父うさんの道場に入り浸って、誰とも遊ばないで体を鍛えて……その結果が今じゃ、彼女どころか友達すらいない孤独な男に。そういえば、アンタ中学の時は本が友達とか言ってたわね」

「やめてくれ母さん。今だけは哀かなしい唄、聞きたくないんだよ」

「なに言ってるのよ。そんなんだからアンタ、モテないのよ」

　あっ、やだ。目からなにか光るものが……。

　切なくなってきたのでなずなに助けを求めるものの、ヤツは未いまだにサンドイッチに夢中だった。肝心なときに役に立たないヤツだなあ、とか思っていると、

「え、えっと、忍さんは女性の方にモテないんですか？」

　少し驚いたような顔をして、ルナさんがそんなことを訊いてきた。

　ルナさんの問いに対して母さんは、

「ええ、全くモテないわよ」

　ひどいことに、きっぱりと断言。

「ええ？　そうなんですか？　忍さんこんなに格好かつこいいのに……」

　嬉うれしいことを言ってくれるルナさんに、母さんは目を瞬かせながら言った。

「こ、このバカが格好かつこいい？　悲しいくらいモテないこの男が？」

　母さんの言葉を聞くと、ルナさんはむっと眉まゆ根ねを寄せた。

「し、忍しのぶさんは格好いいですよぉ。世の中の女性は、みんな見る目がないです！」

　なんかよくわからんが、珍しいことにルナさんが怒っていた。

　それに母さんも驚いていた。

　なずなはまだサンドイッチに夢中だった。



　●　●　●



「猫は～、強いぞぉ～、格好いいぞぉ～♪」

　洗い物をしながら変なうたを唄うたうなずな。猫のエプロンを装備し、陽気ににゃあにゃあ唄うなずなは、オレが洗い物をサボっていることに全く気づいていない。

　昼飯の後片付けを母さんに命じられたオレとなずなは、こうして台所の洗い場に立っているわけだが……オレには気になることがあった。

　ルナさんだ。ヤツは、レンジなどの電化製品に慣れたこともあり、今日はじめて母さんから掃除の任を受けた。母さんから掃除機を手渡されたルナさんは、「私これ知ってます。掃除機さんです！」と、目を輝かせていた。

　はじめは、掃除機と格闘するルナさんを頭に思い浮かべて苦笑していたオレだったが、はたと気がついた。

　ルナさんは詐さ欺ぎ師し。詐欺師が掃除。掃除にかこつけてタンスの引き出しを開けて、印鑑通帳ごちそうさま。

　これはいけない。一生懸命洗い物をしているなずなを置いて、オレは意味もなくテーブルの下をかいくぐり、ダイニング奥へと移動。そして、アコーディオンカーテンをそっと開けて、リビングの中を覗のぞき込む。

　さっきから掃除機の音が聞こえてこない。きっとルナさんはタンスを漁あさっているに違いない。詐欺師の尻尾しつぽを掴つかむチャンスだと意気込んだオレだったが、リビングを覗き、その光景を見た瞬間――思わず、ズッこけそうになった。

「……あ、あの、どうして動いてくれないんですか？　私、なにかお気に障ることしましたか？　お願いですから、動いてください。私、お掃除してお役に立たないといけないんです。だから……お願いします！」

　ルナさんは必死な様子で掃除機に頭を下げ、動いてくれと懇こん願がんしていた。

　……ルナ先生。コンセントが挿さっていません。それでは掃除機『スコーピオン・伊い藤とう』でも動きようがありません。早く気づいてあげて下さい。

　ダイニングから、『気づいてくれ』と胸中で祈っていると、しばらくして、ルナさんはようやく掃除機が動かない理由に気づいたようだ。「ごめんなさい」と、頭を下げると、壁側にあるコンセントに掃除機の電源プラグを挿し込み、わくわくした様子で吸引口を覗のぞき込んでスイッチを入れた。

　じれったいなあ、もう。

　詐さ欺ぎ師しの尻尾しつぽを掴つかもうと思ったのに、これでは拍子抜けである。

　別にオレは、掃除機に髪の毛を吸われて、「ごめんなさい、ごめんなさい」と必死で謝っているルナさんの姿が見たかったわけではないのだ。

　というか、本当に機械に弱いな、ルナさん。

　咆ほう哮こうをあげて暴れ回る『スコーピオン・伊藤』に見事に振り回されている。

　髪の毛の次は、着ているＴシャツを吸われ、「きゃあ」と悲鳴をあげるルナさん。服が捲まくれあがり、真っ白な肌、くびれた腰、小さなお臍へそさまが目に飛び込んできた。

　それにしても高い掃除機だけあってか、すごい吸引力だ。涙目で「た、たすけてくださいぃ～」と情けない声をあげてホースを引っ張っているルナさんをガン無視して、掃除機は力強くＴシャツを吸引。ますます、Ｔシャツは捲れあがり、胸元まで見えてしまった。

　それにしても、ルナさんはブラジャーをしていないのだろうか。

　服が捲れあがり、見事な下した乳ちちが見えてしまっている。しかもＴシャツは胸の中心部を目指してゆっくりと捲まくれていき、今にも胸の全ぜん貌ぼうが明らかになりそうでドキドキする。それだけじゃない。ルナさんは必死で抵抗して動くため、胸が横にぷるんぷるん揺れるのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　そうやってしばらく格闘を続けていたルナさんだったが、ふとしたきっかけで掃除機のスイッチを切ることに成功した。ルナさんは安あん堵どのため息を大きく吐き出すと、掃除機を握りなおす。顔は妙に真剣で、掃除機を持つ手にはかなり力が入っているように見えた。

　その後、ルナさんは硬い表情で、危なっかしい動きで、時折、掃除機に話しかけながら、一生懸命、掃除をしていた。

　その様子が妙におかしくて、洗い場になずなを残したことなどすっかり忘れて、オレは微笑を浮かべたまま、掃除するルナさんを見守っていた。すると、

「わわっ、お兄ちゃんがいない！　さっきまで隣にいたのに！」

　ようやくオレが不在であることに気がついたのか、なずなの驚いた声が背中から聞こえてきた。振り返ると、なずなが悲しげな顔であたりをきょろきょろ見渡していたので、オレは素早くアコーディオンカーテンを開けて、リビングへと移動し身を隠した。

　すると、リビングにいたルナさんがオレに気づき、掃除機を止め、口を開こうとしたので、「しー」と口元に人差し指を立ててそれを止める。

　ルナさんは不思議そうな顔をしていたが、すぐににっこり微笑ほほえむと、掃除を再開させ、リビングから廊下へと移動していく。

「あ、あれ？　お兄ちゃん、どこ～？」

　悲しげななずなの声が聞こえてきたので、オレはすくっと立ちあがり、両手で前髪を後ろにかきあげ、服の襟を立てる。そして、バッと勢いよくカーテンを開けて叫んだ。

「ヒーローは遅れた頃ころにやってくる！　しのむん見参！」

　ちょっとしたお遊びのつもりだったのだが、

「わあ～！　しのむんだぁ！　わたしのおうちに、しのむんがやって来た！」

　オレの声に振り返ったなずなは、何な故ぜか手を叩たたいて喜んでいた。

　そういえば子供の頃、ママゴトでしのむんやるとなずなは大喜びだったなあ……。

「しのむん！　しのむん！」

　なずなは嬉うれしそうに、しのむんコールをする。

　ふむ、もうちょっと続けてみるか。

「なずにゃんよ。ボクが来たからにはもう安心さ！　洗い物はボクに任せたまえよ！」

「わたしも手伝う！」

　袖そでを捲って洗い場に立つと、隣に立つなずなはやる気満々だった。

　サボっていたから残りは全部オレがやるつもりだったのだが……まあ、楽しそうだからいいか。

「ほら、なずにゃん。包丁は危ない。ボクに任せなさい」

「包丁くらいわたしだって使えるよ？」

「……よく指を切る癖に」

「れ、練習中だもん！」

　頬ほおを膨らませるなずなに「ＨＡＨＡ」と適当に相あい槌づちを打ちながら、オレは包丁を洗い、

「ふっ、と」

　包丁についた水滴を払って落とす。

「わっ、しのむん格好かつこいい。いまの血ち振ぶるいみたい」

　血振るいとは、刀についた血を振り払う動作だ。実際の動作はもっと複雑なのだが……まあ、格好いいと言われて悪い気はしない。

「はっ！　ほっ！」

　オレは調子にのって包丁をナイフのように構えると、掌てのひらでくるくると回転させる。

　動作的には順手から逆手に持ち替えているだけなのだが、高速で行なっているため、なかなかにスリルがある。

「お、お兄ちゃん、格好いいけど、危ないよぉ」

「おっ、そうだな。悪い悪い」

　なずながしのむんさえ忘れて、心配げな顔をしたので、慌てて手を止めるものの、

　――サクッ。

　ん？　サクッ？　イヤな感触を覚えて視線を腕にやると、包丁で切ったのだろう。手首から赤い血がぴゅっ、と吹き出した。

「おお、血がびゅ～だ」

　痛みはあったが、皮膚が浅く裂けただけだ。神経や筋肉は傷付けていない。見た目は少し派手だが問題ない。軽傷も軽傷。血もすぐに止まるだろう。

　それがわかっていたから、オレは陽気に笑ってみせたが、なずなはそうじゃなかった。

「う、うわぁあああ！　お、お兄ちゃんが死んじゃうぅううう！」

「おいおい、お前の中でオレはどんだけ貧弱なんだよ。これぐらいで死んでたまるか」

　泣き出したなずなにオレは呆あきれながらそう告げるものの、動揺しているのか、なずなは「おかぁ～さぁ～ん！」とか言って飛び出して行った。なずなを無視して止血のため、脇わきの付け根の止血点を押さえていると……不意に、『だだだ！』という足音が近づいて来て、

「し、忍しのぶさん！　大丈夫ですか！　死んじゃダメです！」

　真っ青な顔をしたルナさんと、えっぐえっぐ、と泣いているなずなが、ダイニングに飛び込んできた。

「……おい、なずにゃん。お前、ルナさんになに言ったんだよ？」

「お、お兄ちゃんが……し、死んじゃうから……助けてって……」

「なにを大おお袈げ裟さな。というか、泣くなよお前」

「もう！　大おお袈げ裟さなんかじゃないよお！　血が出てるよお！　大変だよお！」

　何な故ぜか怒ったように言うなずな。

「忍しのぶさん怪け我がしちゃったんですか？」

　ルナさんは焦ったような顔をしてオレの身体からだに目をやり、手首からの出血に気づくと、

「たたたた大変です！」

　なずな同様、泣きそうな顔になりながらオレへと近づき、腕を取る。そして、

「……んっ、ちゅ」

　そっと傷口にキスをする。

　とろけるような柔らかい唇の甘い感触に心拍数がぐんと跳ねあがる。

「い、いや、そんなことしなくていいから。汚いから」

「汚くなんかありません！」

　お、怒られてしまった。確かに、唾だ液えきは止血にいいとは聞くが……恥ずかし過ぎる。

　慌てて手を引っ込めようとするものの、ルナさんは右手でしっかりオレの腕を掴つかんで離さない。

「そんなに深い傷じゃないから、大丈夫だから」

「らめれす」

　オレの手首に唇を押しつけながら上目使いで言うルナさん。

　本気で心配してくれているようで、少し怒った様子でオレを見つめてくる。

「む、むぅ」

　そんな目で見つめられると抵抗ができなくなるが……やっぱり恥ずかしい。

　ルナさんとの距離がかなり近いため、金髪の柔らかい髪が身体に当たり、しかも、いい匂においがする。その上、吐息が腕をくすぐり、なんとも言えない温かな唇と舌の感触。

　――ちゅっ、と軽く吸うように、啄ついばむように唇を動かしたあと、ルナさんは舌を伸ばしてゆっくりと優しく傷口を舐なめあげてくれる。綺き麗れいなピンク色の舌が傷口を這はうたび、わずかに痛みが走ったが、それよりも熱い。なにやらさっきから身体が熱い。

　ルナさんは真剣な表情で舌を動かし続けるが……どうにも色っぽい。

　変にドキドキしてしまう。

　意識するともうダメだ。「んぅっ」と、ルナさんが顔にかかった髪を左手でかきあげた瞬間、オレの心臓は『えらいこっちゃあ！』とパニックを起こした。

「もう、血は止まったから」

　無む理り矢や理りに腕を引っ込めて、手首に視線をやると、見事に血は止まっていた。

「ほら、もう大丈夫だ」

　ぐいっ、と腕を突き出すと、

「よかったです」



    

  
    
      



    

  
    
      　ルナさんはほっと安心したように胸を撫なで下ろした。

「もう、お兄ちゃん気をつけてよぉ」

　なずなも涙目で胸を撫で下ろしていた。

　……なんだか、すごく気恥ずかしい。思わずオレはそっぽを向いた。

「忍しのぶさん」

　声に視線を戻すと、

「ダメですよ。今度から気をつけてくださいね」

　そっと、ルナさんの右手がオレの頬ほおに触れる。

　温かく柔らかい感触が広がり、頬が熱くなる。

「悪い」

　素直に謝ると、ルナさんは柔らかく微笑ほほえんだ。

　その優しい笑顔があまりにも綺き麗れいで、オレは思わず見み惚とれてしまった。

　月のように柔らかな笑顔。包まれるような、心をとかされるような……そんな微笑み。

　――懐かしい。不意に、そんな不思議な感覚に襲われた。

　なんだろう。穏やかな微笑み。手のぬくもり。エメラルドグリーンの瞳ひとみ。

　オレは昔、ルナさんに逢あったことがある……？

　あの日、ルナさんがオレのベッドで寝ていた朝。ルナさんは『忘れちゃったんですか？』とオレに問うたが、それは昨晩のことではなく……ずっと昔のこと？

　ずきり、と頭が痛んだ。

　なにかを思い出しそうで、思い出せない。思い出そうとするたび、頭痛は激しくなる。

「忍しのぶさん？　大丈夫ですか？　手、痛むんですか？」

「いや、なんでもない」

　左手で顔を覆いながら、頭痛が引くのを待つ。

　きっと、オレは何かを忘れている。そんな気がする。

「……本当に大丈夫ですか？」

　ふと、ルナさんの瞳ひとみが目に飛び込んできた。澄んだ翠みどりの優しい瞳が、心配げにオレをじっと見つめている。

　……まったく。オレは胸中で大きくため息を吐いた。

　どうかしていた。オレのことをこんなにも心配してくれる人を詐さ欺ぎ師しだと思うなんて……。本当にどうかしていたと思う。

　傷口に絆ばん創そう膏こうを貼はってくれるルナさんを見つめながらオレは思った。

　ルナさんは誰なんだろうと。

　知りたいと思った。オレが忘れているのなら、思い出したいと、そう思った。
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　翌日、オレはリビングのソファーに座り、ぼんやりと真っ白な天井を眺めていた。

　あれから、ルナさんのことを思い出そうとしてみたが、全然ダメだった。昨日、それとなく本人に、『昔、会ったことがあるか？』と訊きいてみたが、『秘密です』と、曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かされてしまった。

　しかし気になる。ルナさんは誰で、オレとはどういう関係だったんだ？

　幼い頃ころ、結婚の約束でも交わした仲だったのだろうか。う～ん、でも、そうなるとルナさんが自分のことを『奴ど隷れい』だなんて言うのはおかしいよなあ……。

　う～む、それなら、幼い頃、外国人ということでいじめられていたルナさんをオレが華麗に助け、『娘、オレ様の奴隷にしてやるぜ。オレ様に付いて来い。クワッハッハッハッ！』とか言ったのかも知れない。オレのことだから言いかねんのが怖いところである。

「むむむ～ん、しのむ～ん、フルム～ン」

　腕を組み、ソファーに背中を預けながら、むんむん唸うなって昔を思い出そうとしていると、

「忍さん」

　不意に横合いから声をかけられたので、天井から視線を外して、声の主に目をやる。

「ん？　ああ、ルナさんか」

　見れば、ダイナマイトバディを持つ金髪美女のルナさんが立っていた。

「どうした？　なにか用か？」

「あっ、はい。そ、その、忍しのぶさんにお願いがあって……」

　お願い？　珍しいな。ルナさんがそんなこと言うなんてはじめてだ。

「まあ、とりあえず座れよ」

「はい」

　ルナさんはその場に腰を落とし、ちょこんと正座する。

「いや、ソファーがあるんだから、座ればいいだろ？」

　ぽんぽん、と軽くソファーを叩たたくと、ルナさんは嬉うれしげに瞳ひとみを輝かせながら、オレの隣に腰を落とした。

　う、う～む。確かにソファーは叩いたが、隣に座れという意味ではない。

　てっきり、対面に座るものだとばかり思っていたので少し驚いたが……まあ、嬉しそうだからいいか。

　にこにこと笑いながら、覗のぞき込むようにしてオレを見つめてくるルナさん。

　くっきりした二ふた重え、長い睫まつ毛げ、優しげな瞳、薄桃色の唇が目に飛び込んでくる。相変わらず綺き麗れいな顔をしているなあと思っていると、ルナさんの小さな唇が動いた。

「忍さん、お願いなんですけど……」

　何な故ぜか頬ほおを赤く染めて、ルナさんは口ごもっていたが、意を決したように言った。

「あ、あの、忍さん。忍さんは私のこと、『ルナさん』って呼びますよね？」

「ああ、そうだな」

「私のことは、そ、その……『ルナ』って、呼んで欲しいです」

　赤い顔をしたルナさんに、オレはソッコウで答えた。

「いやん」

「そ、即答です！　そして、なんかちょっとエッチです。忍さん、少しだけでもいいですから考えてください」

「やん。しのむん恥ずかしい」

「そ、そんなこと言わないで……あの、一回だけでもだめですか？」

「もう、恥ずかしがるオレに無む理り矢や理りそんなことを言わせようとするなんて――ルナさんのエッチ！」

　からかうように言うと、ルナさんは真っ赤になったあと、

「……エッチでもいいです。言って欲しいです」

　上目遣いでオレを見つめながら、そんなことを言うもんだからオレは焦った。

　そんな反応は予想外である。

「ま、まあそこまで言うなら、とりあえず、心の中では呼び捨てで呼んでおくことにする」

「それじゃあ意味ないですよぉ～。どうしてもダメですか？」

「しつこい人だね君も。あんまり我わが侭まま言うと『さん』をもう一個増やして、『ルナさんさん』と呼ぶぞ？　もう、月なんだか太陽なんだか、わけわかんねえって感じだな」

　恥ずかしかったので、ぶっきら棒に返すと、

「……忍しのぶさん、いじわるです」

　ルナさん――いや、心の中ではルナと呼ぶんだったな――ルナは瞳ひとみを潤ませ、寂しげに「ふにゅう」とか言い出した。

　そんなルナがなんだか可愛かわいくて、もっとからかって遊びたくなってくるような、頭を撫なでてやりたくなるような不思議な気持ちになっていると、

「アンタ、なにルナちゃんいじめてんのよ？」

　一部始終を見ていたのだろうか。声に振り返ると母さんが呆あきれたような顔をしていた。

「名前ぐらい呼んであげなさいよ」

「うっせえよ、カバ」

　お呼びじゃないんだよとばかりに、しっしっと手を振ってやった。すると母さんは、『カバ』と呼ばれたことに立腹してか、オレの顔面に膝ひざを叩たたき込んできた。すごく痛い。

「ったく、アンタは本当にバカね。目がおかしいんじゃないの？　眼科へ行きなさい。ついでに買い物に行ってきなさい。すぐに行きなさい。断ったら、ひどい目に遭わせるわ」

　これ以上、ひどい目に遭わされては堪たまらない。オレは立ちあがらざるを得なかった。

「わかったよ。なにを買ってくればいい？　カニか？　カニだろ？　カニって言え！」

「……あまりうるさいと、アンタの腕をカニの手に見立てて叩き折るわよ？」

　母さんはオレをひと睨にらみしたあと、ルナに視線を移した。

「ルナちゃん、忍について行ってくれる？　このバカ一人で買い物に行かせると、余計なものばっかり買ってくるから見張っておいて」

「いいんですか？」

　ちらり、とルナはオレに目を向ける。

「いいの、いいの。ついでに街を案内して貰もらいなさい。これからルナちゃんには買い物に行って貰う機会も増えるでしょうし。いい機会だからね。いいでしょう、忍？」

「なんだ貴様。このオレ様に指図しようというのか？」

　意味もなく偉そうに憤ってみた。

「このオレ様に街を案内せよと申すか。この高貴で気高いオレ様に。まったく、オレ様も甘く見られたものだが……まあよい。ちょうど、暇を持て余しておった。行くなら、早く参るぞ。早く支度するがいい。オレ様を待たせるなよ？」

「……忍さん、この前テレビさんで見たお殿様みたいです」

「あ？　わかる？　似てる？」

「似てます！　すごいです！」

「ふふ、そう褒ほめるでないわ。さあ、ルナよ。早く支度するがいい！　お菓子は三百円までだぞ！」

　びしっ、と不可視の扇子で「行け」と命じると、ルナは「はい！」と頷うなずき、嬉うれしげにリビングを出て行った。おそらく部屋に戻って支度するんだろうが……あいつ、オレがいま、ルナと呼んだことに絶対気づいていないだろうなあ。

　なんか浮かれた様子だったし。

「……ルナちゃん嬉しそうだったわね」

「なんでだろうな？」

「あんたとお出掛けができるからじゃないの？」

　母さんの言葉に「はあ？」とオレは首を傾かしげた。すると、母さんは大きくため息ひとつ。

「鈍感」

「び・ん・か・ん」

　反語でいやらしく返してやると、母さんは「バカね」と小さく笑い、ソファーに腰を下ろすと、じっとオレを見つめ出した。

「ん？　なんだよ？」

「なに、ちょっと安心したと思ってね」

「……安心？」

　オレが再び首を傾げると、母さんはからかうように笑うと言った。

「アンタ、ちょっと前まで、ルナちゃんのこと詐さ欺ぎ師しかなんかと思ってたでしょう？」

　その通りだったので、なにも言えないオレ。

「バカねえ。アンタみたいなのを騙だましても、大したお金にもならないじゃない」

「いやね、家族に取り入ってね、我が家の財産をね……」

　言い訳がましいことを言うオレに、母さんは男らしく断言。

「あの娘こはそんなことしないわよ」

「……どうしてそう思うんだ？」

　母さんは「そうねえ」と天井を見つめながら答えた。

「結構色んな人間を見てきたからかしらね」

「色んな人間？」

「そうよ。旦だん那なの仕事関係でね、これでも色んな人間を見てきたわけよ。犯罪者にも会ったし、犯罪に巻き込まれた人たちにも会ってきたわ。だからかしらね。なんとなくわかるのよ。ルナちゃんはいい娘よ。悪いことなんてしないわ」

「……仮にそうだとしても、いつまでも家で預かっておくわけにもいかないんじゃないのか？　ルナにも親がいるだろうし」

「だから、それをアンタに頼むのよ。あの娘こ、悪い子じゃないんだけど、なんとなくわけありって気がするのよね。あそこまで機械音おん痴ちな娘っていうのも珍しいじゃない。きっと、なにか理由があるのよ。だから、アンタがルナちゃんから事情を聞きなさい」

「なんでオレが？」

　疑問を口にすると、母さんはからかうようにオレの頬ほっぺたを突っつきながら言った。

「あの娘がアンタを一番信用しているからよ。あたしよりも、なずなよりも、ずっとずっとね。あの娘がアンタを見ている時、どんな顔してるか知ってる？　すごく優しい顔をしているわよ」

　心あたりがないわけではない。柔らかな微笑ほほえみが頭に浮かぶ。

「優しさには優しさで返すのが礼儀ってもんでしょう？」

「……わかってるよ」

　頷うなずくと、母さんは「よしよし」と人の頭を撫なでてくる。照れくさいからやめて欲しい。

「しかし、本当に母さんの見る目を信じていいもんかね」

　咳せき払ばらいしながら誤ご魔ま化かすように言うと、

「大丈夫よ。人を見る目はあるわよ」

「どうだか」

　首を振ってやると、母さんはそっぽを向いたあと、

「……南なん条じよう忍しのぶはいい男」

　ぽつりと言った。

「な、なに言ってやがる」

「顔、赤いわよ」

「うるせえよバカ。無駄に綺き麗れいな顔してないであっちに行け」

　まったく、予想だにしないときに褒ほめやがってからに。

　母さんから目を逸そらし、ソファーから立ちあがったところで、準備が整ったのか、ルナがやって来た。そして、オレと母さんの顔を見るなり不思議そうな顔をして言うのだ。

「忍さんも、巴ともえさんも顔が赤いですけど……どうしたんですか？」

　母さんは無言で、そそくさと自室に戻って行った。オレも「行くぞ」とだけ言って、そそくさと玄関へと向かった。
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　振り返る。振り返る。振り返る。

　オレが街を歩けば、人々が振り返る。なぜなら、オレが目を見張るような美少年だからだ――と言いたいところだが、残念ながら違う。振り返る連中のほとんどが野郎である。女性でも見み惚とれたように頬ほおを赤らめる人もいるが、その視線の先にオレはいない。

　人々の視線は、オレの一歩後ろを歩くルナに注がれていた。

　白のワイシャツにジーンズというラフな格好の上、ワイシャツはオレの物なのでサイズが合っておらず、ぶかぶかで袖そでを捲まくっている。ジーンズは母さんの物らしいが、ウエストには余裕はあるものの、お尻しりが少しキツイといった感じ。

　そういった服装であるにもかかわらず、ルナは人を惹ひきつける。まさに歩く美術館である。嫉しつ妬と混じりの人々の視線がオレへと突き刺さり、鬱うつ陶とうしくて気にもなるのだが……それ以上に気になることがあった。オレは振り返って、一歩後ろを歩くルナの顔を見る。

「どうかしましたか？　あっ、お荷物ですか？」

　オレが疲れたとでも思ったのだろうか。オレの腕にぶら下がったスーパーの袋を見ると、ルナはすっと右手を伸ばしてきた。しかし、荷物運びは台所に立たないオレの仕事である。オレは掌てのひらを突き出してルナの動きを制しつつ、気になっていたことを訊きいてみた。

「なあ、なんで後ろを歩いてんだ？　隣にくればいいだろ？」

　どうしてか、ルナはオレの隣に並ばず、一歩後ろを維持したままだった。

　三歩下がって、師の影を踏まず、という諺ことわざでも実践しようというのだろうか。この一歩は徐々に、二歩、三歩と離れていくのだろうか。それでまともに会話ができるのだろうか。

「ほら、こいこい」

　ちょいちょいと手招きをすると、ルナは嬉うれしげに微笑ほほえみ、オレの隣に並ぶ。そして、にこにこしながら、人の顔を眺めてくる。照れくさかったので、スーパーの袋を顔まで持ちあげて顔を隠すと、「お、お顔が見えません」と、ルナが背伸びをしていた。

　結構、面白いヤツだなあ、などと思いながら歩いていると、視線の先に公園が見えた。

　緑川公園だ。名前の通り、緑と川がある公園だ。近所でも有名なデートスポットである。

「ちょっと、寄っていくか？」

　歩き回ってルナも疲れたと思う。休憩がてらいいかなと思って公園を指差すと、ルナは「はい」と笑顔で頷うなずく。何な故ぜか、ちょっと嬉しそうだ。

　理由はよくわからなかったが、まあ、楽しそうならいいや、と園内に入り、遊具で遊ぶ子供たちを眺めながら奥へと進んでいると――不意に甲かん高だかい泣き声が聞こえてきた。

　なんだろう、と振り返ると、なにか悲しいことでもあったのだろうか。小さい女の子が胸にクマのぬいぐるみを抱いたまま、大きく口を開けて泣いていた。

　親とはぐれたのかと思ったが、

「もう、わがまま言ってないで、早く帰るわよ」

　強い口調で、叱しかるように言う女性は女の子の母親だろうか。

　女の子が「いやいや」と首を振ると、眉まゆを寄せて、

「そんなわがままな子はいりません」

　踵きびすを返し、女の子を置いて、ゆっくりとその場から離れていく。

　しばらく泣き続けていた女の子だったが、母親のことが好きなのだろう。だんだんと母親の背中が遠くにいってしまうことに不安を覚えたのか、「おかあさん」と声をあげて、慌てた様子で母親の背中へと駆け出した。しかし、途中でなにかに躓つまずき転んでしまう。

「あっ」

　隣から心配そうな声があがったので振り返ると、ルナが不安げな様子で女の子を見つめていた。

「ふぇえんん」

　泣き声が聞こえてきたので視線を戻すと、膝ひざを擦りむいたようだ。女の子がわんわん泣いていた。

「おかあさん、いたいよぉ」

　その声にいち早く振り返ったのは、女の子の母親だった。

　母親は女の子の様子を見るなり、慌てた様子でそばに駆け寄り、「大丈夫？」と抱き寄せる。しばらく泣いていた女の子だったが、母親に頭を撫なでられて安心したのか、涙をとめ、ぎゅっと母親に抱きついた。

　最後には、女の子と母親は仲良く手を繋つないで帰って行った。

「よかったです」

　隣を見ると、ルナが安心したように胸を撫で下ろしていた。

　ただ、女の子の背中を見るその瞳ひとみは、どこか羨うらやましそうだった。

　――あの娘こ、悪い子じゃないんだけど、なんとなくわけありって気がするのよね。

　不意に、母さんの言葉が頭に蘇よみがえってきた。

「ずいぶん、熱心に見てたな」

「えっ？　あっ、はい。なんだか気になってしまって」

　話しかけるとルナは曖あい昧まいに笑った。

　……少し間を置いたあと、

「いいのか？」

「はい？」

　首を傾かしげるルナに、オレは訊たずねた。

「お前にも親がいるだろう？　連絡しなくてもいいのか？」

「大丈夫です」

「いや、大丈夫ってことはないと思うぞ。親おや御ごさん心配してるんじゃないか？」

　そう訊きくと、ルナは小さく首を横に振って言った。

「もし、心配してくれたら……すごく……嬉うれしいんですけどね……」

　それはどういう意味なのか。オレが訊ねるより早くルナは答えた。

「……私、お母さんに……捨てられちゃったんです」

　強い風が吹いた。風がルナの前髪を揺らす。

「小さいときだったから、よく覚えてないんですけどね」

　そう言って、ルナは笑った。

　ほんの一瞬うつむき、唇を噛かみ締しめ、拳こぶしを強く握り締めたあと、顔をあげて、無む理り矢や理りに笑った。何かを堪えるような瞳ひとみ。きつく結ばれた口元。震える両の拳。

　いまにも泣き出しそうな顔をして、ルナは笑った。

　その笑顔を見て、オレは胸が詰まり、苦しくなった。

　なにも言えなかった。なんて言ったらいいかわからなかった。どうしたらいいかわからなかった。

　ただ、思ったことはある。

「行こう」

　手を伸ばし、ルナの左手を掴つかんだ。その瞬間――

「え？」

　驚いた。自分でも一瞬なにが起こったのかわからなかった。

　……振り払われた。

　伸ばした手をルナが拒んだ。しかし、それよりもショックだったのは。

「あ、あの、ごめんなさい……こっちでお願いします」

　自分の左手を胸元にやり、右手を伸ばしてくるルナ。

　どうして、オレが左手に触れることをイヤがったのか。

　オレは無言で再度、手を伸ばしてルナの左手首を掴む。ルナはイヤがる素振りを見せたが、諦あきらめたのだろう、俯うつむいたままなにも言わなかった。

　手を振り払われたときに、一瞬見えたもの。

　なにも言わず、オレはルナの左手を取る。細く綺き麗れいな指先。柔らかな手触り。温かな体温。しかし、手の甲を返して掌てのひらを見て、オレは歯を噛み締めた。

　――それは十字傷。深い深い傷きず跡あと。おそらく、人為的なものだろう。ルナの左の掌には、十字架のような大きな傷跡が広がっていた。

　こんな左手だから、オレがイヤがると思ったんだろうか。

　思い返せば、人に触れるとき、ルナはいつも右手を使っていたような気がする。

「あ、あの、ごめんなさい」

　どうして謝る。謝る必要なんてないのに。なにも悪いことなんてしてないのに。

「行こう」

　オレはルナの左手を包み込むようにして握ると、早足で歩き出す。

「し、忍しのぶさん？」

　ぐいぐいと手を引いて、オレは歩き出す。相変わらずなんて言えばいいのかわからなかったが、一言だけ思ったことを口にした。

「お前の手、温かいな」

　しっかりと手を握ると、ルナの体から力が抜けたような気がした。抵抗なくオレの後ろを付いてくる。胸を撫なで下おろしながら、園内の奥へと進むと、小川が見えてきた。

　川の周囲にベンチが設置されており、恋人らしき人々がベンチに座り、楽しげに談笑している。オレたちもベンチに座り、しばらく透明に光る小川を眺めていた。

「……なあ」

　無言で俯うつむいたままのルナに、オレはゆっくりと切り出した。

「……無理に笑わなくてもいいんだぞ？」

　顔をあげたルナに、オレは柔らかい口調で続ける。

「悲しいときは、悲しいって言えばいいし、泣きたいときには、泣いてもいいと思う」

「……そうでしょうか」

　じっとオレを見つめながら、ルナは訊きいてくる。

「そんなことしたら……泣いたら……迷惑になりませんか？」

　泣いたら迷惑になる。それはいつから思っていたことなのだろうか。

　――お母さんに捨てられちゃったんです。

　さっきの言葉が頭に響き……胸が熱くなった。

　ああ、そうか。こいつは、泣くことを許されなかったんだ。泣いても誰も助けてくれなかったんだ。泣いても誰も慰めてくれなかったんだ。

　――泣いたら迷惑になりませんか？

　泣いたら叱しかられたのか？　泣いたら怒鳴られたのか？　泣いたら殴られたのか？

　左手の十字傷が頭に浮かんだ。

「迷惑なんて思うヤツは、うちにはいねえよ」

　ああ、そんなヤツはいない。

「だからさ、なにかあったら言ってくれ。オレには聞いてやることしかできないかも知れないけど……話してくれたら、力になれるかも知れない」

「……いいんですか？」

　おずおずといった様子でルナは訊いてくる。

　どうしてだろう。子供みたいだと思った。さっき泣いていた子供のようだと思った。

「いいよ」

　そっと手を伸ばす。

　気持ちを言葉にするのは苦手だ。なんて言えばいいのかわからない。

　だから、かわりに頭を撫でる。気持ちが伝わるように、優しく。

　すると、ルナは唇を噛かみ締しめたあと、俯うつむき、小さく肩を震わせて、ぎゅっと、オレの服の袖そでを左手で掴つかんだ。掴んだ左手は震えていた。

　その震えがおさまるまで、オレはずっとルナの頭を撫なでていた。
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　弱った。玄関前。オレはドアを開けるのを躊躇ためらっていた。

　ちらりと後ろに視線をやると、ルナが俯いている。瞳ひとみはずっと潤んでおり、いまにも涙がこぼれ落ちそうだ。さっきから言葉数が少ないのもそのためだろう。

　公園を出てからもずっとこの調子だ。

　バカなオレは慰める言葉も浮かばず、面白くもない冗談を繰り返すばかりで、ルナを笑わせてやることができなかった。

　この様子じゃあ、こいつ、部屋にこもって一人で泣きそうだなあとか思ったので、家に入ることがイヤだったんだが……いつまでも玄関前に立っているわけにもいかない。

　オレは繋つないでいた手をそっと離して、ドアノブに手を伸ばすと、

「あっ」

　背中で悲しげな声があがった。

　振り返ると、ルナはほどけてしまったオレの右手を名残惜しそうに見つめていた。

「あとで指相撲でもして遊んでやるよ」

　左手にはスーパーの袋があるので、どうしようもない。

　ほどいた右手でドアを開け、オレは家の中に入った。

「いま帰ったぞ、バカヤロウめ」

　おどけてみたが、やっぱりルナから反応はない。じっとオレの右手を見つめたままだ。こりゃあ、本気で指相撲する羽目になりそうだ。

　とりあえず、荷物を置いてしまおうと靴を脱いで家にあがると、微かすかに足音が近づいてきた。無む足そくの足あし捌さばきでもして足音を殺しているんじゃないかと疑いたくなるような、この足音は母さんだろう。

「おかえり、忍しのぶ」

　案の定母さんだった。母さんは廊下にいるオレを押しのけ、玄関へ。

「お兄ちゃん、おかえり！」

　部活から帰ったばかりなのか、制服姿のなずなも顔を出し、母さんに続いてオレの脇わきをすり抜けて玄関へ。そして、

「おかえり、ルナちゃん」

「おかえり、ルナさん！」

　二人はルナの元へと向かう。

「どうだった？　あのバカ、ちゃんと案内してくれた？」

「ルナさん、今度はわたしが案内するね」

　長男を無視して、母さんとなずなはルナに夢中のようだった。

　ひどい話である。やれやれと振り返ったとき、

　突然だった。

　――ルナが、泣いた。

　我慢しようとしたんだろう。

　唇を噛かみ締しめ、拳こぶしを握り締め、肩を震わせていたが……我慢できなかった。

　ポロポロ、と大粒の涙を流し、声もなく泣いた。

　どうして耐えることができなかったのか。

　――迷惑になりませんか？

　ルナの言葉が頭によぎる。

　ああ、そうか。



「――おかえり、ルナ」



　オレがそう言った瞬間、ルナの口から嗚お咽えつがもれた。

　やっぱりそうか。

　――おかえり。ルナは、ただその言葉が嬉うれしかったんだ。

　たった、それだけの言葉が泣くほどまでに嬉しかったんだ。

　おかえり。それはここにいてもいいよ、という言葉。自分を認めてくれる言葉。優しい言葉。それがルナのなにかを決壊させたのだろう。

「おかえり、ルナ」

　もう一度、はっきりと口にすると、

「ご、ごめんなさい」

　震える声音で、

「な、泣いたらダメなのに。迷惑だから、怒られるから……ダメなのに。私……私……」

　両手で顔を押さえて、必死で笑みをつくろうとするルナ。でも、ダメだった。そんなのはオレたちが許すはずがない。

「いいから」

　母さんはルナの頭を自分の胸元に引き寄せる。

「好きなだけ泣きなさい。大丈夫だから……大丈夫だから」

　なにがあったのか、母さんは聞かなかった。ただ「大丈夫」と繰り返し、ルナの頭を撫なでる。何度も何度も、気持ちが伝わるように。

「……おかあさん」

　小さくルナが呟つぶやいた。

「はい」

　母さんはゆっくりと頷うなずく。

　途端、声をあげてルナが泣いた。子供のように声をあげて、すがりつくように母さんに抱きついて……泣いた。

　守ってやろうと思った。笑わせてやりたいと、笑顔が見たいと思った。

　思った瞬間、胸が熱くなり、心が震えた。

　欠けていたピースが静かにあてはまるような感覚。

　オレはルナのことを覚えてはいない。どんな事情があるか知らない。なにもわからない。

　でも、なにがあっても守ってやろうと思った。

　泣き顔はもう見たくなかった。

　どうしてか、こっちまで泣きそうになる。

「……ダメだな」

　オレまで泣いてどうする。涙が溜たまった目元を拭ぬぐっていると、なずながオレのところに戻って来た。

　何な故ぜか、なずなは俯うつむいており、無言のまま、ぽんとオレの胸に頭を預けてきた。

「えっぐ、えっぐ」

「……あのさあ、なずな。なんで、お前まで泣いてんの？」

「もらい泣き」

　涙声でなずなは言う。

　ルナを見て、切なくなっちゃったんだろうな。

　相変わらずバカなヤツだ。だが、そんなバカなところがオレは好きだ。

　誰かのために泣ける、というのは冷やかしなしに素直に凄すごいことだと思う。

「なあ、なずな。今度、買い物に行こうか」

　こほん、と咳せき払ばらいしながらオレは続ける。

「ルナも連れてさ」

「……お兄ちゃん、ルナさんのこと呼び捨てだ」

　驚いた顔をするなずなの頭を、ぽんぽん、と撫でながらオレは言った。

「ああ、こう呼ぶと……あいつが喜ぶからな」

　言葉に出した途端、胸の中が温かくなったような気がした



    

  
    
      


第三章　奴隷じゃないよメイドだよ



　――ルナがはじめて泣いた日から今日で六日目。

　約束通り、オレはルナとなずなを連れて買い物に来ていた。

「お兄ちゃんと一緒にお買い物するの久しぶりだね～」

　声に振り返ると、なずなが嬉うれしげにオレの腕に抱きつき、にっこり笑った。

　そして、右手でオレの腕を、左手でルナの腕をとり、ご機嫌な様子でなずなは歩き出す。

　なんか、親子みたいな図になってしまっている。

　なにやら「お兄ちゃんとお買い物～♪」と唄うたっているが、ほんの一ヶ月前も一緒に買い物をしたと思う。確か、『お洋服みたいから、つきあって～』とか言われて、家から二駅先のこの大型デパートにわざわざやって来た覚えがある。

　そういうのは、女友達と行って欲しいとオレは思う。

　オレと違って、友達がいっぱいいるんだから、友達を誘って服とか見ればいいんだ。正直、服なんかオレにはよくわからん。まして、水着なんて専門外だ。

　ああ、今年も水着選びに付き合わされるんだろうか。面倒だなあ、とか思っていると、

「わあ～」

　声に振り返ると、ルナが目を輝かせてあたり一帯を見渡していた。そして、物珍しそうに雑貨屋や電気屋や本屋などを眺めている。この様子だと、三階にあるゲームセンターや、四階の映画館なんかに連れて行ったらもっと驚きそうだ。

「ルナさん、行こう」

　なずなは今日の主役、ルナの腕を軽く引きエレベーターへと向かう。

　まずは、三階で下着と服を買う。どうやらルナはブラジャーを一着しか持っておらず、たまに装備を怠っていたときがあったらしい。母さんとはサイズが違うから、仕方がないとはいえ……『ノー』で『ブラ』ですよ、先生。

　まったく。秘すれば花なり、秘せずば花なるべからずだ。下着はきちんと装備すべきなのだと、公的には言っておく。

　というわけで、まずは下着だ。そして服だ。いまのところ服は、オレと母さんのものとで間に合わせているが、サイズがあっていない。

　一応フォローしておくと、母さんは別に太ってはいないし、悔しいことにモデル並みのスタイルを誇っているが、ルナは歩く美術館。バストで母さんを凌りよう駕がし、ウエストで母さんを嫉しつ妬とさせ、ヒップで母さんを脱帽させた。

　そんなルナを連れて、オレたちがエレベーターへと乗り込むと、

「わっ、わっ。忍しのぶさん、忍さん。すごいです、すごいです。浮いてます」

　外側が透明なエレベーターの窓を見て、ルナが感嘆の声をあげる。

　オレの服の袖そでをくいくいと、軽く引っ張って大喜びだ。しかし、

「……おねえちゃん、子供みたいだな」

　一緒にエレベーターに乗っていた少年にからかうように言われた途端、ルナの頬ほおに赤みがさす。それを見たガキは調子に乗り、「子供～！」とか言ってルナを指差しだしたので、

「ああ？　喰くうぞ、コラ」

　ひと睨にらみして、ガキを黙らせた。すると、エレベーターに乗っていた乗客たちは、すうーっと、オレから距離をとりだした。おまけに、エレベーターを降りる頃ころ、背後で「人殺しだぁ！」と、ガキの泣き叫ぶような声まで聞こえてきた。

　ルナとなずなが苦笑してオレを見ていたが、知らないふりをして早足で歩き、そして辿たどり着いたのは下着売り場。

「それじゃあ、ルナさんと下着見てるから、お兄ちゃんは待っててね」

「イヤだ。お兄ちゃんもう待てない。一秒だって待てない。だからお兄ちゃんも付き合う」

　下着売り場前で、なずなにそう要求すると、

「もう、お兄ちゃんデリカシーがないよ。そんなんじゃ紳士失格だよ？」

　紳士、失格。

　なずなめ、なんて鋭いことを言うんだ。

　確かにオレは、ルナがどんな下着を選ぶのか気にはなっていた。ブラジャーのサイズに興味津々だった。そんなオレの下心をなずなは見破ったというわけか。

「……いまのはお兄ちゃんの冗談だ、なずな。お兄ちゃんは超合金でも見てるから、決まったら連絡をくれ」

　さっと背中を向けると、オレは下着売り場をあとにした。

　未練はあった。ちらりと振り返ると、ルナとなずなが楽しげに下着を選んでいる様子が見えた。あそこにオレがいたのなら、赤とか黒とかのセクシーな下着を推すというのに。

　あっ、いや待て。白も捨てがたいな……とか考えながらあてもなく歩いていると、

「……ん？」

　ふと目に飛び込んできたのは、ぴょこぴょこと揺れるツインテールの銀の髪。大きな紅あかい瞳ひとみ。非常に整った顔立ち。そして、ぶかぶかの黄色いパーカー。

「おっ、エルニだ」

　オレは、アイスクリーム屋の前に立っているアルビノ少女、エルニを発見した。

　お忘れかも知れないが、エルニは、先日、オレのホットドッグを奪い、オレにファミレスで飯を奢おごらせたあと、神と名乗り、オレに指輪をプレゼントしてくれた変なヤツだ。

「……なにやってんだ、あいつ」

　エルニはアイスクリーム屋付近でアイスを食べている子供たちをガン見していた。羨うらやましそうな顔をして、じっと、子供たちが舐なめているアイスに熱い視線を送っていた。

「おねえちゃん、アイス欲しいの？」

　エルニの視線に気づいたのだろう。アイスを食べていた少年が、そう訊たずねる。

　よく見ると、その少年は、エレベーターでルナのことをからかったガキだった。

　ガキは、エルニが「うん」と勢いよく頷うなずくと、鼻をならして答えた。

「そっか、欲しいのか。でも、あげないよ？」

　イヤなガキだった。

　エルニは一瞬、泣きそうな顔になったが、「ふ、ふん」とそっぽを向いた。

「べ、別に欲しくなんかないぞ！　ア、アイスなんて欲しくないぞ！　ぜ、全然、欲しくなんかないんだからな！」

　アイスを凝ぎよう視ししながらエルニは言った。

　ガキは「ふ～ん」と意地悪く笑うと、これみよがしにアイスを食べ続ける。

　エルニの瞳ひとみにだんだんと涙が溜たまってくる。

　もう見ていられない。やめてあげて！　その娘こ、いじめないであげて！

　そう思って、オレがエルニへと近づくと、

「ぎゃあああ！」

　オレの顔を見た途端、ガキが悲鳴をあげた。

「ああ？　喰くうぞ、コラ」

　エレベーターに乗っていたときと同じ台詞せりふを放つと、ガキはまた「人殺しぃ～！」とか叫んで逃げて行った。ガキを無視してエルニに視線をやると、

「うわぁああ！　人殺しぃいいい！」

　オレの顔を見たエルニはガキと同じように逃げようとする。

「おい、誰が人殺しだ。このオレ様を忘れたか？　みんな大好きセクシー・忍しのぶさんだぞ？」

「……アンタ、誰？」

　不思議そうな顔でオレを見るエルニ。こいつ、絶対わざとやっているだろう。

「ったく、物欲しそうな顔してアイスなんか見てるから、奢おごってやろうと思ったのに」

　しのむんは怒った。もう、アイスなんて奢ってやんない、とそっぽを向いてやる。

　するとエルニは、「しばし待て」と掌てのひらをオレに向け、ササーッ、とどこかへと消える。

　……なにがしたいんだろうか、あいつは。

　しばし、ぼんやりとエルニを待っていると――突然、オレの携帯電話が鳴り出した。

「誰だ？」

　なずなにしては早すぎる。まだ下着を選んでいるだろうし……などと思いながら、携帯電話のディスプレイを覗のぞくと、知らない十一桁の数字が躍っていた。

「もしもし？」

　誰だろうと首を傾かしげながら電話に出ると、

『わたしだ』

　なにやら偉そうな女の声が聞こえてきた。

「そうか。オレはオレ様だ」

　オレも対抗してみた。

『お前は南なん条じよう忍しのぶだな』

「む？　何な故ぜ、オレの携帯の番号を知っている？　さてはお前、変態だな！」

『へっへっへっ。お兄ちゃん、いま、どんなパンツ穿いてるの？』

「そ、そんな恥ずかしい」

　破は廉れん恥ちな質問にオレは頬ほおを赤く染める。

『いいじゃねえか、いいじゃねえか、教えてくれよ』

「あのね、実はね……穿いてないの」

『な、なんてこった！　そいつは大変だ！　そいつは大変だ！』

　意味もなくウソをつくと、電話越しに驚いたような声が聞こえてきた。

『よし！　いますぐ行くからな！』

「こんでいい」

『そんなつれないこと言うなよ……アイス食べたい』

　寂しげな声に振り返ると、携帯電話を手にしたエルニが後ろに立っていた。

「やっほ～」

　片手をあげてエルニが挨あい拶さつ。

　ああ、そっか。そういえば以前、こいつに携帯電話の番号教えてやったよなあ。

　エルニに視線をやると、ヤツはにこにこしながら、自慢げに携帯電話を突き出してきた。

「どうだ、格好かつこいいだろう！　さっき買ったんだ！　これで忍に電話できるぞ！」

　わざわざ携帯電話買ったのか、こいつ。

「……でも、携帯買う金あったら、アイスぐらい買えるんじゃねえ？」

　気になって訊きいてみると、

「それはダメだ。贅ぜい沢たくは素敵だ――じゃない。間違えた。贅沢は敵だ！　嗜し好こう品ひんにお金をかけていたら、わたしは破産する。帰りの電車賃もなくなってしまう」

　真剣な顔をしてエルニが答えた。

　……こいつは、携帯電話買うのに全財産使ってしまったんだろうか？

「それよりも、忍、携帯だぞ！　すごいだろ！」

　キラキラと瞳ひとみを輝かせるので、オレが頷うなずいてやると、

「よし、忍、わたしの番号を登録してくれ。ほら、わたしはちゃんと忍の番号を登録したぞ！　お店のお姉さんに教えて貰もらったから、操作方法はほとんどマスターしたんだぞ！」

　ぐいぐい、と携帯電話を押しつけてくるエルニ。

　なにやらご機嫌だ。よく契約できたなあ、とか野や暮ぼなことは言わない方がいいだろう。

「わかったわかった。ほら、アイス食いながらにしよう。なにが欲しい？」

「バニラとチョコとストロベリー」

「……まあいいけど」

　ちっとは遠慮しろとも思ったが、笑顔を見ていたら文句を言う気もなくなった。

　エルニの望み通りバニラとチョコとストロベリーの三段重ねアイスを買ってやると、オレは自分の携帯電話に視線を落とした。

「さてと……」

「ん？　忍しのぶ、わたしの番号になんで『マッドドッグ』なんてつけて登録しようとしているんだ？　コードネームは安易に使うものじゃないんだぞ？」

　オレの手元を覗のぞき込みながらエルニは注意してくる。

　軽く無視して、オレはエルニが手に持ったアイスにかぶりついた。

「おっ、美う味まいじゃないか」

　オレも頼めばよかったなあ、とか思っていると、

「……間接チューだ。ぽっ」

　エルニがわざとらしく頬ほおに手を当てて照れていた。

　再び無視して、エルニの携帯電話を操作し、プロフィール画面を表示させる。そしてメールアドレスを確認すると、オレはそのアドレスを自分の携帯電話に登録した。

　携帯電話初心者のエルニに、赤外線通信とか言ってもわからないだろう。携帯電話をエルニに返しながらオレは言った。

「お前の携帯にメール送ってやるから、オレのメールアドレスも登録しておけ」

「わ～い。メールだ。初メールだ」

　エルニはとても嬉うれしそうだ。

「忍、どんなメールをくれるんだ？　爽さわやかな挨あい拶さつ文か？　それともまさかの愛の告白文か？　なんでもいいけど、卑ひ猥わいな文だけはやめてくれよ。興奮しちゃうからな」

　わくわく、といった顔をするエルニに、『神は死んだ』とニーチェの言葉でもプレゼントしてやろうと思っていると、突然、手の中の携帯電話が咆ほう哮こうをあげた。ディスプレイを覗くと『なずにゃん』とあった。

「おう、ジャッカルだ」

　携帯電話を耳にあて、オレはクールに言い放った。すると、

『女め豹ひようだ』

　……ん？　なにやら、なずにゃんらしからぬ声が返ってきた。

「め、女豹？　だ、誰だお前は？　なずにゃんはどうした？」

『なずにゃんは死んだ』

「なんだって！」

『そして、お前もこれから死ぬのだ』

「なんてこった！」

『死にたくなければ、お母さんからもらった軍資金を持って下着売り場まで戻ってくるんだ！　来なければ……え、えっと、ルナさんの下着が買えない！』

「そ、そいつは大変だ！」

　オレは「すぐ行く」と返すと携帯電話を切る。

「こいつは大事件だぜ」

「……なにかあったのか？」

　不思議そうに首を傾かしげるエルニにオレは決めゼリフを叫んだ。

「事件はアイスクリーム屋の前で起こってるんじゃない。現場で起こってるんだ！　というわけで、オレは現場に向かう」

　言いたかったセリフが言えたオレは満足してひとり頷うなずくと、首を傾げたままのエルニに「また逢あおう」と言い残し、駆け出した。

　背後で「あとで、ちゃんとメールくれよ～！」とエルニの声が聞こえてきたので、右手をあげて応こたえつつ、下着売り場へと急いでいると、

「おおっ――と」

　視界の端に知り合いを捉とらえ、思わずオレは足を止めた。

　ゲームセンター入り口付近に、長いストレートの黒髪美人――五ご行ぎようさんがいた。

　今日は辻つじ斬ぎりはお休み中なのか、竹刀袋は手に持っていない。かわりに手にはハンドバッグが装備されていた。そして、スカートだった。私服だった。素敵だった。

　だが、驚いた。五行さんは三人の男をはべらせていた。

　男たちは皆みな、髪を染めており、耳にピアスをつけ、見るからに軽薄そうな顔つきをしている。五行さんはああいった男が好みなのだろうか。

　意外だなあ、と眺めていると、五行さんは困ったように手を振り、落ち着きのない様子で男たちと話していた。いつもの凛りんとした瞳ひとみは影を潜め、どことなく不安げである。

　もしかして、ナンパされているのだろうか。

　気になったオレは足音を殺し、五行さんの元へと向かった。

「なあ、一人なんだろ？　一緒に遊ぼうぜ。退屈させないよ？」

「俺おれら三人いるからさ、愉たのしませることできるよ？」

「ほら、行こうぜ、いいとこ知ってるからさあ」

「そうだ。さっさと行くぞコラ。テメエ、いいおっぱいしてるじゃねえかコラ。なんだ、そこにはなにが詰まってんだ？　愛か？　夢か？　それとも希望か？」

　男たちは、下卑た笑みを浮かべながら続ける。

「ひとりでいても退屈だろ？　ほら、行こうぜ」

「奢おごってやるからさあ。損させないよ？」

「ほらほら、行こうぜ」

「もうどうでもいいからおっぱい見せろよ、おっぱい。それがイヤなら、おっぱいも触らせろ。揉もませろ。つつかせろ」

　ちなみに、さっきから、『おっぱい、おっぱい』うるさいヤツはオレである。しつこく誘っている男たちの隣に並んで、さりげなく交ざってみたのだが……気づくと、男たちが振り向き、じっとオレを凝ぎよう視ししていた。

「なによ。なに見てんのよ？」

「あんた、なに？　この娘この知り合いなわけ？」

　男に問われ、オレが口を開くより早く、

「な、南なん条じよう君？」

　五ご行ぎようさんが驚いた顔をして、オレの名を呼んだ。

「……おい、いきなり名前をバラさないでくれ。なにかあったとき、どうするんだよ？」

「な、なにをするつもりなんだ、君は……」

　最悪の場合は喧けん嘩かになるだろうが、こんなことで拳こぶしを使うのもつまらない。話し合いで解決するのにこしたことはないだろうが――その前にやらなければいけないことがある。

　オレは庇かばうように五行さんの前に立ち、掌てのひらを男たちに向けながら叫んだ。

「キミたち、やめたまえよ！　無む理り矢や理りに乙女をかどわかそうとはなんたる不届きか！　そんなことはこのボクがいる限り、絶対に許しはしないよ！」

　うむ、これが一度やってみたかった。しのむん見参である。格好かつこつけながら、「大丈夫かい、お嬢さん」と五行さんに顔を向けた途端、

「あんた邪魔」

「消えろ」

「死ね」

　という男たちの言葉と共に、ばんばんばんと、胸、肩、背中を順々に押され、思わずオレは体勢を崩す。

　慌てて体勢を立て直そうとするものの、目の前には五行さん。

　危ないと思ったときにはもう遅かった。

　オレは後ろにいた五行さんとぶつかってしまった。

　しかし、予想された痛みはなく、ふにゅんと柔らかくも温かい感触を顔全体に感じた。

　不思議に思って顔をあげると、

「な、なななな南条君？」

　真っ赤になった五ご行ぎようさんの顔がとても間近で見られた。

　どうやらオレは頭から五行さんの胸にダイブしてしまったらしい。

　温かい体温に、柔らかいふたつの大きな膨らみ、シャンプーのいい匂におい。

　とてもいい気分ではあるが、喜んでもいられないだろう。

「……ま、まあ、こんな日もあるよね？　言っておくけど、わざとじゃないよ？」

　ゆっくりと五行さんの胸から離れ、冷や汗をかきながら笑ってみるものの、

「な、南なん条じよう君の……」

　五行さんは赤い顔のまま目に涙をため、ふるふると震え出し、

「バ、バカぁああああ！」

　学校では聞いたことがないような大きな声をあげ、両の手でオレを突き飛ばした。いや、突き飛ばすなんて生易しいものじゃない。撃つ、といった感じだ。

　まさに双そう打だ掌しよう。一歩踏み出し、膝ひざを曲げ腰を落として、腕だけではなく全身の力を用いて繰り出された鋭い打撃を受け――オレは宙を舞った。

　自分で後ろに飛んでダメージを軽減させた、というのもあるがなかなかによく飛んだ。

　それにしても、五行さんは意識せず双打掌なんて放ったんだろうが、無意識のうちに武の型が出るとはすごいな。というか、剣道部なのに双打掌？　ひょっとしたら、剣道以外の武術も身につけているのだろうか。

　やるなあ、などと思いつつも床にぶつかる瞬間、受け身を取りながら一回転して、華麗に着地して顔をあげる。

　すると、先ほどのチャラ男お三人が、青い顔して逃げるように走り去って行くのが見えた。

　人が空を飛ぶ様などそうそう見られるものではない。ヤツ等らは自分たちがナンパしていた相手が猫ではなく虎とらだと気づいたのだろう。

　五行さんは『にゃあ』ではなく、『がお』なんだ。強い。

　その強い五行さんは、オレが立ちあがったのを確認すると、慌てた様子で背を向けて走り去って行った。

　そりゃあ、普通怒るわなあ。五行さんは耳まで真っ赤だった。

　ああ、やっちまった。事故だったとはいえ、オレは許されないことをしてしまった。こうなったのはオレの責任だ。しかし、オレは謝らない。

　なぜなら、先ほどの打撃が結構痛かったからだ。青あお痣あざまではいっていないだろうが、なかなかの破壊力。先ほどのチャラ男たちが喰らっていたら、肋ろつ骨こつが折れていたかも知れん。

　そんなことを考えていると、また携帯電話が鳴った。ディスプレイを確認すると相手は『なずにゃん』。おそらく、早く下着売り場に帰って来てくれという催促の電話だろう。

　思わぬところで道草をくってしまった。

「すまん。なずな。お兄ちゃん、ちょっと空飛んでて、え～と、キャン・ユー・フライ？」

　携帯電話越しに自分でもよくわからん言い訳をしながら、英語をぶつけてみると、

『飛べない猫は、ただの猫だ』

　思いのほか渋い台詞せりふが返ってきた。

　だからオレは思わず、紅くれないの誰様のワンシーンを真ま似ねて、「バカ！」と叫んで、電話を切ってしまった。なずなならわかってくれるとは思うが……急いで戻った方が良さそうだ。

　背後で「あっ、そ、その、待ってくれ、南なん条じよう君」とかいう声が聞こえたような気がしたが、気がしただけだと思うので、気にしないことにした。急いで戻らねば。
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「これ、ルナさんにあげるね」

　なにを思ったのか、突然、なずながそんなことを言い出した。

　ルナの下着と服を買ったあと、雑貨屋などを回っていたわけだが、なずなは『ちょっと待ってね』と言い残し、帰って来たと思ったらさっきの台詞である。

　なずながルナに差し出したマグカップには、犬の絵柄がプリントアウトされている。

　これはなずなが好きな動物シリーズのマグカップだ。

　オレたち南条一家はみんな、この動物シリーズのマグカップのお世話になっている。

「ありがとうございます」

　なずなからマグカップをプレゼントされて満面の笑みを浮かべるルナ。

　そんなルナを笑顔で見つめるなずな。

　そして、オレは鼻水を垂らしながら、アホ面でその様子を眺めていた――では、あまりにも情けなさ過ぎる。年下でバイトもできない義務教育課程の小娘如ごときがプレゼントしたというのに、ご近所から紳士と評判のオレが動かなくてどうするのだ。

「よし。それじゃあ、オレもなにか買ってやろう」

「本当？　お兄ちゃん、わたしあれが欲しい」

　ゲームセンターのクレーンゲームを指差すなずな。景品のぬいぐるみが欲しいのだろうが、オレはそんなことは聞いていない。オレは華麗になずなを無視した。

「ルナ、オレもなにか買ってやろう。超合金とかどうだ？　格好かつこいいぞ？」

　オレの言葉を受け、ルナは「超合金ってなんですか？」と首を傾かしげるものの、なずながクレーンゲームに熱い視線を注いでいるのに気づき、

「わ、私、あのぬいぐるみが欲しいです」

　なずなに気を使った。なずながあまりにも物欲しそうな顔をしているからだろう。

「ちなみに、どのぬいぐるみが欲しいんだ？」

「あの狼おおかみさん――じゃないです、違います。猫さんです、猫さん」

　なずなの顔つきを見て、発言を変えるルナ。

　仕方がないヤツだなあ。

　肩を竦すくめながら、オレはゲームセンターへ。先ほど五ご行ぎようさんがナンパされていたところだ。そういえば五行さんはゲームセンターでなにをしていたのだろうか？

　クレーンゲームの前にいたから、オレと同じでぬいぐるみでも取ろうとしていたのだろうかなどと思いつつも、オレは財布から硬貨を取り出してクレーンゲームに挑戦。

「そい・やー！」

　タイミングを合わせてボタンを押すと、見事、ぬいぐるみが取れた。つぶらな瞳ひとみをした犬のぬいぐるみだ。白い毛皮に赤の帽子がお洒落しやれだった。

「やったね」

　喝かつ采さいを叫ぶオレだったが、なずながジト目で見ていた。ルナは「すごいです」と手を叩たたいたが、なずなの様子を見て、慌てて口をつぐんだ。

「わかってるよ。もう一回だ」

　オレは頭に犬のぬいぐるみを乗せ、「犬パワー！」と叫ぶ。

　何な故ぜか、頭にマッドドッグ、エルニが浮かんだ。頭の中のエルニはアイスを左手で握りしめながら、右手をかざすと、『ぶらぁあ』と叫んだ。

「ぶらぁああああ！」

　オレも真ま似ねして叫んでみた。すると、驚いたことにまたぬいぐるみが取れた。クールな眼まな差ざし。蒼あおの毛並み。手に持ったタバコはよく見ると、シガレットチョコ。

　とても素敵な狼おおかみが取れてしまった。

「やったね」

「やりましたね」

　ルナはこれが欲しかったのだろう。ルナに狼のぬいぐるみを差し出すと、嬉うれしげに笑った。それにしても格好かつこいい狼だ。まるでオレのようである。

「忍しのぶさんみたいです」

　と、狼をその大きな胸に抱きながらルナ。おお、なんというシンパシー。

「んじゃ、行くか」

「はい」

　肩を並べてオレとルナがその場から離れようとすると、

「にゃああ！」

　声に振り返ると、なずながこの世の終わりみたいな顔をして、クレーンゲームの前で、にゃあにゃあ泣いていた。

　仕方ないので、なずなが望む猫のぬいぐるみが取れるまでゲームを続けた。オレは途中で面倒になったので、ルナにやらせてみると、ビギナーズラックなのか、ルナはなずなが望むグラサンを掛けたイカした猫を見事ゲットした。

　しばらく、オレは抱き合って喜ぶ二人を眺めていたが、

「そんで、ルナの欲しいものは？」

　頭に犬のぬいぐるみを乗っけたまま、そう切り出した。

「え、えと、もう狼おおかみさん貰もらいましたし……」

「なに？　貴様、このオレ様の好意を無む下げにするというのか？　おのれ生意気なヤツめ。頬ほっぺたを突っついてくれるわ！　やめて欲しくば、素直に欲しいものを言うことだな！」

　ぷにぷに、とマシュマロみたいなルナの頬っぺたを軽く突っついて脅していると、

「……忍しのぶさん、本当にいいんですか？」

　おずおずと訊たずねてくるルナに、オレは犬のぬいぐるみを頭に乗せたまま大きく頷うなずいてやる。すると、犬はオレの頭から滑り落ち、ルナの胸元へダイブして、狼のぬいぐるみにヘッドバッドをかました。

「おう、痛いてぇじゃねえか」

　なずなが変なアテレコを入れつつ、「わたしが持ってるね」と、犬と狼のぬいぐるみを胸に抱く。それを見たルナはくすりと笑い、「それじゃあ」と、左手でオレの手を取り移動をはじめる。

　別に手を握る必要はないだろうとも思ったが、ルナが嬉うれしそうだったので、そのままにする。それにしても、ルナの手は小さいなあ。柔らかいなあ。その上、温かいなあ。

　……やばい、なんかドキドキしてきた。ドギマギしてきた。バックンバックンしてきた。

　平静を装いながら、胸中で『しのむん、恥ずかしい』と照れていたオレだったが、そこに辿たどり着き、ルナに「これが欲しいです」と言われた瞬間には、驚きのあまり、頭が真っ白になった。

　これはなんと言えばいいのだろうか？

　敢あえて悪い言い方をしてみるならば、首輪だ。人間用のアレである。

　いや、このままでは語弊がある。妄想の翼を広げて旅立つ前に訂正すると、なんのことはない、ただのチョーカーですよ先生。素材に牛革と布を用いた赤いタータンチェックですよ先生。何な故ぜか、金属製の錠ロツクまでついてますが、ただのチョーカーなんですよ先生。

　それにしても、なんというパンクファッション。イメージと違い過ぎる。

　ルナはメイド服とか着て『お帰りなさいませ、ご主人様』とか言うのが似合うご奉仕系だと思っていたのに、まさか『ファック、ファッキン、ファックオフ』と、びしばし鞭むちを振り回す女王様だったなんて。怖い。怖いわ、先生。忍、怖い。

　オレは戦せん慄りつしながら、女王様ご所望のパンクチョーカーを購入した。

「ど、どうぞ、女王――こほん。ルナ様」

「ルナ様？」

　ルナ様は不思議そうに首をかしげた後、オレを見つめると、窺うかがうようにおっしゃった。

「あ、あの、それで忍しのぶさん、お願いがあるんですけど」

「なんでもおっしゃってくださいませ」

　視線を逸そらしつつ、小さく震えながらオレが答えると、ルナ様は照れたように、こう仰せになった。

「……首輪、つけてくれませんか？」

「それぐらい自分でおつけくださいませ、ルナ様」

　恭しく頭を下げて断りつつ、オレは代替案を出す。

「こういうことにはアホのなずなをお使いください」

「なずなちゃんなら、あそこで帽子を見てますよ？」

　ルナが手を向けた方向を見ると、愚妹は兄のピンチなど露知らぬといった様子で、胸にぬいぐるみたちを抱きながら、シルクハットなんぞを格好かつこよく被って遊んでいた。

「忍さん」

　視線を戻すと、ルナがオレに熱い視線を送っていた。

「お願いします」

　上目使いで、甘えるように言うルナ。

　ああ、予想外だ。てっきり、ルナが誰かに付けさせるものとばかり思っていたから、こんな展開になるとは思っていなかった。

　でもよく考えると、誰かに付けさせるよりずっとマシだな。ルナに『付けなさい』、とか真顔で言われたらオレはビビる！　なずなもビビる。アンタもビビる。

　誰だよ『アンタ』って、とか思いつつも、頭をかきながら頷うなずくと、ルナは満面の笑みを浮かべた。そして、両手で肩口あたりの髪を後ろにまとめると、顎あごをあげた。

　おお、なんというセクシーポーズ。

　全然、いやらしくないはずなのに、何な故ぜか色っぽい。艶つやっぽい。婀あ娜だっぽい。

　オレは動揺した。女性に対しては、甘えん坊のなずなのおかげで、ある程度の耐性はついていると思っていた。風ふ呂ろあがりのなずなの髪をドライヤーで乾かす感覚でいけると踏んでいたのだが……全然ダメだった。

　チョーカーをルナに装備させるべく首筋に手を伸ばすものの、オレの手は微かすかに震えていた。その上、オレの手がルナの首筋に触れた瞬間、

「んぁっ……」

　ルナの口から悩ましい声がもれるものだから、オレは慌てて手を引っ込めた。

「へ、変な声をあげるな。お前がそのつもりならオレも奇声をあげるぞ？」

「ごめんなさい、忍さん。でも、くすぐったいです」

「ええい、少しぐらいのくすぐったさは、我慢しちょっとせ！」

　なんだよ、『しちょっとせ』って。胸中でため息を吐きつつ、オレは引っ込めた手を再び伸ばすものの、緊張してルナになかなかチョーカーをつけてやることができなかった。

　その間にも、オレの手がルナの首筋や耳に当たる当たる。

「んっ……うぅん……んぁ……はぁ……」

　ルナはオレの言いつけ通り、声を出すのを我慢しているようだが、なんだか逆にそれが妙にエッチである。薄桃色の唇から艶つやっぽい声と吐息がもれるたびに、胸が高鳴って仕方がない。上気した頬ほおに、とろんとした瞳ひとみが非常に色っぽい。ルナ・エロスである。

　間違いなくオレは動揺していた。チョーカーを首に巻くだけなのに、数分はかかってしまった。ルナが自分でつけた方が確実に早かっただろうと、オレは自分自身に呆あきれた。しかし、ルナは本当に嬉うれしそうで、愛いとおしげにチョーカーを指で撫なでながら言った。

「ありがとうございます、忍しのぶさん」

　頬を赤らめながらにっこりと笑うルナ。喜んで貰もらえてなによりだが……気になることがあった。どうして、ルナはチョーカーなんて望んだんだろう。首輪みたいなチョーカー（しかも紐ひももつけられる）なんか装備していたら、まるで奴ど隷れいみたいじゃないか。

　ん？　奴隷？

「……なあ、お前さあ、ちょっと前に『私は忍さんの奴隷』みたいなこと言ってたけど、どうしてだ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「それは、あの……私みたいなのが忍しのぶさんの傍そばにいようと思ったら……奴ど隷れいしかないかなって……思いまして……」

　自信なさげにルナの瞳ひとみが揺れた。

　うむ。なんだか頭にきたぞ。オレは無言でルナの頭にチョップを叩たたき込んだ。

「い、いたい！　いたいです！　し、忍さんが、た、叩きましたぁ～」

　いや、そんなに強くは叩いてないぞ。どうして半泣きになるんだ。

「……ショックです」

　しゅん、と肩を落とすルナ。どうやらショックを受けたらしい。しかし、悪いのはルナである。オレは嘆息しつつ、今度はルナの頭を撫なでながら言った。

「奴隷じゃなくても、傍にいられるだろう？」

　顔を上げてオレを見るルナから、目を逸そらしつつ続ける。

「そういう関係だってあるんだ。だから、もう奴隷なんて言うな。……せ、せめてメイドにしろ、メイド。そう、ご奉仕メイドだ。紺のロングスカートに白のカチューシャ。そして黒のガーターストッキング。これ最強。テストにも出る」

　照れくさくて真ま面じ目めに言えないのがオレの悪いところだと思う。言い訳でもするように、早口でメイドの良さをアピールしていると、ふと、左腕に温かさを感じた。続いて、ふにゅんとした柔らかさ。

　驚いて振り返ると、ルナがオレの左腕に抱きついていた。そして、オレの顔を見あげると、なにも言わず、にっこりと笑った。

　よかった。どうやら、オレの気持ちはちゃんと伝わったようだ。

　うん、よかった。よかったけど、しのむん、この状況にちょっとドキドキ。

　左腕がルナの豊かな双胸に挟まれ、とんでもないことになっている。ぽよんぽよんと左右から胸があたる。ルナがぎゅっと強く抱きつくと、腕が大きな胸にのみこまれていく。

　オレはしばし、ルナのおっぱいにより我を失った。

　そうやって、オレがしばし自我を喪失させていると、オレたちの様子に気づいたなずなが駆け寄って来て、「にゃあ」とか叫んでオレの右腕に抱きついてきた。

　うん、なずなはまだ成長期。きっと大丈夫。いや、そもそも比べてはいけないだろう。

　右腕の自由をなずなに奪われ、左腕の栄光をルナに預けながら、オレは二人に引きずられるようにして、デパートを回った。

　そうして二人に腕を取られたまま、ペットショップやら楽器店などを覗のぞいていると、見知らぬ男たちから『二ふた股また』と断じられたが、気にしないことにした。

　ルナが笑っていた。楽しげにオレの腕を取って笑っていた。『忍さん』と、オレの名を呼んで……笑っていた。

　だから、思った。こんな休日も悪くないと。
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　どうして休み明けの月曜日というのは、こんなにも気だるいのだろうか。

　欠伸あくびを噛かみ殺しながら、いつもの通学路を歩いていると、

「にゃぁ～あ」

　なずなもやる気が出ないのか、八重歯を光らせながら、変な欠伸をもらして目を擦る。

　ふむ。なずなが欠伸とは珍しいな。

「なんだお前。昨日、寝るの遅かったのか？」

　そういえば、今日は珍しくオレと同じ時間に起きていたな、とか思っていると、

「昨日はね、夜中の一時まで頑張って勉強してたの」

　えっへんと胸を張ってなずなが答えた。

「え？　お、お前が、勉強？　それも夜中まで？」

「うん。深夜アニメ見るまで頑張ったよ」

　目的はアニメかよ。まあ、その方がなずならしい。

「ルナさんに宿題手伝ってもらったから、アニメもちゃんと見れたよ。わたしはよくわからなかったけど、みーちゃんは面白いって」

　なるほど、友達のみーちゃんの話を聞いてやるために見たわけか。

　無理して起きていないで、録画してから、朝見ればいいものを。要領の悪いヤツだなあ。

「まあ、お前が友達思いの良い子だってのはよくわかった」

「じゃあ、頭撫なでて～」

　ぐいぐい、と頭を突き出してくるなずなに、オレは「しかし」と続ける。

「お前、土曜の晩、オレが宿題手伝ってやったとき、『デパートで遊びすぎて疲れちゃった。残り半分は明日、自分でやる』って言ってたよなあ？　それが、ルナに手伝って貰もらった？　日曜の夜中まで勉強していた？　これは一体どういうことかね、なずな君？」

　手刀を作りながら、「返答次第では君の頭にチョップの雨が降るよ？」と続けると、

「し、しまった！　なずにゃん眠くてミステイク！」

　なずなは慌てた様子で、頭を両手で隠した。

　まったく、困ったなずにゃんではあるが、宿題はきちんとやったみたいなので許してやることにしよう。

　それにしても、ルナに手伝って貰ったのか。ルナって勉強できるんだなあ。つーか、今更なんだが、ルナって何歳なんだ？　見た目というか雰囲気的には、オレより一つか二つ上といった感じだが、油断はできない。なんせ相手は外国人だからな。

「――さて、それでなずな君。君の判決だが……」

　視線をなずなに戻しつつ、『無罪』と口を開こうとしたら、肝心のなずなは、本当に眠いのだろう。オレの話は耳に入っていない様子で、目を半ば閉じながら、ふらふら歩いていた。右へふらふら、左へふらふらと、車通りが多い横断歩道を渡ろうとする。

「コラ！」

　オレは慌ててなずなの襟えり首くびを掴つかんで、手元に引き寄せる。

「わわっ！」

　どうやら思いのほか強い力が出てしまったようだ。なずなの足が地面から離れてしまった。首が絞まったのだろう。なずなは、苦しそうに「けほん」と咳せき払ばらいをした。

「悪い。大丈夫か？」

「ううん、大丈夫じゃない。もうダメだ。いまのでなずにゃんの体力はゼロになっちゃった。だからおんぶして、お兄ちゃん」

　オレの背中で寝ようという魂胆なんだろう。なずなは両手を伸ばして甘えてくる。

「甘えないでよ！」

　まったく、甘えん坊にも程がある。冗談半分でパシン、と軽くなずなの頭を叩はたく。すると、なずなは驚いたような顔をしてオレを見つめ、突然瞳ひとみを潤ませはじめた。

「ふ、ふぇええ。お、お兄ちゃんが、ぶったぁ……お兄ちゃんが……ぶったぁ～」

「い、いや、なんでいきなり半泣きなんだよ？　そんなに痛くなかっただろ？」

「いたいんだよぉ～、心がさぁ～、いたいんだよぉ～」

　どうやら心が痛いらしい。本当に困ったなずにゃんである。

「ああ。悪かったよ、なずな。でも、お前も悪いんだぞ？　ふらふら歩いたら危ないだろう？　車に轢ひかれたらどうするんだ？」

「わたしが本気なら大丈夫だもん」

「それを本気で言っているのなら、お前の頭は相当に危ないな」

「危なくないもん」

　なんか拗すねている。

「危ないだろうが。車は走る凶器なんだぞ？　ヤツらはお前を狙ねらっているんだぞ？」

「バッチ・コイだよ！」

「……お前、一度、車に轢かれたことがあるだろ？」

「ところがどっこい、生きている！」

「いい加減にしろ」

　口調は荒くなかったと思う。だがなずなは、びくっと身体からだを強こわ張ばらせて、また泣きそうな顔をした。もしかしたら、オレはいま怖い顔をしているのだろうか？

　オレは「ふう」と、息を吐き出すと、なずなの頭に手を伸ばす。

「……なずな。お前が車に轢かれて病院に運ばれたとき、オレがどんな気持ちだったか考えたことはあるか？　父さんも母さんもみんな本当に心配したんだぞ？　だから……今度から気をつけて歩け。わかったな？」

　意識不明の重体。

　あのとき、オレがどれだけ泣いたか、こいつは知らないんだろう。

　少し強めに頭を撫なでると、なずなはぽつりと言った。

「……ごめんね、お兄ちゃん」

「ああ」

「バカでごめんね」

　ああ、頭痛くなってきた。

「ったく、バカであることを世間様に詫わびろ、バカにゃん」

「バカは悪いことじゃないもん。個性なんだもん」

　便利な言葉だな、個性って。

　オレがため息をつくと、また、なずながぽつりと言った。

「……これからは気をつけて歩くね」

　なんだよ、わかっているなら、はじめからそう言えよ。

　もう一度、なずなの頭を撫でると、なずなは嬉うれしそうに笑いながらオレの手を取った。

「こうしてたら、危なくないね」

「お前はいつまで経たっても子供だな」

「子供でいいもん」

　ぶんぶん、とオレの手を振りながら歩くなずな。

　小さいときも、こうして手を繋つないで歩いてやれば、なずなは事故になんか遭わなかったのだろうか。そんなことを考えながら、なずなの小さい手を見つめていると、

「お兄ちゃん、手、大きくなったね」

　突然、なずながそんなことを言い出した。

「ごつごつして、皮膚が厚くなって、傷も多くなったね。ふふ、お父さんやお爺じいちゃんみたいだね」

「そうか？」

「そうだよ。お兄ちゃん強くなったよね。お爺ちゃんの道場で一生懸命稽けい古こしてたもんね」

「……オレは弱いからな」

　武術に関しては父さんとは違い、あまり才能のないオレだ。

　いつもふざけている爺ちゃんからでさえ、『道場を継ぐつもりなら諦あきらめろ』と真剣な顔で言われたことがあるくらいだ。

　止やめろと。向いてないと。才能がないと、はっきり断言された。

　目的がない。闘争心がない。向上心すらない。それでは武は極められない。護身の域に留とどめておけと、爺じいちゃんからそう言われたときはショックだった。だから幼かった頃ころ、オレは爺ちゃんの道場に通うのを一度止やめた。

　結局のところ、強くなろうという意思がなかったんだ。ただの遊び心。強い爺ちゃんや父さんへの憧あこがれ。それだけのつまらない理由。

　それでは、本当に強くなどなれはしないだろう。

　しかし。オレは自分の手を見つめながら思う。どうして、オレは強くなろうだなんて思ったんだろうか。どうして、続けているのだろうか。

　血ち反へ吐どを吐いて、骨をすり潰つぶして、幾度もの敗戦を重ねて、鍛えて鍛えて鍛えて、ただただ走り続ける。どうしようもない焦燥感に突き動かされるままに走り続けた。

　いつしか、強くなろうと思った理由は忘れてしまったが、

「お兄ちゃん、強くなったよね」

「無力なのは、もう嫌だからな」

　なずなが車に轢ひかれたとき、なにもできなかった弱い自分がイヤだったことはよく覚えている。なずなが回復したとき、今度は守ってやろうと思ったことも覚えている。

　ただ、それだけじゃない気がする。

　本当になずなだけだったか？

　違う気がする。あの痛みは、焦燥感は、悲しみは、拳こぶしを握る度に考える想おもいは、別の誰かにあった気がする。それを考えたとき――また頭痛が走った。

　もしかしたら、オレはなにか大事なことを忘れているんじゃないだろうか？

　不意にそんな予感に襲われた。

「……お兄ちゃん、どうしたの？」

　思いのほか難しい顔をしていたんだろう。なずなが心配げにオレを見つめてくる。

　おっと、いかんいかん。朝から暗くてはいかん。

　オレは鞄かばんに手を突っ込むと、中から犬のぬいぐるみを取り出した。一昨日おとといクレーンゲームで保護した白い毛並みと赤い帽子のお洒落しやれなアイツだ。オレは犬を頭に乗せると叫んだ。

「合体・しのむんドッグ！」

「お兄ちゃん、そのワンちゃん気に入ったの？」

「気に入ったの」

　今度、マッドドッグことエルニに会ったらプレゼントしてやろうなんて思いながら、頭に犬のぬいぐるみを乗せ、右手でなずなの手を取り、オレはいつもの通学路を歩いた。
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　四時間目が終わり、いまは昼休み。楽しいランチタイムなのだが……オレは困っていた。

「……お前、なにしたんだよ？」

　対面に座っていた浅あさ田だが心配げにオレに訊たずねてくる。

「五ご行ぎようさん、朝からお前のことずっと睨にらんでるじゃないか」

　そうなのだ。今朝からずっと五行さんの視線を感じている。

　おそらく、おとといデパートで五行さんの胸にダイブしたことが原因だろう。

「もしよかったら相談にのるぞ？」

　浅田の癖に頼りになることを言いやがる。

「仕方ない。そこまで言われたら、相談してやらないわけにもいかないな。まあ聞け」

「どうでもいいけど、お前すごく偉そうだな。そこまでいくとなんか格好かつこよく感じるよ」

「惚ほれんな？」

「や、やめろよ。にんじんをタバコみたく咥くわえるなよ。そんなことされたら、俺おれ、俺、お前に惚れちゃうよ！」

　気持ち悪いことを言う浅田。

　やっぱり相談するのはやめようかなあとも思ったが――まあ、物は試しだ。

「浅田、聞いてくれ。実はな、事故だったんだが……オレ、五行さんの胸に頭から突っ込んじまったんだ」

　事の次第を正直に話すと、

「なんだと貴様！」

　突然、浅田が怒鳴りながら勢いよく立ちあがった。

「それは自慢か？　自慢だろ？　そうだと言え！」

「そうだ」

　望み通り傲ごう慢まんに頷うなずいてやると、浅田はさらに激げき昂こうした。

「許せん。許せんぞ貴様！　俺は怒ったぞぉお！　俺の怒りがマックスハートぉおお！」

「うるさい。ホウレン草をやるから、それで勘弁しろ」

「わ～い」

　浅田はホウレン草で機嫌を直した。

「それで、浅田よ。五行さんの好きなものを教えろ」

「……なんだよ、お前。物で仲直りかよ？　そんなの卑ひ怯きようだぞ？」

　ホウレン草を食べながら、浅田が小こ賢ざかしいことを言い出したので、

「浅田よ。お前が好きな玉子焼きがあるが、どうする？」

　弁当の玉子焼きをちらつかせてやると、

「実は五行さん、ああ見えて動物好きらしい。犬が好きなんだってさ」

　浅田はあっさり口を開いた。玉子焼きで買収される男、浅田耕こう太た。

「ふうん。犬好きか。なら、仕方ない。今度、五行さんに浅田でもやるか」

「おい、俺おれは犬は犬でも、柴犬だぜ？」

　柴犬も立派な犬である。浅あさ田だにどんなこだわりがあるのかは知らんが、こんなアホ犬では、五ご行ぎようさんもお断りだろう。

「でも、真ま面じ目めな話、ちゃんと謝った方がいいと思うぞ？」

「雑ざ魚こが。貴様に言われるまでもないわ」

「なんて偉そうな奴なんだ！　でも、そこに痺しびれる憧あこがれるぅ～」

　身体からだをくねらせる浅田に「気持ち悪っ！」と、返しながらも思った。

　五行さんにはきちんと頭を下げて謝ろうと。

　だから昼休みの間、オレは五行さんに謝る機会を窺うかがっていた。しかし、人気者の五行さんの周りには常に誰かがいるため、なかなかチャンスは訪れない。

　さすがに談笑している五行さんたちの間に割って入り、『おっぱいに顔を突っ込んでごめんね』と、謝るのも躊躇ためらわれた。

　どうしたものかと悩んでいるうちに、気がつくと放課後になっていた。

「うん、今日は調子が悪い。明日から頑張ろう。やっぱり、こういうのはタイミングだよ」

　言い訳がましく呟つぶやき、席を立ったその瞬間。

「南なん条じよう君、ちょっといいかな？」

　突然、背後から声をかけられて、オレは飛びあがらんばかりに驚いた。

　この声は間違いなく五行さんだろう。

　ど、どうしよう。心の準備が全然できていない。

　振り返った瞬間、『この変態！　おっぱい星人！　おっぱい紳士！　おっぱいマエストロ！』と、ぽかぽか殴られ、泣かれた日にゃあ、翌日からクラスの連中からハブられることは確実だろう。別にハブられようが知ったことではないが、五行さんにはきちんと謝らないといけない。

　大きく深呼吸をして、気持ちを落ち着かせながら振り返ると、

「南条君、いま時間あるかな？」

　五行さんは特に怒った様子もなく、普段通り凛りんとした瞳ひとみのまま話しかけてくれた。

　これは予想外だ。予想外だが、嬉うれしい誤算である。

　あまり怒っていないのかな、とか思いつつも油断はしない。ここは下手に出よう。

「なにか用か？　五行さんのためなら無む理り矢や理りにでも時間を作るが、どうしたんだ？」

　胸中で冷や汗を流しながら笑顔で訊たずねると、五行さんはオレをじっと眺めた後、言った。

「南条君。君は以前、悪魔の召喚儀式を子供の頃ころやったことがあると言っていたが、それはいまも続けているのか？」

　五行さんはとても真剣な顔をしていた。

　ああ、オレはそんなに危険なヤツに見えるのだろうか。

　それとも、これは五ご行ぎようさんなりの悪口なのだろうか。やっぱり怒っているのだろうか。

　悪人面のお前のことだ、夜な夜な奇行にでも走っているんだろうと、五行さんはそういうことが言いたいんだろうか。……かなり傷つく。

「……五行さん、オレが悪かった。謝るからそんなひどい悪口はやめてくれ」

「ええっ？　ち、違う違う。悪口じゃない。そうじゃないんだ。ほら、この前も言っただろう？　南なん条じよう君からイヤな気配がするって」

「まさかあれも悪口だったのか？」

「違う、違うから！」

　オレがショックを受けていると、五行さんは慌てて手を振って否定。

「私が言いたいのは、あのとき南条君から感じたイヤな気配が強くなっているってことなんだ。だから気になって……」

　五行さんがそう言うと、ススーッと、クラスメイトの南みなみが短いスカートを揺らしながらやって来た。よく五行さんと弁当を食べている南は、「にっしし」と不気味に笑うと、

「南条くん。なにか悪いことでもしたんじゃないの？　五行さんは霊感強いのよ？　言うこと当たるんだから。この前も、不運が続いていた三組の柳やな瀬せさんが五行さんに相談したら、五行さん『悪霊が憑ついている』って言って――」

「なんだ、高い壷でも買わせたのか？」

「違うわよ！　きちんと除霊してあげたの！　五行さんそういった知識もあるんだからね！　だから、ちゃんと話を聞きなさいよね！」

　何な故ぜか南は自分のことのように自慢げに胸を張った。

　胸を張った瞬間、南の大きな胸が揺れたが、ルナのメロンおっぱいに比べればそれは可か愛わいいもの。心の中でオレは『まだまだだね』と辛口評価。

「……しかし除霊ねえ」

　南の胸から目を離しながら半信半疑に頷うなずくと、

「あっ、信じてない。信じてないわね南条くん。そんな南条くんにはきっと天罰が下るわ！さあ、今すぐあたしに謝りなさい。ジュースを奢おごりなさい。今なら許してあげるわよ？」

「……お前、何様だよ？　いい加減にしないと尻しりを叩たたくぞ？」

　偉そうにしている南に脅すように言うと、

「や、やめてダメェ～！　そんなことされたら、惚ほれちゃうからダメェ～！」

　南は両手でお尻を押さえながら逃げ去って行った。

　変な女だ。オレは五行さんに視線を戻した。

「それでそのイヤな気配だけど、結構ヤバイのか？　オレはそういうの信じないんだが？」

「……実はあまりよくない。だから気になっているんだ。南条君、最近なにか変わったことはなかったか？」

　変わったことねえ……。

「強いて言えば、オレがしのむんドッグにもなれたということだろうか」

　五ご行ぎようさんが睨にらんでいた理由もわかり、安あん堵どしていたオレは陽気に答えた。

「し、しのむんドッグ？」

　首を傾かしげる五行さんを尻しり目めに、オレは鞄かばんからクレーンゲームの景品、犬のぬいぐるみをばっと取り出し、すちゃっと頭に装着する。

「合体・しのむんドッグ！　犬だぞぉ！　強いぞぉ！　格好かつこいいぞぉ！　わんわん！」

「わんわん」

　なんかよくわからんが、五行さんが突然、わんわん言い出した。しかも妙にいい笑顔だった。子供みたいにあどけない顔だ。

　オレは無言で頭に乗せた犬を掴つかんで右方向に移動させると、五行さんも犬を追って右方向に移動。続いて、左方向に移動させると、五行さんも左へ。上に移動させると、五行さんは背伸びして上へ。下に移動させると、五行さんは腰をかがめて下へ。

　面白い。試しに、犬を放ほうり投げてみると、五行さんはダッと床を蹴けり、見事犬をキャッチした。そして、胸に犬を抱きながらオレに言った。

「投げるなんて、ひどいじゃないか。可か哀わい想そうじゃないか。怪け我がをしたらどうするんだ！」

　お、怒られてしまった。

「じゃあ、五行さんが飼い主になってやれよ」

「いいのか？」

　目を輝かせる五行さん。エルニにあげるつもりだったが、お詫わびの意味を込めて、五行さんにやろう。気に入っているみたいだし。

「ちゃんと名前をつけてやるんだぞ？」

「それはもちろんだ。ちゃんと考える」

　五行さんはやる気満々だった。

「本当にありがとう。この前、取れなかったから、諦あきらめていたんだ」

　……ん？　この前取れなかった？

「もしかして、一昨日おとといゲームセンターにいたのは、そいつを取るためか？」

「うん。買い物してたら、見かけてそれで――」

　言いかけて五行さんは何な故ぜか顔を赤くして俯うつむいた。

「どうした？」

「……そ、その、すまない。曖あい昧まいにしておいたら大丈夫かな、なんて思っていたら、南なん条じよう君、普通に話してくれるから甘えてしまった……あのときは本当にすまなかった」

　突然、五行さんは頭を下げた。

　何故、おっぱいに顔を突っ込まれた被害者が謝るんだろうか。

「あれは事故だってわかっていたのに。南なん条じよう君は私を助けようとしてくれたのに。それなのに、恥ずかしくて、逃げてしまった。私は自分が情けない」

　オレもパフパフだぜと、心のどこかで少しはしゃいでいた自分が情けない。

「いや五ご行ぎようさん、あれはオレが悪かった。悪いのはオレだ。だから気にしないでくれ。むしろ、オレをなじるぐらいでいいと思うぞ？」

「そんなことはできない。南条君は私を助けようとしてくれたのだろう？」

「何もできなかったがな。オレは空を飛んだだけだ。そしたら、男たちが勝手に逃げた」

「うう、すまない。痛かったよな？」

　五行さんが自己嫌悪なのか、さらにすまなそうな顔をしたので、オレは慌てて首を横に振った。

「いいや、平気だ。気にしなくていい」

「……本当に大丈夫か？　怪け我がとかしてないか？」

「当然だ。オレ様を誰だと思っている？　オレ様だぞ？　ちょっと剣道で全国大会に行ったからって、いい気になるなよ小娘？」

　心配げな顔をする五行さんに、冗談めかして言ってやる。すると、五行さんは何な故ぜか少し驚いたような顔をしたあと、

「……あの、ひとつ訊きいてもいいかな？」

　おずおずといった様子で訊たずねてきた。

「南条君は私が剣道をやっていることを知っていたんだよな？」

「ああ。強いんだってな。浅あさ田だから色んな武勇伝も聞いたよ」

　オレが頷うなずくと、五行さんは戸惑ったような表情を浮かべた。

「……そこまで知っていたなら……どうして助けてくれたんだ？」

「ん？　だって、怖かっただろ？」

　そう答えると、五行さんはしばらくきょとんとしていたが、「……うん」と、照れたように笑って頷いた。

　やっぱり怖かったんだな。五行さんが、しつこくナンパされている女の子を助けたという武勇伝は、浅田から聞いたことはあったが、それでも、ナンパされている女の子を助ける状況と、自分がナンパされる状況では全く違うものだと思う。

　極端な話、痴漢をしている人を見かけたときと、自分が痴漢されたときぐらい精神的プレッシャーは違ってくると思う。

　子供の頃ころ、電車で男から痴漢を受けたオレにはそれがよくわかる。あのときはとても怖かった。鼻息荒く男がオレの……いや、思い出すのはやめよう。

　オレは犬のぬいぐるみの頭を撫なでている五行さんに背を向けると言った。

「じゃあな。その犬、大事にしてくれよ」

「あっ、うん、ありがとう。南なん条じよう君って、優しいんだな」

　振り返ると、五ご行ぎようさんは意外そうな顔をしながら続けた。

「みんな、南条君のこと怖い人だとか、悪魔だとか、鬼だとか言っているけど、怖がってないのは、南条君が優しいからなんだな」

「……褒ほめられているのか貶けなされているのかはよくわからんが、その意外そうな顔は失礼だとは思わんか？」

　というか、オレはクラスメイトに悪魔とか鬼とか呼ばれているのか？

　ひどい話だ。何な故ぜ、紳士のオレがそんな呼称で呼ばれないといけないのだ。

「まったく。オレはもう行くぞ。五行さんも剣道部なりどこへなりと行くといい。そして廊下を歩く生徒に、『辻つじ斬ぎり！』とか叫んで襲いかかればいいんだ」

「つ、辻斬り？　私はそんなことしないぞ？」

「よく言うよ。どうせいつも真剣とか持ち歩いているんだろう？」

　五行さんが手に持っている竹刀袋を指差して、冗談を言うと、

「ええっ？　な、南条君は、これに刀が入っていることまで知っているのか？」

　珍しいことに五行さんがひどく驚いたような顔をした。

　というか、竹刀袋の中には本当に刀が入っていたのか。冗談だと思いたいが、まあ、色んな家庭の事情があるので、オレは聞かなかったことにした。

　鞄かばんを手に取り、「それじゃあな」と、五行さんに背を向ける。すると、

「あっ、待ってくれ南条君。せっかくだから、途中まで一緒に行こう」

　などと五行さんが言うので、一緒に廊下を歩いた。

　歩きながらも五行さんはじっと犬のぬいぐるみを見つめ、

「この子の名前どうしよう？」

　と笑顔で相談してきた。

　どうやら喜んでもらえたようだ。五行さんは嬉うれしそうな表情を浮かべていた。

　そこでオレは立ち止まり、むんと腕を組んで真ま面じ目めに犬の名前を考えた。

　すると五行さんもオレに合わせてくれたのか、立ち止まり、じっと犬を見つめはじめる。

　ふたりして廊下で立ち止まり、一生懸命に犬の名前を考え、『隼人はやと』という名に決まったところで、オレは五行さんと別れた。

　そして家に帰る途中、オレは考えた。

　五行さんの言うイヤな気配ってなんだったんだろうと。

　どうやら、五行さんは犬のぬいぐるみに夢中になって、途中で忘れてしまったようだったが……南みなみは天罰が下るとか言っていたが、そういうことが起きるんだろうか。

　ふと視線を落とすと、エルニがくれた指輪が目に入った。

　う～む、そういえば、この指輪をつけてから、五行さんに臭におうなんて言われるようになったんだよなあ……。

　まさか、この指輪は呪のろいの指輪なのか？

　なんだか怖いな。

　今度、エルニに会ったら、聞いてみようと思った。



　●　●　●



「ただいま」

　玄関の扉を開け、家に入る。玄関に掛かっている時計を見ると、七時半。すっかり遅くなってしまった。いつもより、三時間ぐらい遅い。

　帰り道、本屋に寄り、小説を買ったというのもあるが、それだけではない。

　理由はよくわからんが路上で複数のコウモリから襲撃を受けたのだ。

　まさか、このコウモリと五ご行ぎようさんの言う『イヤな気配』とはなにか関係があるのだろうか――とか思いつつも、コウモリと戦い、勝利して帰って来たわけだが、すっかり遅くなってしまった。

　逃げるコウモリに、追い討ちなんてかけるんじゃなかったと後悔していると、

「忍しのぶさん、おかえりなさい」

　いつものように、パタパタと、ルナが嬉うれしげな笑顔を浮かべて玄関までやって来た。

「お荷物、お預かりしますね」

「やめろい。今日はエッチな本が入っているんだ。女子供ハ、ヒッコンデロ」

　カタコトで格好かつこつけてみた。

　しかし、ルナには「大丈夫ですよ。捨てたりしませんよ」と笑顔で流されてしまった。抵抗虚むなしく、オレはルナに鞄かばんを奪われる。

「ちゃんと返してね？　絶対だよ？　ウソついたら、オレはなにをするかわからんぞ？」

　手を怪しくワキワキさせていると、

「邪魔」

　突然、脇わき腹ばらに衝撃。おそらく蹴けりだろう。オレは壁に激突した。

　こんなひどいことをするのは誰だ、と問うまでもない。家でこれほどまでに理不尽な暴力を振るうのは、母さんしかいない。

　くそう、相変わらず足音を殺して近づきやがって。

　しかし、油断してしまった。躱かわせないとはなんという未熟。全身に氣きが行きわたっていればこんなことにはならなかった。家だということで油断した。ルナの笑顔が妙に可愛かわいくて油断してしまった。全部ルナのせいだ。

「どうしてくれるんだ、ルナ！」

「ええ？　わ、私、なにもしてませんよ？　お荷物持って、お部屋の前までお話しようかなって、思って……その……」

　しゅんとしてしまうルナ。

「最低ね、アンタ」

「あんたに言われたくねえよ。家に帰って来た長男様にいきなり蹴けりを放つなんてどういう神経してんだ？　親の顔が見てみたいものだな、おい」

　真横に現れた母さんに、「アホ」と叫ぶと、アイアンクローの刑に処されてしまった。

　ルナが助けてくれなかったら、あまりの痛みに悲鳴をあげるところだった。

「巴ともえさん、忍しのぶさんをいじめないであげてください。怖がってます。痛がってます。震えています」

「演技よ、演技。というか、ルナちゃんは怒っていいと思うわよ？　このバカ、『今日は早く帰って来るぜ、イェ～イ。ルナと遊ぶぜぇ。イェ～イ』とか言っていたのに、ちっとも帰って来ないし。ルナちゃんずっと待っていたのに」

「忍さんは忙しかったんです。きっと、学校でなにかあったんですよ」

「そ、そうだ。忍さんは忙しかったんだ。帰り道でコウモリに襲われ、必死で戦っていたんだ。ウソじゃないんだ」

　白けた顔をする母さんに、「本当なんだって」と言うものの、全然信じてくれなかった。

「ルナは信じるよな？」

　縋すがるような気持ちで、ルナに視線をやると、

「……コウモリ」

　何な故ぜか、ルナは真剣な顔をして眉まゆをひそめた。

「……え？　まさか信じてくれていない？」

「え？　ち、違います。違いますよ！　信じてます。信じてます！　ちょっと気になることがあっただけで――って、ああ、そんな顔しないでください」

「……しのむん、お部屋戻る」

「ああ、忍さんが、落ち込んでしまいました。どうしましょう。どうしたら？」

「放ほうっておいたらいいと思うわよ？　というか、死ねばいいのに」

「と、巴さん、忍さんに冷たいです！　もっと、忍さんに優しくしてあげてください！」

「ルナちゃん、怒った顔も可愛かわいいわね」

「……え？　――って、きゃあ。と、巴さん、や、やめてください。どこさわってるんですかぁ～。だ、だめです……ゃん……」

　なにやら楽しげな母さんとルナの声を背中に聞きつつ、オレは部屋へと戻った。

　背後で「おっぱい大きい」とか「ゃ……んぁ」とか聞こえてきたが、しのむんは気にしなかった。しのむんは落ち込んでいた。しのむんは別に羨うらやましいとか思っていなかった。

　オレはルナから奪い返した鞄かばんを手に部屋に戻ると、買った小説を取り出す。

　落ち込んだ心を本で癒いやすのだ。オレは本に視線を落とす。

　一応言っておくが、断じて官能小説とかではない。

　これはお気に入りの小説の新刊だ。前編が発売されてから、六ヶ月経たってようやく後編が出たのだ。楽しみにしていただけに期待も膨らむ。

　とりあえず、前編をもう一度読み返して復習しようと、部屋の本棚に近づくものの、

「……あれ？　どこいった？」

　なんせ六ヶ月前に読んだきりだ。

　オレは前編をどこに置いていたかすっかり忘れてしまっていた。

　好きな小説なら一箇所にまとめておけよ、と思うかも知れない。オレもその通りだと思う。でも、本が多いから整理が大変なのだと言い訳しておく。

「どこやったかなあ？」

　本棚から本を引っ張り出し、目当ての本を探していると……棚の奥に真っ黒な本があるのを発見した。なんだろうと取り出すと、その真っ黒な本にはタイトルもなかった。

　なんだこれは。

　見るからに禍まが々まがしいオーラを放っており、本たちの中で、一際、異彩を放っている。

「……こんな本買ったっけかな」

　手にとってパラパラ捲めくってみると、英語で書かれたページに、魔法陣の図や、生いけ贄にえに捧ささげられた動物や人間たちのグロテスクな絵が描かれていた。

　どう見ても黒魔術の本である。小学校の頃ころのオレはよくこんなものを買う気になったものである。古本屋で見つけたからといって、買わなくてもいいだろう。

　しかも、悪魔を呼び出すために、辞書を引きながら書かれている英語を必死で解読した記憶がある。しかしどうして、そんなに悪魔を呼び出したかったんだろうか。

　じっと黒魔術の本を見つめていると――ズキン、と突然、いままでとは比べようもないほどの強い頭痛に襲われた。頭ず蓋がいが割れるような痛みが走り、目の端に涙が滲にじんだ。

　歪ゆがむ視界の中、断片的な映像が頭に浮かびあがる。

　赤い血。泣き叫ぶ自分。微笑ほほえみ。伸ばされた手。撫なでられた頭。温ぬくもり。泣いている少女。泣いている自分。猫のぬいぐるみ――断片的な映像が頭の中で早送りのように駆け巡り、頭痛が激しくなる。

　思わず膝ひざをついて唸うなり声ごえをあげてしまったが……頭を振り、立ちあがった頃には、頭痛は綺き麗れいになくなり、先ほどなにを見たのかも忘れていた。

　本から手を離したからだろうか。

　オレは無言で本を見つめた。

「……元に戻しておこう」

　おそるおそる黒魔術の本に触れると、オレは急いでそれを元の場所に戻した。

　そして、なんだったんだいまのは、と心拍数をあげていると、

　――コンコンコン。

　突然、部屋の扉がノックされ、オレは飛びあがらんばかりに驚いた。

「だ、誰だ！　曲くせ者ものか！」

「え？　あ、あの、私ですけど」

　扉の向こうからルナの声が聞こえてきた。「あの、さっきのこと怒ってるんですか？　私は疑ってませんよ。信じてますよ」と、ルナは続けるが、さっきのことってなんだ？

　怪しい。本当にルナなのだろうか。扉の前の人間は『私』としか言っていない。

「私ではわからんぞ。名を名乗れ。そして、かき鳴らせ。狂おしいほどにかき鳴らせ」

「な、なにをです？」

「……ギターとか？」

「ごめんなさい。弾けないです」

「じゃあ、頑張って練習してくれ。そしてそのあと、オレに教えてくれ。というか、いい加減、名を名乗れ」

「ルナですよ、忍しのぶさん」

「本当か？　本当にルナか？」

「はい。ルナですよ」

　柔らかな口調。きっと扉の向こうでルナは笑顔だろう。しかし、オレはまだ扉を開けるつもりはない。

「お前が本当にルナなら、これから出す問題に答えられるはずだ。問題に答えて、おのれがルナであることを証明せよ」

「頑張ります！」

　何な故ぜか、やる気満々のルナ。なんだろう、普通呆あきれると思うんだが……もしかして構ってもらえることが嬉うれしいんだろうか。それではまるで犬みたいである。

　よし、簡単な問題にしてやるか。

「問題だ。ルナのおっぱいは何カップ？　次の三択から選べ。一、『Ｄカップ』、二、『Ｅカップ』、三、『Ｆカップ』、さあ、答えはどれ？」

「え、えっと……答えがないんですけど……」

「なんと！　では、ではそのサイズはいかに？」

「そ、その、もうひとつ上です」

　おずおずといった感じで答えるルナ。

　なんということだ。ルナの戦闘力はオレの予想を大きく上回った。三番より上だなんて、そんなことが許されていいのか？　たとえ、神が許さなくても、オレは許すぞ、うん。

「しかし、お前はいま多くの女性を敵に回した！」

「そ、そんな。忍しのぶさんが答えろって言うから、恥ずかしいのを我慢して答えたんですよ？」

「そうだね、頑張ったね。入っていいよ」

「あっ、はい。それじゃあ、失礼しますね」

　声と共にドアノブが回り、扉が開き、頬ほおを赤くしたルナが顔を出した。

「で、なに用だ？　オレ様は肩が凝ったぞ。肩かたを揉もめ」

「はい」

　何な故ぜか嬉うれしそうな顔をして近づいてきたルナだったが、途中で立ち止まり、違う違うといった感じで首を小さく横に振った。

「忍さん、ご飯ができましたよ？　肩揉みは、ご飯のあとにしましょうね？」

　もしルナがメイド服を着ていたら、疑いようもなくメイドさんである。

　母さんを唆そそのかしてルナにメイド服でも着せようかなどと考えながら、オレはルナと一緒にリビングへと向かった。

　黒魔術の本のことなど頭からすっかり消えていた……。



    

  
    
      


第四章　お月様の正体



　それは断片的な記憶の欠片かけら。

　悲鳴のようなブレーキ音。吹き飛ぶ小さな体たい躯く。赤い血。空うつろな言葉。嗚お咽えつの声。濡ぬれた自分の頬。頭に触れた手の温ぬくもり。優しい温もり。優しい微笑ほほえみ。優しい言葉。哀かなしい笑顔。哀しい瞳ひとみ。……哀しいほど無力な小さな両の手。

　叫んだ言葉。誓いの言葉。忘れてしまった言葉。オレが伸ばした手は――

「忍さんっ」

　不安げにオレを呼ぶ声で目が覚めた。

　ハッ、と目を開き、飛び跳ねるように上体を起こすと、身体からだは熱く、全身に汗をかいていた。両の拳こぶしは固く握られ、心拍数も高い。カーテン越しの朝日が妙に眩まぶしい。

「……大丈夫ですか？　うなされてましたよ？」

　声に顔をあげると、ルナが心配そうな顔をしてオレを見つめていた。

「怖い夢、見ちゃったんですか？」

「あ、ああ。そうだな。ひどい夢だった。なんかよくわからんが。水着着た綺き麗れいな姉ちゃんたちにもみくちゃにされる夢を見た。まいったぜ。あいつら離してくれなくてよお」

　布団の中で固く握られた手を解きながら、無む理り矢や理りに笑みを作るものの……無理をしていることがバレてしまったようだ。

「大丈夫ですよ」

　そっとルナがオレに手を伸ばす。

「もう、大丈夫ですからね」

　頭に触れる温ぬくもり。温かく柔らかい感触。包まれるような感覚。

　不思議だ。まだ、夢の中にいるのだろうか。頭を撫なでられているだけなのに、抱きしめられているような気がした。

　心が落ち着いていく。自然と手は解け、身体からだから力が抜けていく。

　ああ、目を閉じれば、そのまま眠ってしまいそうな安あん堵ど感。

　優しく包まれる感覚に酔いしれ、甘え、心を満たしていたオレだったが、

「……ちょっと待て」

　オレは子供か？　怖い夢を見て、頭を撫でられて落ち着くよママン、ではちと恥ずかしいんじゃないのか？　というか、すごく恥ずかしい。

「……貴様、それはオレを武士と知っての狼ろう藉ぜきか？」

「え？」

　両手で包み込むようにして、頭に置かれたルナの手を「ふぬん」と解くとオレは叫んだ。

「アチョー！」

　人差し指と中指を伸ばし、ルナの頬ほっぺたやら手やらを突っついて、遺い憾かんの意を示してみた。すると、ルナは「わわっ」と、慌てながらオレの手から逃れようとする。

　おそらく、くすぐったいのだろう。両の手を使って笑いながら防御するルナ。

　うむ、とても面白い。焦った様子や、驚いた顔が、なんとも愛らしい。

「アチョ、アチョ、ホアチョ」

　調子に乗って奇声をあげつつ、防御の穴をかいくぐり、ルナの身体を突っついて遊んでいると、

「ひゃっ……ぁっ……」

　不意に、ルナの口から色っぽい声がもれた。

　そして、オレの指からはぷにゅんという柔らかい感触。

　目を見開き、目を見張り、目を皿にしつつも、オレは刮かつ目もくした。

　――オレの指がルナの胸に吸い込まれていく。

　服を通してでも伝わる桁けた違ちがいのボリューム感。オレの指は柔らかくも弾力のある大きな胸にのみこまれ、第一関節あたりまでが胸の中におさまってしまった。

　しかしそれだけではない。指が押し返される。はちきれんばかりの胸の弾力感が指の侵入を拒んでいるのだ。

　なんてこった。オレは負けじとつんつんした。すると、ぽよんぽよんといった感触が返ってきた。こ、こいつはすげえ。感動しながら、ルナの右胸中心部を突っついていると、

「んぁあ……うぅん……し、忍しのぶさぁん、だ、だめですよぉ～」

「ん？」

　艶つやっぽい声に顔をあげると、ルナが真っ赤な顔してオレを見つめていた。

　そこでオレは我に返った。

「チガウヨ？　ソウジャナイヨ？」

　よくわからん言い訳をしながら、慌てて指を引っ込めるものの、ルナは耳まで真っ赤にして、俯うつむいてしまった。

　ああ、どうしよう。どう謝ったら許してもらえるだろうとか思っていると、

「……あ、あの、忍さんは、私の胸……さわりたいんですか？」

　赤い頬ほおのまま上目使いでルナがそんなこと言うもんだから、オレは焦った。そして、

「そこは胸とは言わず、おっぱいと言ってはくれまいか？」

　焦ってつい、己おのれの願望を口にしてしまった。

　ルナは少し悩んだ素振りを見せたあと、赤くなりながらも再び問うてきた。

「忍さんは……私の、その……おっぱい……さわりたいんですか？」

「――あっ。風が呼んでる。行かなきゃ！　だってオレは、戦士なのだから！」



    

  
    
      



    

  
    
      　意味不明なことを叫ぶと、オレは逃げるように部屋の扉へと向かう。

　我ながら最悪の誤ご魔ま化かし方だと思う。アホじゃないだろうか？　何な故ぜ、素直に触りたいと言えなかったのだ。何故、照れてしまったのだ。何故だ！

　オレは己おのれの心に激しく問うたが、ヘタレという答えしか返ってこなかった。

　自分の不ふ甲が斐いなさに肩を落としていると、

「忍しのぶさん」

「あっ、はい」

　声に振り返った瞬間――ちゅっ、と突然、頬ほおに柔らかくも温かい感触。

「……へ？」

　思わず間の抜けた声がもれてしまった。

　肩に触れた柔らかな髪。間近に見える濡ぬれた薄桃色の唇、伏せられた瞼まぶたの長いまつ毛。

　ルナは赤い頬のまま、

「……おっぱいさわった、お返しです」

　悪戯っぽく笑って、そう言った。

　ああ、この不自然なまでの胸の高鳴りはなんだ？

　病気だろうか？　そういえば、さっきから妙に頬が熱いし、心拍数もやたらと高い。

「こりゃあ、ダメだ。今日は学校休むわ」

「ええっ？　そ、そんなにイヤだったんですかぁ～？」

　オレが『体調悪い宣言』をすると、何故かルナが半泣きになってしまった。

　どうしてだろう？



　●　●　●



　放課後、オレは机に座りながら窓の外を眺めていた。

　オレは帰宅部のエースではあるが、今日はその座を他ほかの連中に許してしまった。

　ため息を吐きながら、オレは雨粒が貼はり付ついた窓ガラスに視線を戻す。

　――雨だ。帰る段階になって、突然降り出した。

　雨はいまも激しい音を立てて降り続け、しばらく止やみそうにない。

　テレビのお天気お姉さんは、『今日は全国的に晴れです。ハレルヤ』とか言っていたので、それを信じて傘かさは持ってこなかった。別に濡れてもよかったが、しばらく待てば小雨になるだろうと思い、教室に残り、雨が弱まるのを待っていた。

　教室にはオレと同じように、雨の様子をうかがう帰宅部の連中や暇を持て余した運動部の連中が残って談笑していた。

　クラスメイトたちの笑い声を聞きながら、オレは黙って雨を見つめ続ける。

　サァーという澄んだ雨音。独特の雨の匂におい。水気を含んだ木々。

　暇だったので、俳句でもひねりだそうかと考えていると、

「――あっ、忍しのぶさんいました」

　不意にルナの声が聞こえてきた気がするが……気のせいだよな？

　突然、学校にルナが来るはずがないだろう。どんな空耳だよとか思いつつも、教室の扉に目を向けると、

「忍さ～ん」

　嬉うれしげに小さく手を振る金髪のダイナマイトバディお姉さんが見えた。

　金髪お姉さんは、なにやら可愛かわいらしい笑顔を浮かべながらオレの名を呼んでいる。

　どう見てもあれはルナではあるが、どうしてこんなところにルナがいるのだろう。

　ひょっとしたら、あれはオレの脳が創つくり出した幻？

　手を振り返して応こたえてやると、ルナは輝く笑顔を浮かべて近寄ってくる。

　教室で立ち話をしていたクラスメイトたちは、まばゆい金髪を揺らしながら、歩み寄ってくるルナを見て、うっとりとしたため息をもらした。そして、みな一様にルナに道を譲りだす。ちょっとしたモーセの誕生である。

「ボ、ボクらの学校に女神様がご降臨あそばされた！」

　誰かがそう叫ぶと、クラスメイトたちは納得したように頷うなずいた。

　ルナはそんなクラスメイトたちの様子を見て、不思議そうに首を傾かしげながらも、机に座っていたオレのもとへ一直線にやって来た。

「忍さん、傘かさ持ってきましたよ。一緒に帰りましょう」

　ふんわりと笑うルナ。

　ルナの左腕を見ると、黒とピンクの傘が二本ぶら下がっていた。

　……もしかしたら、これは夢？

　確かめるためにオレはルナの頬ほおにそっと手を伸ばし、軽く引っ張ってみた。

「い、いたいれす。ろうして、つねるんれすかぁ？」

　ルナは涙目だ。

　うむ、痛いということは夢ではないということ。これは現実か。

「しのふさん、怒ってるんれすか？」

　悲しげな顔をするルナにオレは誤ご魔ま化かすように言った。

「いや、これはお前の存在を強く感じるため故の行為。つまりは愛情表現なんだ」

「……あいひょう？　そ、そうなんれすか。だったらいいれす」

　途端、笑顔になるルナ。

　うん、見事に騙だまされてくれたわけだが……すごく罪悪感を覚える。いそいそとルナの頬ほっぺたから手を離すものの、オレがつねったせいか、その頬は少し赤い。

　ああ、悪いことをした。何な故ぜかルナは嬉うれしそうだが、やっぱりちゃんと謝った方がいいよなあとか思っていると、

「な、南なん条じよう君！　君はその女神様と知り合いなのかい！　知り合いなのかい！」

「……ん？　ああ、こいつはオレのメイド」

　色々と面倒だったので、目を血走らせている男子たちに適当なことを言って返すと、

「き、鬼き畜ちくだぁ！　南条君は鬼畜だぁ！　Ｒ―18だぁ！」

「さ、最低！　最低よ南条くん！　外国人を誘拐して調教した挙げ句、メイドという名の奴ど隷れいにするなんて！　その人、否定しないどころか少し嬉しげじゃない！　この鬼畜！」

　何故だか、教室に残っていた女子たちから非難という名の集中豪雨を受けてしまった。

「南条君！　君は許されないことをした！　こんな綺き麗れいな人を堕おとすなんて――許さざること山の如ごとし！　見損なったよ！　でも、攻略情報求むぅうぅ～！」

「そうだ教えてくれ！　どうすればそんな金髪美女をゲットできるんだ？　金か？　力か？　それとも愛か？　教えてくれ！　教えてくれないと、俺おれは大声で泣き喚わめくぞ！」

　女子に続いて、男共もぎゃあぎゃあ喚き出した。やかましかったので、だんと机を叩たたき、

「――うるせえぞコラ。それ以上騒ぐと、テメエ等らに地獄見せんぞ、おい」

　ちょっとした冗談で脅すように言うと、クラスメイトたちは顔を青くして、ガタガタと震えだした。

　……え？　オレって、そんなに怖いの？

　確かに意図的に悪人面してみたが、ここまで効果的だとなんかへこむ。

　胸中でこっそり肩を落としていると……なにやら廊下が騒がしいことに気がついた。

　なんだろう、と耳を澄ますと、「金髪美女はどこだ！」、「目撃情報では二年の教室に入ったらしい！」、「探せ！　この世のすべてがそこに置いてある！」、「すげえ、まさにワンピー……いや、なんでもない」などと騒ぐ男たちの声が聞こえてきた。

　このままここにいたら、またぎゃあぎゃあ騒がれる。

　クラスの連中もまた騒ぎ出しそうな感じだし……面倒だからさっさと帰ろう。

　オレは「もう帰ろう」と言ってルナの手を引くと、早足で教室から離れた。

「あっ、逃げた！　南条君が女神様を独占したままボクらの質疑応答から逃げ出した！」

「南条くんのエロス人！　もう！　明日、事の次第をきっちり話してもらうからね！　怒ったら、五ご行ぎようさんに言いつけるからね！」

　……五行さんの力に頼らないといけないほど、オレは怖がられているのか？

　なんか切ないなあ、とか思いつつ、ルナの手を引いたまま下げ駄た箱ばこへ。ルナはここで来客用のスリッパに履き替えたようなので、一緒になって靴を履き、校門に向かう。

「はい、忍しのぶさん」

　外に出る際、ルナがオレに黒の傘かさを差し出してくれた。

「ああ、悪いな。助かったよ。ありがとう、ルナ」

　傘かさを受け取りながらそう言うと、ルナは少し驚いた顔をした。

　わざわざ学校まで来て傘を届けてくれたので、お礼ぐらい言ってもいいと思ったのだが……まあ、確かにオレが素直に礼を言うのは珍しいと思う。

「よかったです」

　満面の笑みを浮かべてルナは頷うなずく。もしルナが犬だったら、ぶんぶんと尻尾しつぽを振って喜んでいたかも知れない。そんなことを思わせるほど、ルナは嬉うれしげだった。

　ちょっとお礼を言っただけで、ここまで喜ばれると、嬉しいような照れくさいような複雑な気分だ。でも、隣で微笑ほほえむルナを見て思った。

　今度からもう少し、素直に礼を言おうと。

　オレはこんな風に笑うルナが嫌いじゃない。

「よし、ルナよ。お前に褒美をとらせよう。なにか欲しいものはあるか？」

　手始めに、傘を持ってきてくれたお礼をしようと思ってそう提案してみると、ルナは少し考えたあと、「物じゃなくてもいいですか？」と訊きいてきたので、鷹おう揚ように頷いてやった。すると、ルナは頬ほおを赤くしながら、控えめに小さな声で言った。

「……頭、撫なでて欲しいです」

「ワッツ？」

　思わず英語になるくらいに動揺してしまったが、素直になると決めたばかりだ。

　オレは平静を装いつつも、ルナの頭に手を伸ばして、ゆっくりと撫でる。なずなとは違う髪質。匂におい。見上げてくるエメラルドグリーンの瞳ひとみ。赤らんだ頬。薄桃色の形の良い唇。

「……終わり」

「え、ええっ？　ま、まだ、十秒も経たってませんよ？　なずなちゃんにはもっといっぱい撫でてあげていますよ？」

　寂しげにオレを見あげてくるルナに背を向けて答えた。

「続きはウェブで」

「わ、私、パソコンさんは使えません」

「今度教えてやるよ」

　背中で答えつつ、オレは傘を広げて早足で歩き出す。

　まともにルナの顔が見られない。どうしてなずなやクラスの女子たちとはこうも違うのだろう。心拍数が変にあがってしまって困る。

　隣に並ぶルナから目を逸そらしながら、校門を目指して歩いていると、

「ん？」

　不意に違和感が身体からだを突き抜けた。

　思わず眉まゆを寄せる。

　外に出た途端、首筋がチリチリと痛むような不思議な感覚に襲われた。

　妙に居心地が悪い。誰かに見られているような感覚がして、不快感が募る。

　その不快感は校門に近付くにつれて激しくなり――オレは気がついた。

「……雨が止やんでいる？」

　さっきまで確かに降っていた雨がぴたりと止んでいた。

　おかしい。

　傘かさをおろして、空を見上げると……雲が動いていなかった。真っ黒な雲は停止したように動きを止め、微動だにしない。雲だけではない。風がない。匂においがない。音がない。

　――まるで停滞したかのように動きを止めた世界。

　別世界に紛れ込んでしまったかのような違和感。

　ルナに視線をやると、オレと同じことを感じたのか、不安げに瞳ひとみを揺らした。

「なんだこれ」

　思わず漏れた言葉に、

「結界だ」

　背後から答えが返ってきた。

　硬い声音。鋭い視線。確かな敵意。

　振り返った先には、五ご行ぎようさんがいた。

　五行さんは手に持った竹刀袋の口くち紐ひもを解くと、中から鞘さやに収まった日本刀を取り出した。

　おそらく本物だろう。圧迫感のある漆黒の黒鞘にガチャリという金属音。

「おかしいとは思っていた。南なん条じよう君からはずっとイヤな気配がしていた。だが、南条君は普通過ぎた。なにもない。言動も精神も肉体も、人間のソレだ。普通、化物に憑つかれたら、先のいずれかに異常をきたす。だから、私の思い違いだと思っていたんだが……」

　射貫くようにルナを見つめながら五行さんは言った。

「南条君から離れろ、化物」

　化物――その言葉に、ルナの肩が小さく震えた。

「お前は餌えさ場ばを広げるつもりで来たんだろうが……裏目に出たな。化物、お前は私がここで封じる」

　五行さんは鞘から刀を抜き、白はく刃じんをルナに突き付ける。

　途端、身体からだが勝手に動いた。

「……どいてくれ南条君」

　庇かばうようにルナの前に立ったオレに、五行さんは諭すように言った。

「南条君、君はその化物に騙だまされている。よく考えてみてくれ。その化物とどこで出会った？　いつ知り合った？　どうして傍そばにおいておく？　……場所も、時間も、理由もどれも曖あい昧まいだろう？　その化物はよくわからないまま家に居ついたんじゃないのか？」

　五ご行ぎようさんは「悪魔がよく使う魅惑チヤームだ」と続ける。

「その化物は家族に取り入り、家族に気に入られている。そうだろう？　悪魔――吸血鬼や夢む魔まの常じよう套とう手段だ。日本の鬼にも魅惑を使うモノもいるが……そいつはおそらく前者だろう」

　吸血鬼？　夢魔？　……ルナが？

「悪魔の目的は人間の魂を奪うことだ。己おのれの魂の質をあげるために人間の魂を奪う。下級悪魔がよくやる手段だ。学校に来たのも多くの人間の魂を奪うためだろう」

　魂を奪う……ルナが？

　――瞬間、激しく頭痛がした。

　魂を奪う。その単語に引っかかりを覚えた。

　頭ず蓋がいが軋きしむような痛みの中、不意に、泣いている少女が脳裏に浮かびあがってきた。ひとりで泣いている少女。金髪に翠みどりの瞳ひとみの少女。その少女はルナとよく似ていて……

「やめてくれ」

　首を回してルナを見ると、やっぱり泣きそうな顔をしていた。

　こんな悲しそうな顔はもう見たくない。

　まだルナのことは思い出せないが、確かにそう思った。

「やめてくれ、五行さん」

「……南なん条じよう君。君だけの問題じゃないんだ」

　硬い表情のまま、五行さんは一歩踏み込んでくる。

「その化物が君だけの魂で満足しなかったら……多くの人が不幸になる」

　すっと、五行さんは懐から一枚の紙キレを取り出す。厚い紙には複雑な漢字が書き連ねてあった。

「霊れい符ふだ」

　短く言うと、五行さんはオレに向かって、符を投げつける。それは容易にかわすことができた。しかし、その符の標的ははじめからオレではなかったようだ。オレへと迫っていた符は突如向きを変えるとルナへと迫り――破裂した。

　まるで破裂した風船だ。符は木こっ端ぱ微み塵じんの紙キレと化した。

「その霊符は人には効果がない。それは人外にのみ反応する。当然だ。魔を祓う目的で作られたのだからな」

　五行さんはまた一歩近付いてくる。

「信じられない気持ちはわかるが、南条君。そいつは悪魔なんだ。君は騙だまされている」

「……騙されている？」

　オレの声は震えていた。怒りに……震えていた。

　ルナがオレを騙すなんて、そんなバカな話があるわけないだろう。

　五ご行ぎようさんはルナのことをなにも知らない。

　母親に捨てられたこと。左手の傷きず跡あとのこと。人前で泣くことを許されなかったこと。

　おかえり――たった、それだけの言葉が嬉うれしくて泣いたこと。

「……悪魔って言葉だけで片づけないでくれ」

　ルナは悪魔。たとえそれが事実だとしても、オレの気持ちはかわらない。

「こいつは、ルナはもうオレの家族なんだよ。だから五行さん……やめてくれ」

　背後でルナが息を飲む気配がした。

　大丈夫だ、オレが守ってやる。気持ちを込めてオレは五行さんに言った。

「五行さん、悪いがこれは譲れない。ルナに手を出すって言うのなら、手加減はできない」

　そこでオレは傘かさを放ほうり投げ、構えを取った。

　半身になり、腰を落とし、左手を柔らかく伸ばし、右手は掌てのひらを向け、臍へそのあたりにゆったりと漂わせる。五行さんはオレの構えを見て、目つきを変えると言った。

「……そうか。わかった。悪魔に憑つかれた影響だ。南なん条じよう君は正気じゃない。悪魔の魅惑チヤームに精神を犯されている」

「だったらどうするんだ？」

「その化物を封じるまでだ」

　言葉と共に五行さんは腰を落とし、刀を担ぎ、刃を背中に隠して構える。

　それは剣道ではなく剣術の構え。活人剣ではなく殺人剣の構え。

　異様なまでの圧迫感を噴出させながら、五行さんは一歩踏み込んでくる。

「汝なんじは焔ほのお。汝は火ひノの神かみ。汝は炎えん龍りゆう……」

　背中に隠した刃を徐々に振りあげながら、祝詞のりとを謡うように五行さんが囁ささやく。そのたび、刀の切っ先から陽炎かげろうが揺らめきはじめる。

　自然と額から汗が吹き出してきた。

「血を騒がせ。鼓動せよ。我は五行。魔を焔で焼き払う者。我が呼び声に応じよ」

　――火之迦具土神ヒノカグツチ。

　五行さんが呟つぶやいた途端、刀が閃せん光こうと共に蒼あお白じろい炎に包まれた。

「浄化の炎だ。これで南条君に憑いた魔を振り祓はらう」

　五行さんが刀を軽く振るうと、蒼の炎がオレの足元に飛んできた。

　膝ひざに当たった炎は熱湯レベルに熱い。しかし、顔をしかめるオレに五行さんは言った。

「大丈夫だ、魔を祓うための炎だから人には無害だ。ちょっと火傷をするだけだ」

「……いや、火傷の前に、刀で斬きられたら死んじゃいますよねえ？」

「痛くないようにする」

　真ま面じ目めな顔をしてそんなことを言う五行さん。

　これはまずい。刀だけでも厄介なのに、炎まで追加されては勝ち目はない。

　……こうなったら逃げる他ほかないだろう。

　目的は戦うことでも、勝つことでもなく、守ることだ。

　そのためなら、ちっぽけなプライドは捨ててルナを連れて逃げよう。いや、一番いいのは、オレが囮おとりになってルナだけ逃がすことだろう。しかし、この提案にルナが乗ってくれるとは思えない。ルナのことだから、『忍しのぶさんを置いていけません』とか言うだろうし。

　どうしたものかと悩んでいると、問答無用で五ご行ぎようさんが一歩踏み込み、刀を再び掲げた――その瞬間。



　――待てぇい！



　突然、凛りんとした声が響き、オレは驚いて声の方へと振り返った。

「お前たち、一体なにをしているんだ！　ここは学校だぞ！　勉強するところなんだぞ！　ケンカはよくないんだぞ！」

　格好かつこいい声のわりには、言っていることは子供みたいだった。

「悪いことしたら、めーなんだぞ！　わかっているのか！」

　まるでお説教でもするように言うバカ。そう、振り返った先にはバカがいた。

　銀髪のツインテール。綺き麗れいな紅あかい大きな瞳ひとみ。人形のように整った顔立ちの美しい少女。

　少女は校門の塀に仁王立ちして格好つけているが、何な故ぜか異様に間抜けに見える。その間抜けさに、振り返ったルナも五行さんもなんとも言えない複雑な表情をした。

　少女はそれに気づかないどころか、自分に視線が集まったことで、なにかを勘違いしたのか、「わたしが誰だか知りたいようだな」と呟つぶやいた後、バッ、と両手を広げると叫んだ。

「遍あまねく者は見るがいい！　わたしが、わたしこそが――神である！　はい、拍手！」

　拍手を求めてくる自称神だったが、白けた空気が漂う中、それに応える者は誰一人としていなかった。すると、寂しかったのか、「……泣くぞ？」と、自称神は半泣きになった。

　それを見てかわいそうに思ったのか、ルナが控えめに拍手をすると、追従するように五行さんも拍手。その様子に、銀髪紅目のアルビノ少女、エルニは満足したように頷うなずいた。

　お忘れかもしれないが、エルニはしばらく前に、オレが購入したホットドッグを奪い、先日、携帯電話でオレにセクハラまでしてきた変なヤツだ。端正な容姿だが、喋しやべると致命的なまでにバカということが露呈する残念な美少女である。

　オレは改めて、ブロック塀の上で格好つけているエルニを見る。この前、見た時と同じぶかぶかの黄色いパーカーに、右手には何故かブルーのスケートボード。

「……ど、どうして、ここに人がいるんだ？　まさか、結界を破ってきたのか？」

　呆ぼう然ぜんとエルニを眺めていた五行さんだったが、不意に、我に返ったのか、驚いたような表情を浮かべた。そんな五行さんに、エルニは「ふふん」と鼻を鳴らして答えた。

「結界？　あの紙キレなら、お腹なかがすいていたから食べてしまったぞ！」

「お、お腹こわすぞ？」

　自慢げに胸を張るエルニに、心配そうな顔して五ご行ぎようさんが言う。

　それに、エルニは「めぇ～」と元気一杯にヤギの鳴き真ま似ねをして返す。

　すげえな、エルニ。五行さんもびっくりだ。

　でも知ってるか、エルニ。ヤギって紙食べるイメージがあるけど、実際に食べさせると、紙を消化できないで腸ちよう閉へい塞そくを起こす可能性があるから危険なんだぞ？

　きっと、エルニはそんなことは知らなかったんだろう。自分は格好かつこいいと勘違いしたような顔をして、

「とうっ！」

　塀の上から跳躍すると、手に持ったスケートボードに飛び乗り、くるくる回転しながら華麗に着地。そして、スケートボードに乗りながらオレたちの元へやって来る途中……バランスを崩して転倒した。

「い、痛くない！　痛くないからな！」

　ズササァーと顔面から転げ落ちたエルニだったが、勢いよく顔をあげ、ごしごしと両の瞳ひとみの端にたまった涙を拭ぬぐうと、スケートボードに乗りなおし、今度はゆっくりと移動して来て、そして叫んだ。

「どうしてメールをくれないんだ、忍しのぶ！」

　いきなり、ぷんぷんと頬ほおを膨らませながらエルニに非難されたので少し驚いた。

　メール？　なんの話だ？

「待ってたのに！　せっかく携帯買ったのに、どうしてそんなにつれないんだ！」

　携帯？　……あっ、そういえば、デパートでエルニの携帯電話の番号とメールアドレスを登録した時、オレ、エルニに『メール送る』って言ったけど、ずっと放置していた。

「ひどいじゃないかぁ！　忍、メールくれるって言ったのに！　ひどい！　あんまりだ！ずっと待ってたんだぞ！　わたしがどれだけ寂しかったかわかるか！」

　エルニは目に涙をためて怒っていた。

　これは悪いことをしてしまった。素直に謝ろうと思っていると――だっと、五行さんが駆け寄って来て、「危ないから逃げてくれ」と、エルニを掌てのひらで押しのけた。

　五行さんもそんなに力を込めたわけではなかったんだろう。

　しかし、エルニはスケートボードに乗ったままだったため、先程のようにバランスを崩して転倒。後頭部を地面にぶつけ、

「ふぇぇ……」

　さすがに痛かったのか、うるうると瞳を潤ませはじめた。

「大丈夫ですか？」

　母性本能をくすぐられたのか、ルナはエルニに近づき髪や服についた砂を優しく払う。

「ありがとう」

「はい」

　まるでお母さんとその子供のようであった。

「……さて」

　オレは顔をあげて、いじめっ子的立ち位置にいる五ご行ぎようさんを睨にらみつける。

「最低だな、五行さん」

「ええっ？　た、確かに私も悪かったと思うが、そ、その、決してわざとじゃ……」

「言い訳か？　男らしくないぞ！」

「女の子だ！」

　怒られてしまった。しかも結構本気っぽく怒られてしまった。怖い。

「怖い。この人、怖い。いじめっ子だ。なんでも暴力で解決する気だ。最低だ」

「本当だ。神に暴力振るうなんて最低だ。いたかったんだぞ！　それでも退魔の一族か！」

　五行さんが怖いのか、オレの背中に隠れながら怒るエルニ。

「五行の一族は退魔士の中でも優秀で礼儀を重んじると聞いていたのに、がっかりだ！

わたしはもう頭にきた！　五行の一族はみんなエッチだっていう噂うわさを流してやる！」

「よし、オレも協力しよう。五行さんはエッチだと、学校中にウソの噂を流してやろう」

「や、やめてくれ！　わ、私は別にエッチじゃない！」

　真っ赤になる五行さん。

「……エッチじゃない？　ふん。怪しいものだな。なあ、エルニ」

「ふたりエロス」

　真ま面じ目めな顔して変な合いの手を入れて頷うなずくエルニ。

　五行さんはますます真っ赤になって否定したあと、

「そ、それにしても、君は私たちを、退魔士のことを知っているのか？」

　話を逸そらした。話を振られたエルニは「うん」と頷いたあと言った。

「退魔の祖は賀か茂も。その賀茂の弟子の一人に焔ほむらを以もって退魔を行なうのを得意としていたのが五行だろう？」

「どうして、そんなことを知っているんだ？」

「どうしてもなにもわたしは神だからな。神はなんでもわかるぞ？　苦手なのは算数ぐらいだ」

　目を丸くする五行さんに自慢げに答えるエルニ。

　せめて数学って言おうぜ、と心の中でオレは突っ込んでおく。

「でも、その退魔の五行が、この金髪美女になんの用なんだ？　こいつはわたしが忍しのぶにつけた守しゆ護ご霊れいみたいなものなんだぞ？　退治する必要なんてないだろう？」

　ルナを見ながらエルニがとんでもないことを言い出した。

　ちょっと待て。ルナが守しゆ護ご霊れい？　それもエルニがつけた？　すると、オレがいま指にしている指輪はルナを呼び寄せるためのものだったのか？　もし、それが事実なら……。

　オレは、たんこぶができた後頭部を涙目で撫なでているエルニを見つめる。

　実はこいつ、すごいヤツじゃないんだろうか。

　驚きよう愕がくの事実に、オレが目を丸くしていると、

「じゃあ、君がこの化物を南なん条じよう君に憑つけたと？」

　エルニの言葉に五ご行ぎようさんが表情を変える。低い声をもらしながら、睨にらみつけるようにエルニを見る。するとエルニは、「化物？」と首を傾かしげた。

「なにをバカなことを言っているんだ？　わたしは神なんだぞ？　すごいんだぞ？　ご飯をくれた忍しのぶに感謝してるんだ。化物なんか憑けるわけ――」

　エルニは唇を尖とがらせながら、ルナをジロジロ見たあと、

「う、うわっ！　こ、こいつ悪魔だ！」

　腰を抜かしながら叫んだ。

「それも、こいつ、そんじょそこらの下級悪魔じゃないぞ！　だ、誰だ、こんな悪魔を呼んだのは！　こういう強い力を持った悪魔は人間界の結界に引っ掛かるから、普通なら人間界に降りてくることなんてできないんだぞ！　誰だ、こんな奴呼んだのは！」

　ぷんぷん、と怒り出すエルニに、五行さんは熱視線を送る。人、それを殺意と呼ぶ。

　エルニも五行さんの視線に気づいたのだろう。脂汗をだらだら流しはじめた。

「……そ、そうか。わたしがやったんだったな。で、でも、こんな日もあるよね？」

　同意を求めようとするエルニだったが、五行さんは無言で刀を手にしたままゆらりと近づいて来る。

「わ、わわっ。ま、待ってくれ。話せばわかる！」

　バッ、とエルニは再びオレの背後に隠れた。そして、

「こ、こいつがどうなってもいいのか！」

　オレを人質に取り出した。

　いい度胸してるなあ、おい。

「一歩でも動いてみろ！　え、えっと、キ、キスしちゃうからな！」

　オレに顔を近づけながら、赤い顔で言うエルニ。そんなエルニに、

「そ、そんなのダメです！　忍さんを放して下さい！」

　どうしてか必死な顔をして叫ぶルナ。

　五行さんに視線をやると、どうしたらいいのだろう、という顔で立ち止まっていた。

「う、動くんじゃないぞ。忍の唇がどうなってもいいのか？」

「や、やめて下さい。忍さんにひどいことしないでください。あっ、いま、忍さんの唇触りました！　指で触りました！　ひどいです。ずるいです。羨うらやましいです」

　ぷにぷに、と人の唇やら頬ほっぺたを触ってくるエルニに、ルナが涙目で抗議していた。

「あ、あの……」

「う、動かないで下さぁい！　忍しのぶさんがどうなってもいいんですかぁ！」

　五ご行ぎようさんが一歩踏み出そうとした瞬間、ルナが涙目で一喝。

　何な故ぜか妙な気迫があり、五行さんは「ご、ごめんなさい」と謝っていた。

「ふふふ。いい具合に時間稼ぎができたぞ。結界にはわたしが亀き裂れつを入れておいたからな、じきにこの結界は破られる。そして、刀を手に持った危険少女が人の目にさらされるのだ」

　エルニは「計画通り」と最低なことを言い出した。

　それにしても、さっきから密着感がすごいのだがどうしたものか。

　背中から抱きつかれているような状態なので、ふたつの柔らかい小さな膨らみがオレの背中にダイレクトアタックしている上に、エルニからはいい匂においがする。

「ふう」

　オレは小さく深呼吸すると、身体からだを捻ひねって、人の右肩に顎あごを乗せているエルニを引きはがす。そして手を伸ばし、むんずとエルニの襟えり首くびを掴つかんで持ちあげる。

「わあっ。な、なんだ、急に猫掴みなんかして。抱きしめるなら正面からにして欲しいぞ？」

　両手を広げるエルニを無視して、オレは五行さんへと近づく。そして、混乱状態に陥り、戸惑っている五行さんの背中にさっと回り込み、その無防備な背に……そっとエルニを預けた。

「これでよし。じゃあ五行さん、あとよろしく」

「え？　あ、あの、私はどうしたら？」

　五行さんは首を回して、コアラのようにひしと背中に抱きつきだしたエルニとオレとを交互に見ながら、困ったような顔をしていた。その様子を眺めながら、オレはぽんとエルニの頭に手を乗せると叫んだ。

「いまだエルニ！　必殺のスネークホールド！」

「きしゃあぁ～！」

　蛇のつもりなのだろう。可愛かわいらしい声をあげてエルニは両手と両脚を使って五行さんに絡みついた。五行さんはエルニのスネークホールドを受けて、「わわっ。胸はやめてくれ」とか赤くなりつつ悲鳴をあげていた。

「油断したな五行さん」

　勝ち誇ったように言うと、オレはルナへと向き直る。

「さて、逃げるか」

「「ええ――っ？」」

　エルニと五行さんが見事にハモって驚いた声をあげたが気にしない。当初の目的通り逃げるだけだ。オレはルナの手を掴つかむと二人を置いて駆け出した。

「し、忍しのぶの裏切り者ぉ！　わたしを置いて逃げるなんてひどいじゃないかぁ！　今度、勝手に忍の家にあがりこんで、晩ご飯のおかずを食べちゃうからなぁあああ！」

　背後で「バカぁ～！」と叫ぶエルニと、「ま、待ってくれ！」と叫ぶ五ご行ぎようさん。

　問答無用で二人を無視し、オレとルナは校門に向かって走り出す。

　五行さんは追っては来なかった。

　不思議に思って振り返ると、エルニが必死な顔をして五行さんにしがみついていた。

　口では怒っていても、逃げる手助けをしてくれているようだ。

「また飯でも奢おごってやるよ」

　小さく呟つぶやくと、オレはルナの手を掴んだまま校門を飛び出した。



　●　●　●



「ここまで来れば大丈夫だろう」

　後ろを振り返り、オレは足を緩める。

　エルニが言った通り、結界は壊れていたようで普通に校門を出ることができた。

　さすがに五行さんも街中では刀を振り回さないだろう。

「……んじゃあ、帰るか」

　隣に並ぶルナにそう告げるものの、反応がない。

「そういえば、雨止やんじまったな。せっかく傘かさ届けに来てくれたのにな」

　見上げると黒い雲が空を覆ってはいたが、雨は止んでいた。

　傘を放ほうり出してきたから、よかったといえばよかったんだが……。

　オレは、俯うつむいたまま歩くルナを見る。

　なにを考えているのかはすぐにわかった。

　後悔しているんだろう。学校に来たこと。傘を届けに来たこと。オレに会いに来たこと。

　悪魔だとオレに知られたことがショックだったんだろうか。

　ずっと俯いたままだ。

　ルナのことだ。オレに嫌われたとか思っているのかも知れない。

　オレは繋つないだ手を握り直す。

　自分の気持ちを素直に伝えるのは苦手だ。でも、いまは伝えたい。

　いまにも泣きそうな顔して俯いているこいつに伝えたい。

「ルナ」

　顔をあげたルナに、オレは一言だけ告げる。

「傍そばにいろ」

　強く手を握る。気持ちが伝わるように優しく手を握る。傍そばにいて欲しいと手を握る。

　ルナはほんの一瞬うつむき、唇を噛かみ締しめ、拳こぶしを強く握り締めたあと、

「……はい」

　顔をあげて涙を流しながら頷うなずいた。

　もう泣くことを我慢しなかった。

　潤んだ声音。握り返してくれた温かな掌てのひら。嬉うれしげな微笑ほほえみ。

　涙を流しながらもルナは笑ってくれた。

　それだけで十分だった。

　オレの気持ちはかわっていない。守ろうと思った。なにがあろうと守ろうと思った。

　不思議だ。ずっと昔からこの気持ちを抱いていたみたいだ。

　どうしてこんなにも自分が誇らしいのだろうか。

　わからない。わからないが、幸せだといま、確かに感じた。

　ずっと、こうやって手を繋つないでいたいとさえ思った。

　あの時もそれを望んで――

「っ！」

　瞬間、頭痛が走った。思わず足を止めると、ルナも同じように足を止めた。

　そして、不意に手を強く握り締めてきた。

「……どうかしたのか？」

　顔を覗のぞき込むと、ルナは強こわ張ばった表情を浮かべていた。

　不思議に思って、ルナの視線の先を追うと、

「コウモリ……？」

　オレたちの前に立たち塞ふさがるようにしてコウモリが翼を広げていた。

　その数は十を超えているにもかかわらず、次第に数を増やしていく。

　そして数秒も経たたないうちに、目の前の景色はコウモリ一色に染められてしまう。

「なんだこれ」

　コウモリの一匹一匹が敵意を持って自分を見ているような気がして気味が悪い。

　ルナの手を引き、踵きびすを返して振り返り――オレは息を飲んだ。

　いつから後ろにいたのだろうか。長身痩そう躯くの男が目の前に立っていた。黒の外がい套とう。燃えるような長い赤髪。琥こ珀はくの瞳ひとみ。人間味を感じさせない異常なほど整った顔立ちに青白い肌。

「邪魔だ人間」

　威圧感をもった瞳を向けられ、思わず足を止めた瞬間――身体からだに衝撃を受け、気づいた時には背中に痛みが走っていた。

　……吹き飛ばされたのか？　ブロック塀の硬い感触を背中に感じながら目を開けると、

「忍しのぶさん！」

　ルナがオレに駆け寄ろうと手を伸ばすが、それは叶かなわない。男がルナの手を掴つかみ、手元に引き寄せた。

「ルナ。あの人間に拘こだわるのは止やめろ。あの男ではダメだ。お前はまた傷つく」

「離してください！」

　ルナは必死で男の手を振りほどこうとするが、歴然とした力の差があるのだろう。男の腕からは逃れることはできない。

「無駄だ。忘れたのか？　お前はこの男のせいで力を失った。魔界ならともかく人間界ではお前は本来の力は使えまい」

　そこで男ははじめてオレを直視する。

　憤ふん怒ぬに染まった瞳ひとみからは明確な敵意が見て取れた。

「この男は七年前の子供だろう？　どうしてこんな人間に拘る？　どうしてこいつの魂を奪ってしまわない？　どうして七年間も放置した？　この男の願いは叶えたのだろう？」

　七年前？　魂？　オレの願い？

　不意に、頭痛を伴って脳裏になにかの映像がよぎった。

　血を流して横たわる少女。震える指先。泣いている自分。

「記憶操作が効いているのか。覚えてはいないようだな」

　顔をあげると、男は怒りに染まった双そう眸ぼうでオレを見下ろしていた。

「やはり貴様もルナを傷つける」

　ふざけるな。男の言葉を否定するように勢いよく立ちあがろうとするが、

「がっ！」

　気づいたときには身体からだを地面に叩たたきつけられていた。

　首を回して後ろを見ると、身体中に無数のコウモリがまとわりつき、オレの身体を押さえつけていた。コウモリたちは次第にその密度を濃くしていき、ついに、二つの人影を作り出した。

　全身を黒に染めた男と女。

　悪魔。頭の中でその単語が木こ霊だまする。

「ブラム様、この男はどうしましょう？」

「始末しますか？」

　黒の男と女がオレの両腕を押さえ込みながら口を開く。

　ブラムと呼ばれた男はルナに視線をやったあと……ため息混じりに言った。

「放ほうっておけ。殺す必要はない」

　それだけだ。

　オレを一いち瞥べつすることなく背を向けてルナの手を掴んだまま立ち去ろうとする。

　ふざけるな。許せるかよ。

　ルナが振り返りオレを見た。また泣きそうな顔をしていた。

　オレはなにをしている？　なにがあっても守るって誓っただろうが！

「邪魔だぁああああ！」

　咆ほう哮こうをあげるように叫ぶと、全身の力をフル稼働させ、腕に乗った悪魔を弾はじき飛ばす。

　驚きよう愕がくに目を見開く二人の悪魔を尻しり目めに、オレはブラムへと迫る。

　爆発的な加速により距離を潰つぶし、顔面を狙ねらって拳こぶしを突き出す。しかし、

「ぐがっ」

　拳がブラムの顔に当たる寸前。腹部に衝撃が走った。

　ブラムは動いてはいない。では、このダメージはなんだ。

　考えるより早くブラムが動いた。

　ルナから手を離し、気け怠だるげに右手を掲げる。

　瞬間、顔面に衝撃を感じた。気づいたときには空を見上げていた。頭を振って構えを取ったときにはもう遅かった。強い不可視のなヽにヽかヽが腹部を貫いていった。

「があっ」

　呻うめくように息を吐き出した途端、下から突きあげるような衝撃を顎あごに受け、身体からだが吹き飛んでいく。まずいと思ったが、遅かった。

　受け身を取ることもできず、後頭部に鈍い痛み。目を開けると視界が揺らいでいた。

　揺らぐ視界の中、ブラムが再び右手を掲げる。

　オレは震える脚に活を入れて無む理り矢や理りに立ちあがり、攻撃に備えるが――避けられない。

　鋭い風切り音のあと、顔面になにかがぶちあたり、オレは片膝をついた。

　視界が揺らぎ、脚が震えた。痛みが遠く、意識が緩んでいく。

　次に衝撃を受けたとき、視界に飛び込んできたのは黒い黒い曇り空。ぐらりと後ろに倒れそうになる身体を無理矢理に支え、かろうじて前を向くものの、力が入らない。前のめりに倒れていく身体を止めることができない。

「もうやめてください。お義と父う様！」

　倒れる寸前、鈍くなった耳に悲鳴じみたルナの叫び声が聞こえてきた。

「……ルナ」

　顔をあげると……ルナが泣いていた。

　揺らぐ視界の中、何な故ぜかそれがはっきりとわかった。

　ああ、守らないと。薄れていく意識の中、オレは手を伸ばすが――この手は届かない。

　無力な腕ではなにも掴つかめない。

　遠ざかっていく背中。連れ去られていくルナ。泣いているルナ。

　沈む意識の中、オレが最後に見たのはルナの泣き顔だった。



    

  
    
      


第五章　七年前の約束



　少女はいつもひとりで泣いていた。

　そいつは生まれたときから、娼しよう婦ふの娘ということで、村の連中から苛いじめられていた。

　だけど、どれだけ苛められても、少女は助けを呼ばなかった。悲鳴をあげなかった。

　売ばい女たの娘、阿あ婆ば擦ずれの娘、穢けがれた娘……どれだけ人々から罵ののしられようが無む理り矢や理りに笑みをつくり、それを許した。

　でも、本当は誰かに助けて欲しかった。抱きしめて欲しかった。愛して欲しかった。

　ひとり泣きながら少女は神に祈った。愛されることを願った。愚直に神に仕え、善行に励んだ。いつか誰かが自分を認めてくれると信じていた。

　――ある日、少女に変化が訪れる。

　ある年、少女の村でペストが流行した。

　村人たちは恐怖した。自分たちの周囲の人間が次々に死んでいく。その恐怖が次第に村人たちを狂わせていった。吸血鬼、魔女、悪魔――それはスケープゴート。

　村人たちは心に巣くった恐怖を覆い隠すために生いけ贄にえを探し出した。

　真っ先に選ばれた生贄は、あの少女だった。

　集団ヒステリーに陥った村人たちは、少女の住む教会に火を放った。怒鳴りながら、罵ば倒とうを浴びせながら、嗤わらいながら狂ったように謳うたった。

　神のものなら燃えはしまい。悪魔のものなら燃え尽きよ。

　少女は恐怖した。自分のせいで教会が燃え、逃げ遅れたシスターたちが炎に包まれようとしていた。少女は強く願った。シスターたちが助かることを。火が消えることを。

　――そして奇跡が起きた。少女の左手が光り輝いたのだ。燃えるような痛みを感じ、少女が左手に目をやると、皮膚が十字に裂け、血が流れ出ていた。

　それは聖せい痕こん。キリストが十字架で受けた傷が、身体からだに現れる聖なる現象。

　少女は神に選ばれたのだ。

　これでみんなを助けることができる。

　歓喜した少女は力に導かれるまま、燃え広がる教会の火を消し止めた。少女はただ自分の住まいを、シスターたちを守りたかっただけだった。

　しかし、その奇跡を見た村人たちは声を揃そろえて叫んだ。

　悪魔だと。本物の悪魔だと少女に言ったのだ。

　……そして少女は魔女裁判にかけられた。それが少女の善行への見返りだった。

　そこで、能力を手にした少女は逃走をはかり、故郷を後にした。

　少女はまだ諦あきらめてはいなかった。善行を続ければ、誰かが自分を必要としてくれると、誰かが自分に優しさを返してくれると、そう信じていた。

　そこから少女の長い旅がはじまる。少女は世界各地を巡り、優しさを与え続けた。

　しかし、過ぎた能力、老いることのない身体からだは、人々の口からまたあの単語を叫ばせた。

　――悪魔だと。

　少女はただ誰かに必要とされたかった。自分に笑顔を向けて欲しかった。

　それだけだった。それだけのために、幾度も幾度も人々を助け、そして悪魔と嫌われた。

　諦あきらめず諦めず、少女はずっと願ってきた。

　それなのに、ちっぽけな願いは、少女のささやかな夢は、生涯叶かなうことはなかった。

　神は少女に振り向かない。過ぎた力を与えただけ。人も少女に振り向かない。悪魔と恐れ罵ののしるだけ。……少女に振り向いたのは、変わり者の悪魔だけだった。

　悪魔は少女を諭し、人間界から魔界へと少女を連れて行った。確かに魔界では、少女を蔑さげすむような連中はいなかった。



　だけど、オレは叫ばずにはいられなかった。



　馬ば鹿か野郎、と声を嗄からしてオレは叫んだ。

　――それは、ひとりの少女の話。満月の夜に母親から捨てられた少女の話。

　誰からも必要とされず、悪魔に為ならざるを得なかった、少女の話。
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「……ん？」

　不意に意識が覚かく醒せいする。

「……お？　起きたか？」

　目を開けると、エルニの顔が見えた。意識がはっきりしてくると、後頭部に柔らかい感触と温かさを感じ、自分がエルニに膝ひざ枕まくらされていることに気づく。

「大丈夫か？」

　声に視線をやると、覗のぞき込むようにして五ご行ぎようさんがオレを見ていた。

　心配げな表情。整った顔立ち、長い睫まつ毛げが視界に飛び込んでくる。

　オレは無言で上体を起こして周囲を見渡す。

　河原だ。目の前に緩やかな川が流れていた。

　どうして自分がこんなところにいるのか。

「――っ！」

　理解した途端、オレは立ちあがった。

　頭に思い浮かんだのは、ルナの泣き顔。

「どうしたんだ、南なん条じよう君？」

　急に立ちあがったオレに、少し驚きながら五ご行ぎようさんは訊たずねてくる。

「……一体なにがあったんだ？　帰り際、エルニと一緒に話をしていたら道端で南条君が倒れていたから、驚いたんだぞ？　もしかして、あの悪魔になにかされたのか？」

「いや、待て聖ひじり。むしろ忍しのぶがなにかして怒られたんじゃないのか？　我慢できなくなって、おっぱい触っちゃったんじゃないのか？」

「こ、こら、エルニ。どうして私の胸を触ろうとする？」

　エルニが五行さんに後ろから抱きつきながらじゃれていた。

　オレがいない間に二人は名前で呼び合うぐらい仲良くなったようだ。

　しかし、その間にオレは……。

「……連れて行かれた」

　拳こぶしに力が入る。

「悪魔だ。ルナは悪魔に連れて行かれた」

　オレの言葉を受けて、エルニと五行さんは怪け訝げんそうな表情をする。

「それは本当か忍？」

　頷うなずくと、エルニも五行さんも首を傾かしげた。

「おかしいな」

「なにがだ？」

「いや、普通に考えて、悪魔が同じ悪魔を連れ戻しに人間界に来るなんておかしな話じゃないか。理由がわからない」

　エルニの言葉に五行さんも頷く。

「人間の魂を奪うために協力するという話ならわかるが……南条君を放ほうって帰るとなると、本当に目的はあの悪魔を連れ戻すことだけなのか……？　それだけのために強固な結界を破って来る理由がわからない」

　エルニと五行さんの話によると、悪魔が人間界の結界を破って来るには大きなリスクを負うらしい。無む理り矢や理りに結界を越えた悪魔は能力の大半を奪われ、人間界では本来の力を発揮できない。それ故、五行さんのような退魔士に目をつけられたら、危機的状況に陥る。

　だから、悪魔は人間からの召喚に頼るものらしい。

　そこまでのリスクを負ってあの悪魔――ブラムがルナを連れ戻しに来た理由はなにか。

「……そういえば、ルナのヤツ、『お義と父う様』とか言っていたな」

「ん？　あの金髪の父親が来たのか？」

「……ルナはそう呼んでいた」

　あの赤髪の悪魔、ブラムをルナは確かに父と呼んでいた。

　ブラムも強引にルナを連れては行ったが、あいつの言葉にはルナへの愛情が感じられた。そして、オレには強い敵意を抱いていた。

　――七年前の子供。

　怒気を孕はらんだ瞳ひとみでオレを見ていた。

「でも、よかったじゃないか」

　顔をあげると、五ご行ぎようさんが安心したように言った。

「これで南なん条じよう君は悪魔から解放されたわけだろう？」

「おお、そうだな。よかったな、忍しのぶ」

　五行さんとエルニは口々に『よかった』と言う。

　……よかった、だと？

「大体、おかしかったんだ。忍にあげた指輪は縁と縁を繋つなぐモノだから、普通は先祖とか動物とかの守しゆ護ご霊れいが憑つくはずだったんだが……どうして悪魔が憑いたんだろう？」

　首を傾かしげながらエルニは続ける。

「忍を見たとき、悪魔と縁があるとは思えなかった。ご飯を奢おごってくれて嬉うれしかったから、本当に守護霊を憑けるつもりだったんだ。……でも、ごめん。結果的に悪魔が憑いてしまった。本当にごめん」

　深く頭を下げたあと、エルニは言った。

「今度はちゃんと守護霊が憑くようにするからな。綺き麗れいで気き立だてがよくて傍そばにいるだけで幸福度が増すような完かん璧ぺきな守護霊を憑けるからな」



「いらねえよ」



　陽気に近づいて来たエルニに、オレははっきりと告げる。

「そんなものはいらない。オレが欲しいのはルナだけだ」

　傍にいて欲しいと思った気持ちにウソはない。

　だから、かわりなんていらない。

「……なあ、エルニ。さっきお前の指輪が縁を結ぶモノだと言っていたが、もし、オレとルナになんかの縁があったら――」

「忍は悪魔となにか契約したことがあるのか？　そんな気配は感じなかったぞ？」

　オレの言葉を遮さえぎってエルニが言う。

　確かに、ルナとなんらかの契約をした覚えはない。しかし、それでも思うんだ。

　オレは昔からルナを知っていたような気がする。

「そういえば……」

　それまで静観を保っていた五行さんが不意に口を開く。

「南なん条じよう君は昔、悪魔召喚をしたことがあると言っていたが、それと何か関係があるのか？」

　――七年前の子供。

　途端、頭痛が走った。

　昔、そう、七年前だ。七年前になにかがあった。

　思い出そうとするたび、邪魔するように頭痛が強くなり、思考能力を奪っていく。

「ぐう」

　頭が割れるような痛みに膝ひざをつきそうになるが、それに耐えながらオレは土手を駆けあがる。そして目に付いた太い木の幹に向かって――思いきり額を叩たたきつけた。

「南条君っ！」

　驚いたような声をあげる五ご行ぎようさんの声が聞こえてきたが、気にせず、再び、額を木の幹に叩きつける。何度か続けると、額が割れ、血が吹き出してきたが、頭痛による思考の乱れは消える。

　驚くほど思考はクリアーだ。

　頭痛を伴って、記憶の奔流が脳裏を駆け巡る。

　悲鳴のようなブレーキ音。吹き飛ぶ小さな体たい躯く。赤い血。空うつろな言葉。嗚お咽えつの涙。濡ぬれた自分の頬ほお。頭に触れた手の温ぬくもり。優しい温もり。優しい微笑ほほえみ。優しい言葉。哀かなしい笑顔。哀しい瞳ひとみ。哀しいほど無力な小さな両の手。

　ひとりで泣いている少女を見て――守りたいと、オレは確かに手を伸ばした。

「南条君！」

「忍しのぶ！」

　気づいたときには、五行さんとエルニに身体からだを押さえつけられていた。

「急になにをしだすんだ！　大丈夫か？　ああ、血が出ているじゃないか！」

「忍、いたくないか？　平気か？　一体、どうしたんだ？」

　慌てた様子の五行さんとエルニを見つめながら、オレは木の幹に背中を預けるようにして座り込み、大きく息を吐き出した。

　ああ、そうか。

　……全部、思い出した。どうしてオレは忘れていたんだろう。

　そうだ。オレは幼い頃ころ、ルナに出で逢あっていた。

「……なあ、オレには妹がいるんだけどな……」

　突然そう切り出したオレに、エルニと五行さんは顔を見合わせたが、口を挟むことはなかった。二人とも口を閉じ、話の続きを促すようにじっとオレを見つめていた。

　ありがたい。オレはゆっくりと語り出す。

　言葉にしたかった。形にしたかった。大切な思い出を……もう忘れたくはなかった。

「変な妹なんだ。小さいとき、オレが誕生日に猫のぬいぐるみをプレゼントしたら、その日から猫が大好きになった。あいつ、『おにいちゃんがくれた』って喜んで、どこに行くにも、なにをするにも、いつも猫のぬいぐるみを胸に抱いていた」

　安物のぬいぐるみだったのに、すごく大事にしてくれた。

「でも、あいつはバカだから、ある日、ぬいぐるみをどこかに落としてなくしちまったんだ。そしたら、あいつ『ごめんなさい』って言いながら大泣きして大変だった。だからオレは父さんと協力して、必死でぬいぐるみを探して、見つけて……妹まで届けた」

　少し汚れて、右腕も千切れかけた猫のぬいぐるみ。それでも、

「あいつすごく喜んでな。ぎゅっとぬいぐるみを抱きしめて離さなかった。……それからだ。今度はあいつ、オレの後ろをくっついて歩くようになった」

　にこにこ笑って、『おにいちゃん、おにいちゃん』と後ろをついてきた。

「でもある日、友達にそれを冷やかされて、オレは急に恥ずかしくなった。だから妹に言ったんだ、『ついてくるな！』って。でも、あいつオレの言うことなんて聞かなかった」

　泣きそうな顔をしてずっと後ろをついてきた。

「バカなオレはな……意地悪してやろうって思った。あいつがついてこれないの知ってて、走り出したんだ。背中で『おにいちゃん』って慌てる声が聞こえていたのに、オレはそれを無視して走った……本当にバカだった」

　手を繋つないで一緒に歩いてやればよかったのに。

「……横断歩道を渡りきったときだ。後ろから大きなブレーキ音が聞こえてきた」

　それは悲鳴のようなブレーキ音。

「イヤな予感がした。オレはすぐに振り返って後ろを見た。そしたら……小さな身体からだが吹き飛んで、力なく転がっていく光景が目に飛び込んできた」

　頭が真っ白になって、呼吸が乱れた。

「慌てて駆け寄ると、妹は頭から血を流して、地面に力なく横たわったまま動きをとめていた。怖かった。なにかしなくちゃいけないのに、なにもできなくて、恐怖で足がすくんで、オレはただ、『なずな』と妹の名を呼ぶことしかできなかった」

　赤い血。ぴくりとも動かない小さな体たい躯く。胸に抱かれた猫のぬいぐるみ。

「名前を呼ぶと、妹は定まらない視線を揺らしながら言った。意識が朦もう朧ろうとしていたのか、自分の状況がわかっていなかったのか……小さな声で言うんだよ」



　――ねこさん、こんどはおとさなかったよ。



「それだけだ。それだけ言って、妹は意識を失ったまま、ずっと眠り続けた。運ばれた病院で、植物状態だと医者は遠回しにそう言った」

　涙が溢あふれて止まらなかった。

「それから妹は眠り続けた。一ヶ月経たっても、二ヶ月経っても目を覚ますことはなかった」

　誰もオレを責めなかった。ただ、オレだけが自分を責め続けた。

「縋すがるものなんて、神様だけだった。だけど、どれだけ祈っても、神様はオレに応こたえてはくれなかった」

　だからオレは……。

「願いを叶かなえてくれるなら、誰でもよかった。相手が悪魔でも構いはしなかった。オレはただ妹を助けて欲しかった。だから、オレは悪魔を呼ぶことにしたんだ」

　自分の魂のかわりに、なずなを助けて貰もらおうと思っていた。

「でも、オレが死にものぐるいで黒魔術の本を使って呼び出した悪魔は、想像していたものとは違っていた。オレが妹のことを話すと、その悪魔はなにも言わずにすぐ妹を治してくれた。それで、オレの頭を撫なでながら言うんだよ」

　――大丈夫ですよ。もう、大丈夫ですからね。

「そいつは魂なんて要求しなかった。ただ笑顔だけ残して去っていった」

　嬉うれしかった。なずながまた笑ってくれた。猫のぬいぐるみを抱いて、笑ってくれたんだ。

「オレを、妹を助けてくれた悪魔……それがルナだ」

　そこでエルニと五ご行ぎようさんは目を大きく見開いた。

「ルナと約束したことがある」

　そう、約束だ。あの日、ルナがなずなを助けてくれたとき、オレは思ったんだ。

　なにかお礼がしたいと、もう一度逢あいたいと、そう思った。

　でも、その願いがかなってもう一度逢ったとき――

　そのときのことを思い出し、オレは強く拳こぶしを握り締める。

　誓った言葉を思い出した。

　――オレが傍そばにいてやる。オレが守ってやる。

　あのときも、いまも、そう思った。だから、

「ルナを助けたい。力を貸してくれ」

　オレは五行さんに頭を下げる。

　悔しいが、オレの力だけではルナを助け出すことはできない。

「五行さんは退魔の一族なんだろう？　ルナの居場所を探ることはできないか？」

「……確かにそういった術は心得てはいる」

「だったら頼む。それでルナの居場所を教えてくれ」

　五行さんの両肩を掴つかんで懇こん願がんすると、

「教えてもいいが、条件がある」

「条件？」

　オウム返しに訊たずねると、五行さんはいつもの凛りんとした表情を浮かべて言った。

「私も同行する。これが条件だ」

　思わず目を見開くオレに、五ご行ぎようさんはかすかに微笑ほほえんで続けた。

「南なん条じよう君をひとりで行かせるわけにはいかないからな」

　……どうしてこの人は、こんなにも格好かつこいいのだろうか。

　その笑顔に見み惚とれていると、五行さんはそっと懐からなにかを取り出した。見ると、ゴルフボール大の球体の黒い物体が五行さんの手の中にあった。

　五行さんが小さく呪じゆ文もんのようなものを唱えると、球状の物体は光を放ち、真ん中から開き、方位磁石のような姿を見せる。

「羅ら針しん盤ばんだ。これで魔の居場所を探知できる」

　掌てのひらに羅針盤を乗せながら五行さんは「ただ」と続ける。

「これは魔の居場所を特定するものではなく、おおよその方向と距離を予測するものなんだ。だから、探し出すのに時間がかかるかも知れない」

　五行さんがそう言うと、そこでエルニがずいっと胸をそらして前に出た。

「どうやらわたしの出番のようだな」

「……ギャグなら間に合っているぞ？」

　オレが呆あきれたように言うと、エルニはぷう～っと頬ほおを膨らませる。

「忍しのぶ、わたしだって格好をつけたいんだ！　あんまり意地悪言うと泣いちゃうからな！」

　すでに半泣きになりながらも、エルニは右手を羅針盤にかざし、そして叫んだ。

「ぐぬぬぬ、神パワーぁあああ！　スワヒリ語で言うと――ぶらぁああああ！」

　嘘うそ八百のスワヒリ語を披露しながらエルニが咆ほう哮こうをあげると、驚くことが起きた。

　五行さんの掌に乗っていた羅針盤が突如ひとりでに動き出し、ゆっくりと回転しながら宙に浮かびあがったのだ。

「どうだ！　羅針盤に神パワーを注入してやったぞ！　これで魔の居場所を特定できるぞ！　すごいだろ、忍！　褒ほめてくれ！」

　エルニの言葉に反応してか、羅針盤がゆっくり動き出す。

　羅針盤の後を追えばルナたちに会えるというわけか。

「……すごいな」

　感嘆の声をもらす五行さんにエルニは「神ですから！」と胸をそらして答える。

「神ってすごいんだな。エルニ、ちょっと口から火を吐いてみてくれよ」

　オレの言葉を受け、エルニは「よしきた！」と叫ぶと、すう～っと五行さんに近づき、

「エルニファイヤ～」

　色っぽく呟つぶやくと、「ふぅ～」と五行さんの耳に息を吹きかけた。

「ひゃん」

　驚き、可愛かわいらしい声をあげる五行さん。



    

  
    
      



    

  
    
      「ひじりんは耳が弱い」

「エ、エルニ。変なメモはとらないでくれ。ほ、ほら、行くぞ」

　顔を真っ赤にした五ご行ぎようさんは動き出した羅ら針しん盤ばんを追って歩き出す。エルニも「ひじりんの耳たぶさわりたい」とか言ってそれに続く。

　――待ってろよ、ルナ。

　心の中で呟つぶやき、オレは二人の後を追った。
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「あそこか」

　羅針盤の後を追い、辿たどりついたのは、心霊スポットとして知られる街外れの廃はい墟きよビル。

　昔は病院だと聞いたことはあるが、心霊スポットだけあってか雰囲気は重く暗い。

「濃いな……」

　五行さんが呟くと、エルニも頷うなずく。

「悪霊や魔が好む場所だ。血と恨みと無念がこびりついている。悪魔には居心地がいいかも知れないけど、神は神だから、こういう場所はあんまり好きじゃない」

　暗い雰囲気が怖いのかエルニが五行さんに抱きついていた。そして耳を触っていた。五行さんはイヤがっていた。オレはエルニを五ご行ぎようさんから引き離し、視線を廃はい墟きよに戻し……そして気がついた。

「どうやら、ここにルナがいるのは間違いないようだな」

　入り口付近にいた人影を見て、オレは確信した。

　全身を黒に染め上げた男と女。

　おそらく、あの二人はブラムの従者なのだろう。

　入り口を守るように立っている。

「あの二人、悪魔だな」

「女の方は、おっぱい大きいな」

　五行さんの言葉にエルニは真ま面じ目めな顔してわけのわからない相あい槌づちを打つ。

「……ルナは奥か」

　エルニを無視して呟つぶやくと、オレは悪魔たちの元へと歩き出そうとするが、

「南なん条じよう君。ちょっと待ってくれ。どうするつもりだ？」

「どうするもなにも、あの二人は邪魔だろう？　蹴け散ちらす以外に選択肢はねえよ」

　振り返り、オレの腕を取ってストップをかけてくる五行さんにそう答えると、

「……忍しのぶ。お前、さっき負けたばっかりだろ？」

　エルニが呆あきれたような顔をしていた。

「いや、負けたわけではない。実は足を滑らして転んだだけなんだ」

「忍、その言い訳は格好かつこ悪いと思うぞ？」

「うるせえよ。行くったら行くんだよ。それ以外に道はないだろうが」

　オレは五行さんの腕を振ふり解ほどこうとするが、

「ダメだ」

　五行さんはそれを許さない。

　オレの腕を掴つかんだまま、五行さんは強い眼まな差ざしのまま言った。

「私が行く」

　驚くオレに構わず、背中に下げていた竹刀袋を持ち上げながら五行さんは続ける。

「あの二人は私が引き受ける。南条君は裏口から入ってくれ。この子がいればすぐにあの人を見つけることができる」

　そう言って五行さんは、羅ら針しん盤ばんをオレに預けてくれる。

　予想外の五行さんの行動に戸惑っていると、五行さんは突然頭を下げた。

「……五行さん？」

「頭を下げる相手が違うかも知れないが、謝らせてくれ。私は勘違いをしていたようだ。南条君の話を聞いてわかった。あの人――ルナさんは確かに悪魔だが……私が思っていたような存在とは違っていたようだ。私はひどいことを言った。お詫わびがしたい」

　頭を下げた五ご行ぎようさんにオレは――

「本当にすまないと思っているのなら、俺おれ様のケツを舐なめろ」

「そうそう、オレ様のケツを――って、なんじゃそりゃあ！」

　誰だ。オレの物もの真ま似ねをして変なことを言ったのは。

　……いや、誰かと問いかけるまでもないな。オレはギロリとエルニを睨にらみつける。

「じょ、冗談だ。ほら、聖ひじりは真ま面じ目めだから気にしないようにと明るいギャグで流してやろうかと思ったんだ」

　そうか。冗談か。真面目な五行さんは「お、お尻しりっ？」と真っ赤な顔をして困っているが、どうすんだ一体？

「五行さん」

「は、はいっ！」

　エルニの物真似を真に受けたのか、緊張した声をもらす五行さん。

　オレは小さく息を吐き出して、五行さんに向き直る。

「さっきも話したが、ルナはオレの妹を助けてくれた恩人だ。もう一度頼む。手を貸してくれ」

　今度はオレが頭を下げると、

「任せてくれ」

　しっかりと五行さんは頷うなずいてくれた。

「それじゃあ、忍しのぶ。わたしは聖の手伝いをするから、先に行っててくれ。危なくなったら、わたしの名を呼ぶんだぞ？　すぐに助けに行くからな」

　気楽な感じでエルニはそう言って笑う。

「お前、大丈夫なのか？」

　見た感じだが、戦闘能力なんて皆無に見える。

「心配するな忍。わたしは神だぞ？　大丈夫だ。それよりも自分の心配をしろ。わたしたちが来るまで倒れるんじゃないぞ？」

　エルニは軽い口調で言うと、五行さんの隣に並んで歩き出す。

　そして、右腕を垂直に伸ばし、親指をぐっと突き立てた。

　何な故ぜだか、異様なほど格好かつこいい。

「サンキュー」

　オレは小さく呟つぶやき、裏口へと回る。

　ほどなくして背後から破裂音が響いたが、振り返らず羅ら針しん盤ばんの導くままオレは走った。いまは進もう。五行さんとエルニを信じて先に進もう。
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　声が聞こえてきた。

　廃はい墟きよビルの三階中央。羅ら針しん盤ばんが動きを止めた場所。ドアの向こうから人の気配がする。ゆっくりと扉を開けて中を覗のぞくと、元はラウンジだったのだろうか。広い空間の中――いた。ルナとブラムだ。

　二人は向かい合ってなにかを話しているようだ。

　なにを話している？　耳を澄まして、声に注意をやると、

「……お義と父う様。私は帰りません。私はここにいたいんです」

「あの男か？　あの男がまたお前を呼び出したのか？　まだあの男を信じているのか？」

「はい。忍しのぶさんは言ってくれました。『傍そばにいろ』って。だから私は――」

「やめろ」

　ルナの言葉を遮さえぎり、ブラムは吐き捨てるように言った。

「ルナ、あの男に拘こだわるのはやめろ。どうせあの男もお前の能力が目的なのだ。現に七年前。あの男はお前の能力を奪おうとした。一度目の召喚は我々の能力を借りるそれだったが、二度目は違う。私があの男の記憶を操作しなければ、お前はあの人間の奴ど隷れいになるところだったんだぞ？　また……裏切られるところだったんだぞ？」

　怒りに満ちたブラムの声が聞こえてくる。

　記憶操作。ブラムの言葉が頭で反はん芻すうされる。

　そうか。あの頭痛はブラムの施した術のせいだったわけか。

　……まあ、気持ちはわかる。全部思い出したいまならわかる。

　視線をルナにやると、ぎゅっと拳こぶしを握り締めたままブラムと対たい峙じしていた。

　もう大丈夫だ。いま、行くからな。

　大きく息を吐き出し、拳を握り締め――オレは目の前の扉を蹴けり飛ばした。

　回し蹴りを喰らった扉は勢いよく吹き飛び、派手な音を立てながら部屋の中を転がっていく。自然と、ルナとブラムの視線は壊れた扉の前に立つオレへと注がれる。

「……忍さん？」

　驚いたような顔をするルナに、

「ああ、忍さんだ。迎えに来たぞルナ」

　軽く手をあげてオレは答える。

「なにをしに来た。人間」

　声に振り向くと、ブラムが怒気に染まった瞳ひとみでオレを睨にらみつけていた。圧倒的な威圧感に身が竦すくむ。危険だと頭が警告音を鳴らすが、それを無視して、オレは一歩踏み出す。

「ルナを連れ戻しに来た。邪魔するなら、あんたを潰つぶす」

「……そうか。では消えろ」

　ブラムは小さく呟つぶやき、右手を掲げた。

　瞬間。鋭い風切り音と共に、なヽにヽかヽが飛んでくるのがわかった。

　そう、音、空気の揺らぎ、感覚でわかる。

　見えはしないが、感じることはできる。

　五感を研ぎ澄まし、

「ッラァア！」

　左脚で踏み込み、腰を捻ひねり、右斜めに突き上げた左の掌しよう底ていで衝撃波を弾はじき、流す。

　後方に飛んでいった衝撃波はなにかに激突したのだろう。背後で大きな音があがった。

「……なっ」

　避けられるとは思わなかったのだろう。ブラムが顔色を変える。

「オレ様に同じ技は二度と通じん」

　唇の端を吊つりあげて笑うものの、背せ筋すじから冷や汗が流れ落ちた。

　予想以上に衝撃波の威力が大きい。巧うまく芯しんを捉とらえなければ、弾くことはできない。

　それ故、連打されたら避けようがない。だが――

「忍しのぶさん！」

　駆け寄って来ようとするルナをオレは右手で制した。

「ルナ、お前はそこで見ていてくれ」

　ちゃんと証明するから。

　お前を守れるぐらい強くなったって、証明するから。

「お前ぐらいオレが守ってやるよ」

　笑みを作って言ってやる。

「約束しただろ？」

　瞬間、ルナの瞳ひとみに涙が溜たまった。

　ごめんな。いままで忘れていてごめんな。でも、思い出したから。もう忘れないから。

　視線をブラムに戻すと、右腕の構えが変わっていた。突き出すように伸ばされた右手。

　どうやら、もう手加減をするつもりはないようだ。

「おぉおおおおおおお！」

　咆ほう哮こうをあげると、オレは叩たたきつけるように地を蹴けり、ブラムへと迫る。

　すぐさま顔面に衝撃波を受けるが、首を回してダメージを殺す。続いて、胸めがけて飛んで来た衝撃波は身体からだを反そらして避ける。休むことなく、脚を狙ねらった衝撃波が飛んでくる。

　全すべては捌さばききれない。

　急所が集まる身体の中心――正中線を隠して半身に構え、急所だけを避け続ける。拳、腕、膝ひざ、肘ひじ、肩を使って、衝撃波を弾きつつ、一歩一歩ブラムへと迫る。

「ぐがっ！」

　衝撃波が被弾した衝撃で後ろに吹き飛ばされそうになるのを堪えて、前へと進む。

　ルナが見ている。瞬まばたきもせず、心配そうにオレを見つめている。

　立ち止まるわけにはいかない。倒れるわけにはいかない。負けるわけにはいかない。

「……何な故ぜ、そこまでする、人間？」

　不意に、ブラムが口を開く。不思議で仕方ないって面つらでオレを見てやがる。

「決まってんだろうが」

　血を吐き出しながらも、オレは叫んだ。

「約束したからだよ！」

　そう。約束した。

　七年前。オレはなずなを助けてくれたルナになにかお礼がしたかった。

　……いや、本当はただオレがルナに逢あいたかっただけなのかも知れない。

　好きだったんだ。なずなを助けてくれた優しい悪魔にもう一度逢いたかった。

　だから、オレはもう一度ルナを呼び出した。

　でも、召喚は失敗した。間違ったんだ。

　悪魔を調ちよう伏ぶくする術、悪魔の力を己おのれのものとする技、憑ひよう依い召喚が作動してしまった。

　そこでオレはルナの記憶を見た。

　母親に捨てられた少女。悪魔と罵ののしられた少女。誰も手を差し伸べず、悪魔に為ならざるを得なかった少女。

　……オレを助けてくれた人が泣いていた。ずっとずっとひとりで泣いていた。

　でも、見ていることしかできなくて、声をかけてやることもできなくて、それが悔しくて、オレは思ったんだ。

　これからは、オレが守ってやろうって。

　だからオレはルナに手を伸ばした。オレが守ってやるから、もう泣くなと。オレの傍そばにいろと。もうひとりで泣くなと。そう言って、手を伸ばした。

　でも、オレの手は無力だった。掴つかんだ手を離してしまった。

　だけど、オレが手を離してしまっても、ルナは言ってくれた。

　また逢いに行きます。絶対に逢いに行きます。だから、そのときは……



　――私をずっと傍においてくださいね。



　ああ、そうだ。

　誰よりも傷ついて、ひとりで泣いていたのに、オレには優しい笑顔を見せてくれたから、なずなを助けてくれたから……だから強くなろうと思った。

　今度は守れるように、今度は手を離さないように、今度は目の前の野郎に負けないように、ずっとずっと鍛えてきた。

　才能の欠片かけらもないのに武術なんてはじめた理由は――守るためだ。

「うらぁああああああ！」

　ブラムに近づくにつれ、衝撃波の数は増え続ける。

　まるで暴風だ。一瞬でも気を抜いたら、すぐさま吹き飛ばされるだろう。

　それでも進む。野郎に一発ぶち込むまでは止まるわけにはいかない。

「……もうやめろ人間。死ぬぞ」

　余裕を残した顔で、ブラムはオレを見る。

　気にいらねえ。七年前もそうだった。余裕面でオレをぶっ飛ばし、人の記憶を操り、ルナを連れて行きやがった。こいつは全部、ルナのためだと思っているだろう。だけど、

「馬ば鹿か野郎が！」

　オレは叫ばずにはいられない。

「勘違いしてんなよ、おっさん。あんたはルナを守っているつもりだろうが、あんたはただルナを傷つけただけだ。あんたなんだろう？　ルナを魔界に連れて行ったのは？」

　裏切られ続けたルナを見てはいられなかったのだろう。でも、

「そのおかげでルナがどれだけ傷ついたか知っているか？　あのバカはずっと待ってたんだぜ？　誰かに必要とされるのをずっと、待ってたんだ。それなのに、あんたがあいつを悪魔になんかするから――あいつはずっと泣いたままだ！」

「だったら……」

　ブラムが呟つぶやいた瞬間、暴風が勢いを増す。

「だったら、どうすればよかった！　あの娘はずっと裏切られていた！　いつもいつも信じた者に裏切られる！　お前は、そんな娘を放ほうって置けるのか！　魔界では誰もルナを裏切らない！　ルナはこれ以上、傷つかない！」

「うるせえ。あんたの価値観で語ってんじゃねえよ。あんたの守り方じゃあ、あいつは泣いたままだ。傷つかなければ幸せだなんて誰が決めた？」

「では、貴様なら守れると言うのか？　ルナを幸せにできるのか？　悪魔のあの娘を、人間のお前が守れるとでも思っているのか？」

「……くだらねえこと訊きいてんじゃねえよ」

　間近に迫った衝撃波を叩たたき潰つぶしながらオレは叫んだ。

「当たり前だろうが！　オレを誰だと思ってやがる！　オレが守ると言った。約束した。ああ、誓ったさ！　だから、なにがあってもルナはオレが幸せにする！　悪魔なんて関係ねえ！　邪魔するならルナの父親でも叩き潰す！」

「……悪魔と一緒にいて幸せになれるとでも思っているのか？」

「思っていたら悪いかよ。オレはルナが傍そばにいてくれれば幸せだ。それだけだ。何度も言わせんじゃねえよ！　悪魔なんて関係ねえっつってんだろうが！」

　叩たたきつけるように叫ぶと、不意に、攻撃が緩んだ。

　ブラムは目を見張り、呆ぼう然ぜんとオレを見つめている。

　距離の開きは、約五メートル。

　この機を逃さず、オレは一気に加速して、ブラムへと肉迫する。

「くっ！」

　ブラムが焦った様子で右手を動かすが、

「遅おせぇええ！」

　鋭く左脚で踏み込むと、衝撃波が右頬ほおを掠かすり後方に飛んでいった。

　ブラムは後ろに下がろうとするが、オレはそれを許さない。沈めた膝ひざを伸ばすと同時に、腰を回転させながら左腕を突き出し――左の掌しよう底ていをブラムの右脇わき腹ばらに叩き込む。

　一いちの波動で肉体内部に衝撃を浸つ透たえ、

「ウラァアアア！」

　二にの波動により、肉体内部を確実に叩き壊す。

　間髪いれずに、スクリューブローのように回転させた右の掌底をブラムの左脇腹に突き刺した瞬間――ブラムは口から血を吹き出した。

　二重波動による勁の作用、肉体内部を破壊するための技――浸しん透とう頸けいの一種、心しん月げつ体たい水すい南なん条じよう流りゆうの秘技。オレが爺じいちゃんから教わった唯一の技だ。

　おそらく、内臓が潰れたのだろう。ブラムは血を吹き出しながら、膝をついた。

「――オレの勝ちだ」

　膝をついたブラムを見下ろし宣言する。

「……認めん」

　口から血を吐き出しながら、ブラムは呻うめくように言った。

「人間、確かにお前がルナと一緒にいたら幸せかも知れない。だが、ルナは違う。お前を失ったとき……ルナはどうなる？」

　ブラムはゆらりと立ちあがる。

「……私の妻もそうだった。妻は人間だった。私がまだ弱い悪魔だった頃ころ、妻は傷ついた私を助けてくれた。悪魔でも関係ないと言ってくれた。私の傍にいてくれた」

　拳こぶしを震わせながらブラムは「だが」と続ける。

「妻は人間に殺された。悪魔と一緒にいるような奴は悪魔だと、妻を殺した人間たちはそう言った」

　ブラムがオレを見る。悲しみに彩られた瞳ひとみが、オレを真まっ直すぐに見つめていた。

「悪魔でも関係ない――妻はそう言ってくれた。私を愛してくれた。しかし、そんな妻を人間たちは愛さなかった。妻は私のせいで全すべてを失った。家も友人も親も、全てだ。妻の手に残ったのは……私だけだった。穢けがれた悪魔しか妻の小さな手には残らなかった」

　ふらつきながらも、ブラムは右手を突き出す。

「妻が全てを捨ててまで、私の傍そばにいてくれたことは嬉うれしかった。だが、妻は悲しんでいた。悲しんだ果てに、悪魔と罵ののしられて殺された。……幸せだったか？　妻は幸せだったと言えるか？」

　ブラムの右手から衝撃波が放たれるが、それはオレまで届かず、地面に落ちて弾はじけ飛ぶ。

「ルナも同じになる。私と同じになる。それはダメだ。あんな悲しみ……ルナには耐えられない」

　ブラムは必死で手を伸ばす。

　ああ、この人は本当にルナのことを大事に思っているんだ。

　見ると、ブラムの足元には血だまりができていた。ブラムは全身から血を流している。それはオレが与えたダメージだけじゃない。

　おそらく代償だろう。

　高い能力を持った悪魔が人間界に来るには高いリスクを伴う。悪魔は本来の力を奪われ、能力を発揮できない。確か、エルニと五ご行ぎようさんがそんなことを言っていた。

　無む理り矢や理りに能力を使った代償。オレからの打撃。疲労。

　ついに、ブラムは地に倒れ伏した。

「お義と父う様！」

　ルナがブラムに駆け寄り、そっと、その身体からだを抱きかかえた。

「……お義父様、ありがとうございます。お義父様が心配してくれたこと、すごく嬉しかったです。……でも、ごめんなさい。私はやっぱり、忍しのぶさんの傍にいたいんです」

「悲しむことになるぞ？　人間と我々とでは寿命も違う。ずっと隣を歩くことなんてできないんだぞ？　わかっているのか？」

「わかっています。それでも、私は忍さんの傍にいたいんです」

　しっかりと頷うなずき、ルナは言った。

「忍さん、私のこと悪魔だって知っていたのに……手を伸ばしてくれました。お前を泣かせるヤツはオレが倒してやるから、だからオレの傍にいろって、そう言ってくれました。これからはオレが守ってやるから、こっちに来い。オレが幸せにしてやるって……約束してくれました」

　それは七年前の約束。オレが忘れてしまっていた約束。大切な約束。

「だから私は、忍さんが呼んでくれるのをずっと待ってました……」

　ああ、そうか。

　エルニの指輪は縁と縁とを繋つなぐモノ。

　ルナが来たのは、オレが心の奥底でルナを願っていたからだろう。

「……だけど、忍しのぶさんは私のことを忘れちゃってました。せっかく再会したのに、忍さん少し冷たかったです……」

　優しげに笑いながら、ルナは「でも」と続ける。

「忍さん私のこと忘れているはずなのに、『おかえり』って言ってくれました。私が悪魔だってわかっても、『傍そばにいろ』って言って、手を繋つないでくれました。頭も撫なでてくれました。私のこと守ってくれました……約束守ってくれました」

　だから、とルナはオレに微笑ほほえみかける。



「――私はずっと忍さんの傍にいます」



　それはオレがずっと望んでいた言葉。

「……ああ、ずっと傍にいてくれ」

　胸が熱くなった。たまらずオレはルナを抱きしめた。

　温かい。ああ、ルナだ。

　存在を確かめるように、オレは強くルナを抱きしめる。

「忍さん」



    

  
    
      



    

  
    
      　背中に回された腕が微かすかに震えている。

　ルナは泣いていた。嬉うれしそうに泣いていた。だからオレは――

「……おい」

「あん？」

　人が感動している時に、邪魔をするヤツは誰だ？

　眉まゆを寄せながら声の方――足元に視線をやると、

「貴様ふざけているのか！　私を踏みつけている上に、貴様いまルナになにをしようとした！」

　なにやら足元でブラムのおっさんが怒っていた。

「ふん！」

　踵蹴りを放っておっさんを黙らせると、オレはルナへと向き直る。

　潤んだ瞳ひとみ。上気した頬ほお。柔らかそうな薄桃色の唇。唇。ああ、唇。

「こら、貴様！　やらせはせん！　やらせはせんぞ！」

　ブラムのおっさんはオレの腰にしがみつき、必死の抵抗をする。

　よく見ると、おっさんの左腕はなかった。肘ひじのあたりからなにもない。

「あ？　これか？　左腕は魔界に置いてきた。能力を抑えるためだ」

　オレの視線に気づいたのか、おっさんはご丁寧にも解説なんぞをはじめるが、そんなことは誰も聞いてはいない。オレは再び蹴りを放っておっさんを吹き飛ばした。

「うごっ！　な、なんて乱暴な奴なんだ。やっぱり貴様にルナは渡さん！」

　しつこく迫ってくるおっさん。

　鬱うつ陶とうしいなあ、もう。

「あっち行ってろよ。いま、いいところなんだからさあ」

「やかましい！　私は貴様なんぞ認めんぞ！」

「あっ、痛ぇ！　な、殴ったな！　やめて下さいよ、お義と父うさん！」

「誰がお義父さんだぁああああああ！」

　……野郎、本気で殴りやがったな。軽く吹き飛んでしまったじゃねえか。

　ゴロゴロと転がりながら立ちあがると、

「……なにをやっているんだ、お前たちは？」

　声に振り返ると、エルニがいた。その隣には五ご行ぎようさん。

「わたしたちが必死で戦っている間、お前たちは遊んでいたのか？」

　エルニは怒ったように叫んだ。

「ずるいぞ！　わたしも仲間に入れてくれ！」

　とりあえずエルニは無視して、オレは五行さんに目をやる。

「……五行さん、大丈夫か？」

　五ごぎ行ようさんの身体からだを見ると、服の所々が裂け、腕や脚には擦り傷があった。

　しかし、五行さんは小さく笑って答えた。

「平気だ。それより南なん条じよう君こそ大丈夫か？」

　正直な話、全然大丈夫じゃない。気を抜いたら、ぶっ倒れそうだ。

　でも、しのむん男の子。日本が誇る益ます荒ら男お。気高き紳士。

「超余裕だ。なにやら身体中が痛いが、全然平気だ。やぶ蚊に刺されたのと同レベル」

　脚を震わせながら強がっていると、

「ふん。なら私も平気だ。貴様の攻撃など赤子に撫なでられたも同然だ」

　声に振り返ると、脚をガクガク震わせながら、ブラムのおっさんが強がっていた。

「……あれがルナの父親か？　なんかすごくアホっぽいな」

　エルニが率直な感想を漏らすと、おっさんの眉み間けんに青筋が走った。

「しかし、変わった悪魔だな。悪魔なのに、守しゆ護ご霊れいが憑ついているぞ？」

「……守護霊だと？」

　怪け訝げんそうな表情を見せるおっさんに、エルニは「うん」と頷うなずく。

「わたしは神だからな。そういうのわかるんだ。それにしても妙だな、悪魔とは正反対の属性の守護霊だ……」

　じっと、エルニは目を細めておっさんを凝ぎよ視うしする。

「女だな。金髪に蒼あお色の瞳ひとみ。すごい美人だぞ？」

「……まさか」

　おっさんは一歩踏み出し、エルニに詰め寄る。

「その女は目の下に傷きず跡あとがあるか？　小さな傷跡だ。いや、それを覆うように髪を伸ばしているはずだ。左目のあたりを前髪で覆ってはいないか？」

　おっさんに肩を揺らされながら訊たずねられたエルニは、驚いたような顔をして答えた。

「な、なんだ。自分で気づいていなかったのか？　確かにお前の言った通り、前髪で左目を隠しているぞ。ほら――」

　軽い仕草でエルニがおっさんの左肩に手を伸ばすと、

「あぁ……」

　おっさんの口から歓喜の声が漏れる。

　薄い半透明の美しい女性が一瞬だけ、オレたちの前に姿を見せた。そして、おっさんに微笑ほほえみかけ、小さく口を開き、なにかを呟つぶやくと……静かに消えていった。

「……ずっと傍そばにいます」

　おっさんは呟き、小さく震えた。

「なあ……」

　俯うつむいたおっさんにオレは声をかける。

「人間の立場から言わせてもらうとな、あんたの奥さん……幸せだったと思うぞ。誰から否定されたとしても……きっと幸せだったって、言ってくれると思う」

「……そんなことはわかっていた」

　震える声音でおっさんは言った。

「ずっと昔からそんなことはわかっていた。私はただ……寂しかったんだ」

　愛する者に先立たれ、ずっと悲しかったんだろう。

「だが、あいつはずっと見守ってくれていたのか……」

　顔をあげたとき、おっさんは笑っていた。

「おっさん……」

「もうなにも言うな」

　オレの言葉を制して、おっさんはルナへと向き直る。

「……寂しくなったら、いつでも帰って来い」

　それだけ言い残して、おっさんは立ち去ろうとする。

　ルナはその背を追い、後ろからおっさんに抱きついた。

「ありがとうございます、お義と父う様。私は……本当のお父さんは知りません。だから、私にとってのお父さんは……あなただけです」

「……ありがとう」

　おっさんは泣きそうな顔をして頷うなずいた。

　オレはそんなおっさんの背中に声をかける。

「おい、変態紳士のおっさん」

「誰が変態紳士だ！　この真性の変態め！」

「こ、このオレが真性の変態だと？　おい、そんなことはオレの目を見てから言え。これが変態の目か？」

　カッ、と目を見開いてやる。

「……ふん。なかなかロックな目をしている」

　褒ほめられてしまった。

「ま、まあ、そんなことはどうでもいい。え～とだな、オレはあんたに言っておくことがある。その、つまり、なんだ……」

　頭をかきながら言うと、おっさんは怪け訝げんそうな顔をする。

　ああ、やっぱりやりたくない。やりたくはないが、ケジメだ。

　オレはおっさんに深く頭を下げた。

「ありがとうございました」

　恥ずかしくて、しばらく顔をあげられなかったが、

「……ルナを泣かせるなよ」

　顔をあげたとき、おっさんは複雑そうな顔をしながらも、なにかを投げて寄よ越こしてきた。

「しばらく、預かっておけ」

　右手で受け取り、手を開くと……手の中には蒼あおの指輪があった。

「……ルナは悪魔だ。ずっと傍そばに置いておくつもりなら、遠からず、お前はルナと契約を交わすことになるだろう」

　優しげにルナを見つめながら、おっさんは続ける。

「南なん条じよう忍しのぶ。その指輪をつけていれば、悪魔の影響は受けない。これからは、お前がルナを守ってやれ」

　まったく。あげた頭をもう一度下げないといけないじゃないか。

　オレはおっさんの背中が見えなくなるまで、ずっと頭を下げ続けた。

「……忍さん」

　声に振り返ると、ルナが笑顔でオレの隣に立っていた。

　ああ、今度は守れたんだ。そう思った瞬間、身体からだの力が抜けて倒れそうになる。

「し、忍さん！」

「南条君！」

　慌てて、ルナと五ご行ぎようさんが手を伸ばしてくれるが、

「てい」

　エルニが一番速かった。オレの腕を掴つかみ、自分の手元に引き寄せる。

「しのむん、ゲットだぜ」

　エルニは「やったね」と叫ぶと、オレの手を取り、ぐいぐい引っ張りどこかへ連れ去ろうとする。ずるずると引きずられるオレ。

「わ、わわっ。誘拐です！　忍さんが誘拐されちゃいます！」

「いや、あれはエルニの冗談だから……多分」

　焦ったようなルナの声と、なだめるような五行さんの声。

「よかったな、忍」

　顔をあげると、エルニが満面の笑みを浮かべていた。

　ああ、よかったよ。

　つられてオレも笑う。こみ上げてくる笑みを抑えることはできなかった。

「ははっ！」

　声をあげてオレは笑った。

　家に帰れば、なずなと母さんが待っている。オレとルナを待っている。

　きっと二人は言ってくれるだろう。

　――おかえり、と。



    

  
    
      
エピローグ



　今朝は目覚まし時計より早く起きた。首をまわして時計を見ると、いつもの起床時間より二分ほど早い。これでは二度寝も難しいだろう。

　いや、そもそも二度寝などルナが許してくれない。

　あいつは最近、なんの影響を受けたのか、駄だ々だこねて起きないオレをくすぐったり、つっついたり、控えめにボディ・プレスを仕掛けてきたりするようになったのだ。

　ルナだからと甘く見ていたが、意外にもヤツは強かった。

　本人は意識していないのだろうが、ボディ・プレスなんて色仕掛けみたいなものだ。

　たまに、大きい胸がぽよよんと顔に当たったりするもんだから、そりゃ目も覚める。

　しかも、最近のルナは、オレがボディ・プレスで起きることを学習したのか、頻繁にボディを押しつけてくるようになった。嬉うれしいが、恥ずかしい。しのむん、恥ずかしい。でも、早くルナ来ないかなあとか思っていると、

「ん？」

　ふと、腕に心地良い重さと、ぬくもりを感じた。

「……なずなか？」

　オレを起こす、という仕事をルナに奪われてしまったなずなは、構って欲しいのか、最近、よくオレの布団に忍び込んでくるようになった。

　この前も、深夜まで起きていたオレの部屋に突然なずなが現れ、『……お兄ちゃん、まだおきてる』と、残念そうに言い残し、とぼとぼと部屋に戻って行った。

「仕方のない、なずにゃんだ」

　妹に甘いオレは、そっと甘えん坊の頭を撫なでる。うん、サラサラした綺き麗れいな銀髪だなあ……いや、待て、銀髪？　はたと気づいたオレは、おそるおそる、布団をめくる。

「んぅ～、しのぶぅ～、もっとぉ～」

　妙に色っぽい声をもらす銀髪少女――エルニ。

　口をもごもごさせているところを見ると、食い物の夢でも見ているんだろう。

　しかしこいつ、なんつー服かつ装こうで寝ているんだ。いつもの黄色いパーカーは脱いでいるんだが、何な故ぜか、体操着で下にはブルマまで装備している。

　体操着にはご丁寧に『えるに』と書いてあるが……それよりもだ。

　オレは刮かつ目もくした。ブルマである。絶滅危惧種である。漢おとこの夢と希望が詰まったお宝である。ああ、オレはどうしたらいい？　ありがたや～、と拝めばいいのか？

「いやいやいや」

　思わず手を合わせそうになってしまったが、問題はブルマではない。

　ブルマファンには申しわけないが、論点はエルニだ。

　どうしてエルニがこんなところで寝ているのだ？　しかもブルマだぞ？　これは一体どういうことだ？　オレとエルニは真夜中の運動会でもくり広げた仲だとでもいうのか？

「……あ、いや、思い出した」

　そういえば昨夜、部屋の窓からエルニがやって来て、『アニメのＤＶＤ貰もらったから、一緒に見よう』とか言ってきたので、昨晩は遅くまでアニメ鑑賞をしていたんだ。

　それで、夜中の三時頃ごろにオレは眠たくなって、うつらうつらしていたら、エルニに『寝るならベッドで寝ろ。わたしも寝るから』とか言われて、一緒にベッドに入った。眠たかったオレは、突っ込むのも忘れて、眠りに落ちたわけである。

「あら、じゃあ、大丈夫じゃない」

　だって、しのむんなにもしてないんだもん。胸を撫なで下おろし、オレは安心したが、

「忍しのぶさん。朝ですよ～」

　優しげな声と共に、コンコン、とノック音が部屋に響き、オレは飛び上がらんばかりに驚き、そして焦った。よく考えると、誤解しか生まない状況下にオレはいるわけである。

「お兄ちゃん、朝だよ～、今日はわたしもきたよ～」

　な、何な故ぜ、今日に限ってなずなまで来るんだ。

「エルニ、起きろエルニ。起きて、すぐさま消滅してくれ」

　オレは焦りながらエルニを揺さぶるが、寝ぼけているのだろうか。エルニはオレの腕に抱きついてきた。数秒のうちに状況は悪化した。オレは青ざめながらも、エルニを引き剥はがそうともがく。しかし、エルニのヤツはぎゅっとオレにしがみついてきて離れない。

　そんな状況の中、部屋の扉がゆっくりと開かれ、なずなとルナが姿を現した。二人は「お兄ちゃ～ん」、「忍さ～ん」と爽さわやかな笑顔を浮かべていたが、オレとエルニを認めた瞬間、ピキンと笑顔のまま同時に凍り付いた。まるで石化したようであったが、

「……コ、コスプレ、ブ、ブルマ――マニアックです！」

　石化状態からいち早く回復したルナはよくわからないショックを受けていた。しかしそれも束つかの間ま。未いまだに石化しているなずなを置いて、

「ま、負けません！」

　両の拳こぶしを胸元に持ってきて、『負けません宣言』をするルナ。

　こいつは一体、なにと戦うつもりなのだろうか。ブルマとだろうか？

「忍さん！　私、負けません！」

「あ、ああ、よくわからないけど、頑張ってくれ」

　とりあえず、拳を握るルナを応援する。

　……それにしてもだ。オレは小さくため息をついた。

　騒がしい日々は、当分続きそうだ。
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　はじめまして、後ご藤とう祐ゆう迅じんと申します。

　本作、『つきツキ！』にて、未熟者の私もなんとかデビューすることができました。

　ＭＦ文庫Ｊ様に作品を投稿すること十四回。受賞まで長く厳しい道のりだったため感かん慨がいもひとしおです。頑がん張ばり続けてよかったと涙なみだがほろりです。

　さて、肝心の『つきツキ！』ですが、簡単に言うと、朝起きたら金髪美女（ダイナマイトバディ）がボクの奴隷になっていましたよ……――これは一体どういうことだ！　といった感じの話です。あらすじにも書いてある通り、学園ハートフル守しゆ護ご霊れいラブコメです！

　……まあ、応募時の原稿の後半では、何故か主人公が魔ま界かいに行き、コロッセオで壮そう絶ぜつなバトルを繰り広げるというわけのわからない急展開（通称『地じ獄ごくめぐり』←編集部様命名）がありましたが、いまではすっかりラブコメです。作者も一安心です。いまの形に落ち着いて本当によかったと思っています。

　では、遅くなりましたが、このあたりで謝辞に入りたいと思います。

　まず担当の庄しよう司じ様。正直、庄司様がいなければこの作品は完成していません。細かいチェック、的確な指摘、そして仕事の速さ。問題児である私を優しくサポートしていただき本当にありがとうございます。これからもどうかよろしくお願いします。

　そして、素晴らしいイラストを描いてくださった梱こり枝えりこ様。自宅でイラストを見たとき、ひとりで何度も「ありがとうございます」と頭をさげていました。私のような新米にはもったいないほど素敵な絵です。たいへん感謝しております。また、梱枝様のブログもとても面白いです。よく拝見させていただいております。

　そしてそして、編集長の三み坂さか様、選考に携わってくださった審査員の先生方、編集部の皆様にも厚くお礼申し上げます。

　また、友人たち、学院の先生方、飼い犬のミミ、猫のリンリ、初恋のあの娘こ、改稿中、突然天に召された私のパソコン――みんなみんな本当にありがとう！

　最後に、『つきツキ！』をご購入いただきました読者の皆様にも、心からお礼申し上げる次第でございます。

　読者の皆様が『つきツキ！』を読んで、少しでも笑ってくれたら、楽しい気持ちになってくれたのなら、作者としてこれほど嬉しいことはありません。自分が手がけた本で、誰だれかが幸せな気分になってくれる。それはとても素敵なことだと思います。

　これからも精一杯努力していきますので、お付き合いいただけたら幸いです。

後ご藤とう祐ゆう迅じん



    

  
    
      



    

  
    
      　後藤祐迅（ごとう・ゆうじん）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　大阪在住のメガネ野郎。強い。なんでも食べる。空とか飛ぶ。立ったまま寝る。眠れない夜でも決して羊は数えない。カツ丼が出るまで黙秘権を貫き通す。悲しみの中にさえ一筋の希望の光を忍ばせる。星の数だけ愛を知っている。――そんな男に憧れるヘタレが私。



　イラスト

　梱枝りこ（こりえ・りこ）

　　普段はゲームの原画家、イラストレーター。

　　好きなものはＶ系、可愛いもの。趣味はライブに行くこと。ほとんど家にいないどころか地方に飛んでます。

　　ＨＰ「無人少女」http://nekomimi.ws/~non-girl/



    

  
    
      つきツキ！



著者名……後藤祐迅

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/



２０１１年８月31日　　電子書籍版　ver.1.0.1

無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。

©2010 Yujin Goto



    

  OEBPS/nav.xhtml

    
      		
          プロローグ
        




        		
          第一章　マッドドッグと金髪美女
        




        		
          第二章　おかえりお月様
        




        		
          第三章　奴隷じゃないよメイドだよ
        




        		
          第四章　お月様の正体
        




        		
          第五章　七年前の約束
        




        		
          エピローグ
        




      


    
  

OEBPS/image/o_p263.jpg
ETIRAS DA
HWoeeTRERL:
BRI

*B%y2
LI TR
VB R A eEae

T8 & IKH D
PELE] — v

2 AeR B
LEL KD ~g





OEBPS/image/o_p247.jpg





OEBPS/image/o_p085.jpg





OEBPS/image/o_p228.jpg





OEBPS/image/o_p092.jpg





OEBPS/image/o_kuchie02.jpg
BRTTY

zon. mesR
BeAOTED
Aa,






OEBPS/image/o_p260.jpg





OEBPS/image/o_kuchie03.jpg
KR, 9

. oo gl
VAT N RIRITER)






OEBPS/image/o_p055.jpg





OEBPS/image/o_p179.jpg





OEBPS/image/o_p143.jpg





OEBPS/image/o_kuchie01.jpg
/ BIWE. BORIC
BEDALVE,

EONREERD,
B,






OEBPS/image/o_hyoushi.jpg





OEBPS/image/o_p025.jpg





OEBPS/image/o_p065.jpg
\

d?

g 1‘ A





